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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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日誌　一　ゲーム同好会夏休み合宿──と、いうかもうハーレムでいいだろこれ






「お目覚めなさい、ご主人さま」

　淡い花の香りと共に、眠る宗そう司じはそんなどこか冷えた声を聞いた。

「……んあぁ？」

　欠伸あくび混じりに呻うめき宗司はのろのろと目を開ける。開けた瞬間眠気が吹っ飛ぶ。

　長い黒髪をしたメイド姿の美しい少女──森もり塚つか一いち乃のが、上に乗っていた。

　彼女は宗司に跨またがり、炎のように赤い瞳ひとみでじっと、見詰めている。

　人形のように端整な顔、雪のように白い肌、胸の上に感じる柔らかい重み。

「あの、一乃、さん？」

　宗司は呼ぶが、一乃は返事をせずにじっと見詰めたままだ。

　黒髪が一筋、僅わずかに俯うつむいた彼女の頰ほおに掛かっていた。

　見詰める赤い瞳に引き寄せられるように、宗司は一乃を見る。

　ホワイトブリムが載った艶つやのある長い黒髪、すらりとした体はメイド服に──清潔な白いエプロンと清せい楚そな紺のスカートで包まれている。

　無言の一いち乃のに見詰められて落ち着かず、宗そう司じは僅わずかに体を捻ひねる。

　下の宗司が動けば、必然、上の一乃が揺れる。

「んっ……もう」

　跨またがる一乃が、鼻に掛かった小さな声を漏らした。

　動くに動けなくなる宗司、一乃の頰ほおが僅かに赤くなっている。

　清楚なメイド服に身を包んだ一乃は、どこか誘うような危うい雰ふん囲い気きを漂わせていた。

　薄い夏用の掛け布団越しに感じる一乃の体温、聞こえる心臓の鼓動、淡い花の香り。

　エアコンの効いた部屋にいながら、宗司の額に薄く汗が浮かぶ。

「ふふっ、可愛かわいいわね」

　妖あやしく微笑ほほえみ、一乃は紅べにを塗ったように赤い唇を皮肉気に吊つり上あげる。

「いっ、一体、何が起きてるんだ……」

　掠かすれた声で呟つぶやき、宗司はきょろきょろと左右を見る。見慣れた布団に、家具に、窓から差し込む夏の朝陽、メイド姿の一乃を除けば間違いなく自分の部屋だ。

　間違いなく自分の部屋だからこそ、何なに故ゆえにメイド一乃が上に乗っているのか分からず宗司はますます混乱する。

　一乃は宗司と同じ荒あら谷や学園高等部に通う二年生で、同じゲーム同好会に属している。












　宗そう司じが彼女の秘密を知り、一つの契けい約やくをして以来の付き合いで、あるいは友情のようなものすらあるかもしれない──が、このシチュエーションはない。

「よし、これは夢だ」

　現実逃避して、また目を閉じた。

「あらあら、仕方のないご主人さまね」

　しゃらり、一いち乃のがその長い黒髪をかき上げる。

「こうなったら、メイド三十六奥おう義ぎの一つ『おはようございます、ご主人さま拳けん』を繰り出すしかないようね」

「よし、これは夢じゃない！」

　がばり、宗司は布団を一乃ごと跳ね飛ばす勢いで体を起こす。

「やっと目が覚めたようね、ご主人さま」

　その反応を予測していたように、一乃は既に立ち上がり宗司の枕まくら元もとに立っている。

「因ちなみに、メイド三十六奥義とはあらゆるメイド技能を駆使してご主人さまにご奉仕を繰り出す、メイド必修の──」

「聞いてねえ、むしろ聞きたくねえ」

「暗殺拳よ」

「……とりあえず、メイドと暗殺拳の関連性がわからない」

「メイドたるもの、ご主人さまのために暗殺拳の一つも極めて当然」

　一乃は腰に手を当て、メイド服に包まれた慎つつましい胸を張る。

「家事に夜よ伽とぎに交渉、暗殺、メイドに出来ないことなどこの世に存在しないのよ！」

「メイドは超人の別名じゃねえぞ」

「あら、ご主人さまの分ぶん際ざいでメイドに口答えとは生意気ね」

「すげえ、主人とメイドの立場がナチュラルに逆転してる」

「お仕置きとして、ご主人さまの社会的生命を抹殺するわ」

「メイド怖っ！」

「楽しみにしておきなさい、三日もすれば世界の敵として指名手配されているわよ」

「……悪魔かおまえは」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　ふわりと、一乃はホワイトブリムを載せた長い黒髪をかき上げた。

「ご主人さまの困った顔を見るのが大好きな、ちょっぴり小悪魔なメイドさん」

「小悪魔ってレベルじゃねえだろ……つうか、そもそも、何でおれの部屋にいるんだよ」

「あら、忘れたの？　しばらく居候させて貰もらうと頼んだじゃない」

「……そうだったな、おまえも、酔すい狂きようなことを」

　今は夏休みの最中だ。そして数日前に宗司は一乃と、この部屋にはいないが同じくゲーム同好会に属するキリカ、双子の妹で荒あら谷や学園中等部所属のリリスとリリス（十三歳）で夏休みを利用し無人島に行った。

　その帰り際に一いち乃のがしばらく白しろ崎さき家に居候したいと言い出して、同じ同好会のキリカ共々、本当に白崎家に住み始めた。

「ゲーム同好会夏休み合宿と言ったところよご主人さま」

「ふぅん……とりあえず、合宿は良いがご主人さまは止やめてくれ。すげえ変な気分だ」

　照れたような困ったような顔をして、宗そう司じが寝癖のついた頭を搔かく。

「そうね、明らかにメイドに弄もてあそばれているご主人さまというのも愉快だわ」

　くすり、一乃は愉快そうに笑った。

　意地悪な輝きが赤い瞳ひとみにあってなお美しい笑みに、宗司は思わずドキリとしてしまう。

「ところでご主人さま」

　くるり、ふわり。

　一乃はその場で一度、回転した。

　長い黒髪が弧を描いて揺れ、紺のスカートが花咲くように大きく膨らむ。

「どうかしら、このメイド服」

「素直に答えるのが若干悔しいが……よく似合ってるよ」

　清せい楚そで、可か憐れんで、美しい。

　彼女は美しい少女だ。

　しかしその魂たましいは、彼女の赤い瞳のような、激しい炎で満ちてもいた。

「面と向かって言われると、少し照れるわね」

　どこか冷たい彼女の顔に僅わずかな赤みが差し、口元が緩む。

「でも、嬉うれしいわ。ありがとう宗司」

　一乃が、今日やっと、宗司を名前で呼んだ。

「どういたしまして」

　宗司が微笑ほほえみ返す。

「そ、そろそろ、朝食の準備も終わるわ、顔を洗って下のリビングまで来なさいな」

　返事も待たず、一乃はホワイトブリムを載せた長い黒髪を、紺のロングスカートを翻ひるがえして逃げるように部屋を出て行った。

　照れた顔を見られるのが、恥ずかしかったのだろうか。

　宗司は一乃の背中を見送り、彼女がいなくなると小さく肩をすくめた。

　部屋には、淡い花の香りが残っていた。

　一乃の香りだ。

「…………妙な、状況になってきたなあ」

　呟つぶやいた宗司は布団から立ち上がり、窓の外を見た。

　夏休みの真っ最中、夏の盛りの太陽は朝から強く照りつけ、世界は眩まぶしかった。




　宗そう司じは一階に降りて顔を洗い、リビングダイニングキッチンへ行く。

　途端にベーコンの焼ける香ばしい匂においが、宗司の鼻をくすぐった。

「美う味まそうな匂いだな、ベーコンエッグか？」

　宗司がダイニングに顔を出すと、キッチンからフライ返しを手にした銀髪碧へき眼がんの少女がとてとてやって来た。

　輝くような銀髪は二つに括くくられ、デフォルメされた天使のヘアピンで飾られている。

「おはようソージラブーじゃなくて、ラブダーリンラブー！　もうすぐできるから待っててねー、今朝はキリカさん特製のベーコンチーズオムレツだよっ！」

　日ひ溜だまりの猫のような無邪気な笑顔で彼女──沢さわ村むらキリカが言う。

　銀の髪に青い瞳ひとみの彼女は一いち乃のの冷たさとは逆ベクトルに柔らかく、その体もまた一乃と真逆にたゆんと豊かで──特に、胸は、その上につけたハートを模したピンクの膝ひざ丈たけミニサイズエプロンを突き破らんばかりに大きく、歩く時も微妙に揺れていた。

「ああうん、おはようキリカ。ダーリンて、いや、いいや、とりあえず、絶対に後ろ向くんじゃねえぞ」

　料理をするならエプロンは当然、しかし、宗司の目には、そのエプロンの下に……何も着てないように見えなくもなかった。

　剝むき出だしの肩にはエプロンの肩かた紐ひもだけ、同じくエプロンの裾すそは太ふと腿ももの半ばで終わりそこから下は思わず生なま唾つばを飲み込んでしまいそうな真っ白で柔らかそうな足が見えている。

「ふふん、これこそが真の若奥さまスタイルだよっ！」

　えっへんと（ばいんっと）、キリカが腰に手をあて胸を張る。

「ぐぐっ……た、耐えろおれ、これは罠わなだ、見たら負けたぞ」

　悲しいかな、意思とは裏腹に視線はキリカの無む闇やみに強調された胸に吸い寄せられる。

「にゃははー、ソージ……このエプロンの下、見てみたかったり、する？」

　キリカの笑顔が悪戯いたずら猫のそれに変わり、フライ返しを口元に当てにやにやしている。

「バッ、バカかおまえは！」

　顔を真っ赤にして宗司が叫ぶ。キリカはまるで誘うように青い瞳を細め、ゆっくりとエプロンの裾を指先で抓つまむ。

「いいよ、ソージなら、見せてあげる、よ？」

　そして、その裾を持ち上げて宗司に全すべてを──

「キリカ！」

　宗司がキリカの手を摑つかもうとする。だがそれは一瞬、遅い。

　キリカの肌を隠すエプロンがまくれ、全てが宗司の目の前に曝さらけ出される。

　目を閉じるにも、遅すぎだ。

　宗そう司じは見る、全すべてを。

「………………ピンク？」

　の、水着をしっかりきっちりエプロンの下に着ていた。

　裸エプロンならぬ水着エプロンか。

「『悪い冗談バツド・ジヨーク』ってね！」

　キリカはけらけら笑いながら、愛あい嬌きようたっぷりにブイサインをする。

　男としては間違えているかもしれないが、宗司は露骨に安あん堵どの息を吐く。

　へなへなと、その肩から力が抜けた。

「心臓に悪い冗談だな」

「アハハハ、ソージはカワイイねー、その騙だまされやすいところとか、とっても」

　悪戯いたずらの成功にキリカは満面の笑みを浮かべ、宗司の肩を二度三度と叩たたいた。

「いくらなんでも本当に裸エプロンなんてしないってば、一いち乃のじゃないんだし」

「おまえ、地味に酷ひどいこと言ってるぞ」

　ぐったりした顔で、宗司が苦笑する。

「でもねっ」

　青い瞳ひとみで、キリカはじっと宗司を見詰め、顔を寄せる。

「ソージが本当にして欲しいなら、してもいいよ？」

　はにかんだように、頰ほおを少し、赤くして彼女は柔らかく微笑ほほえんだ。

「っっっ、」

　すぐ間近で見たその笑みはひどく可か憐れんで、宗司の胸は高鳴り言葉を失う。

　見詰め合う二人の間に流れる沈黙。

「なーん、てねっ！」

　またもけらけらと笑い、キリカが身を引く。

「『悪い冗談バツド・ジヨーク』リターンズだよっ！」

　その顔はまだ照れたように赤く、宗司もまだ言葉を失い立ち尽くしている。

「じゃ、朝ごはん作っちゃうから待っててね──ダーリンッ」

　投げキスを一つ、水着エプロンなキリカはふわりと背中を向けてキッチン部分へ戻って行った。

　果たしてどこまで冗談だったのだろうか、宗司はキリカの投げキスを撫なでるように己おのれの頰に触れぽつりと呟つぶやいた。

「…………何だろう凄すごく嫌な予感がする」

　力なく、宗司はリビングのソファーに腰を下ろした。




　程なく、キリカが朝食の用意を終え、宗そう司じを起こしに来た一いち乃のが、双子の妹リリスとリリスがリビングへやって来た。

　テーブルの上に並んだキリカ作の朝食──ベーコンチーズオムレツ、レタスとトマトときゅうりのサラダ、和風ドレッシング、ポテトの冷たいポタージュ、デザートはスイカ。

　いつもなら宗司を起こすのも、朝食を作るのもリリスの仕事だ。

　今日は、一乃とキリカがそれを代わりにやった。

　だから、リリスは別の事をする。

「それでは兄さま、」

「リリスが食べさせてあげますね」

　ソファーの左右、宗司を挟むようにリリスとリリスは座っている。

　頰ほおを宗司の腕に寄せ、リリスの右手は宗司の足の上、左手はパンを。

　頰を宗司の腕に寄せ、リリスの左手は宗司の足の上、右手はスプーンを。

　ぴったりと宗司に寄り添うリリスとリリスは、鏡合わせだ。

「あ……うん、はい」

　挟まれた宗司は身動き取れず、落ち着かなさそうに左右のリリスとリリスを見る。

　対面に座る一乃のメイド服に、キリカの水着エプロンに負けず、リリスの衣装も凝こっていた。ファッションに疎うとい宗司にはよくわからないが、ゴシックロリータ──いわゆるゴスロリと呼ばれるものだ。

「はい、あーんです」

「はい、あーんです」

　いつもは小さなポニーテイルにする髪を下ろし小さなボンネットを載せ、襟元がケープのように広がった黒いドレス（ケープの裾すそにも、袖そで口ぐちにもスカートにも、至る所にフリルをあしらっている）を着た姿は妙に大人びていた。

　じっと宗司を見詰めるリリスとリリスの虹にじ色いろの瞳ひとみ、ゴシックロリータの放つ暗い艶つや、相手が妹だというのに宗司の鼓動は激しくなるばかりだ。

「じゃ、じゃあ、あーん」

　緊張で硬くなりながら、宗司は口を開けた。

　リリスがパンを、リリスがオムレツを載せたスプーンを宗司の口の中に入れた。

　もごもごと、宗司が咀そ嚼しやくし飲み込むのを見詰めてリリスは僅わずかに唇を綻ほころばせた。

「兄さま、次はサラダにしましょうか？」

「兄さま、次はスープにしましょうか？」

　小さく微笑ほほえんで、リリスが問う。

「あの、自分で食べられますので……リリスもほら、自分の朝ごはん食べた方が、ね」

「いいえ、兄さまは指一本動かす必要はありません、」

「全部、リリスが食べさせてあげます」

「それとも兄さまは、」

「口移しがお望みだったりするのですか」

「望んでませんので、普通に食べさせてください」

　答え、弱りきった顔の宗そう司じは助けを求めて対面の一いち乃のとキリカ（未いまだにメイド服と水着エプロン姿だ）に視線を向けた。

「ふふっ、兄妹仲が良さそうで何よりね」

「うんうん、微笑ほほえましくなるよね」

　いつもなら、躊ちゆう躇ちよなく割り込んでくるばかりかリアルファイトすら始めそうな二人が、愛想の良い笑みを浮かべて──目は全く笑ってないが──朝食をとっている。

　いつもは分散される女たちの矛先が、全部揃そろって宗司だけに向いたこの状況はまさに、

「…………悪夢だ」

　宗司が呟つぶやく。

「天国よ」

　一乃が微笑む──ぞっとするほど美しく。




　まだ朝食が終わったばかりなのに、宗司は髪が白くなりそうな勢いで消耗していた。

「カムバック、おれの日常……」

　ひどく遠い目だった。

「ふふっ、愉快に追い詰められているわね」

　メイド姿の一乃が、リビングのソファーに座る宗司、キリカ、リリス、そして己おのれの前に淹いれたての紅茶を置いた。

　湯ゆ気げと共に立ち昇る紅茶の香りは柔らかく、心が慰なぐさめられるようだった。

　のろのろと紅茶を一口啜すすり、宗司がほうと息を吐く。

　同時に、一乃がメイド服のポケットからトランプを取り出しテーブルに置いた。

「さて、仲良く宗司を弄もてあそぶ楽しい朝は終わりよ」

　赤い瞳ひとみが、水着エプロンのキリカを、ゴスロリのリリスを鋭く見やる。

「アハハハ、いいよ。始めようか」

「リリスもまた、歓喜をもって応こたえます」

　応じて、キリカが、リリスが、青と虹にじ色いろの瞳を細めた。

　途端、リビングに緊張感が満ちる。

「今度は何をするつもりか知らんが、おれの精神はもう色々と限界な雰ふん囲い気きだぞ……」

　何やらすっかり話が通じているらしい一乃たちと違い、状況に取り残されっぱなしの宗司が悲痛な声を上げる。

「ゲームよ」

　カードを混ぜながら、一いち乃のが言った。

「『今日の宗そう司じの使用権』を賭かけたゲーム」

「あれ、僕の自由意志とかそういうものがナチュラルに無視されてない？」

「そこは諦あきらめるしかないよねっ！」

「簡単に諦めたら駄目な部分だろ！」

「安心してください兄さま、リリスが勝ちます」

「おまえだけが頼りだ、頼むぞリリス！」

「そしてリリスは兄さまと一日中ぴったりくっついてます」

「おれの妹がもうダメです」

「今日のゲームはこのトランプを使った『脱衣ババ抜き』よ」

「何だその不穏なゲームぁあああああああああああああああ！」

「負けたら脱ぎ、全裸になったら失格、これを最後の一人になるまで繰り返すわ」

「内容が予想通り過ぎて逆にツッコミ辛づらいです」

　げんなりする宗司とは裏腹に、キリカとリリスは戦せん慄りつする。

「さすがイチノだよ……恐ろしいルールだね」

「はい、リリスですらこんな残酷なルールは思いつきません、」

「思わず敗北したくなるペナルティ、しかし敗北しては兄さまが奪われてしまう」

「ふふっ……宗司の前で脱衣して困らせるか、それとも、勝利して宗司を独占するか。中々に究極の選択でしょう」

　カードを手にしたメイド一乃が、優雅に長い黒髪をかき上げた。

「おれ……部屋に帰っちゃ駄目かな」

　そう言いながら、宗司は安あん堵どしていた。

　戻ってきた、いつもの、この空気に。

　いつもどおりの、展開に──




　五分後、

「罪を焼け──赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

「空笑え──欺あざむく影絵『道化師の栄光バツドジヨーク』！」

「鏡よ歪ゆがめ──狂いの境界『第一世界シユレデインガー』」

　ゲームはあっけなく崩壊した。

「いやああああ、やめてえええええ、家が壊れるぅうう！」

　蹴け倒たおされたソファー、なびく黒髪、はためくミニエプロン、揺れるケープ。

　宗司の叫びを無視し、睨にらみ合あう女たち。

　一いち乃のが燃える槍やり『煉獄カサルテイリオ』を、

　キリカが割れた仮面『道化師の栄光バツドジヨーク』を、

　リリスが鏡の剣『第一世界シユレデインガー』を、

　いずれも、超常の力を持つ異能の形を手にしている。

　異能──悪の大だい魔ま王おうも、異世界からの侵略者も、千年前から世界の裏に潜ひそんでいた謎なぞの組織もないこの世界では無意味に過ぎる、過剰な力。

　枷かせで、呪のろいで、絆きずな。

　無意味な力の無意味さを振り払うように、彼女たちは同類へ、その力を振るう。

　振るわなければ、救われない。

　これもまた、彼と彼女たちの日常で、

　いつもどおりに、彼が、彼女たちを止めるのだ。

「ああもう、いっつもこのパターンだ。ちくしょう！」

　危険を承知で、睨にらみ合あう一乃たちの間に宗そう司じは踏み込──

　ピンポーン。

　……踏み込もうとしたところで、無ぶ粋すいなインターフォンの音が響いた。

　出鼻を挫くじかれ宗司は思わず動きを止める。インターフォンを無視して女たちは動く。

「哀れな羽虫のように、『煉獄カサルテイリオ』が焼いてあげるわ！」

「さあ、この『道化師の栄光バツドジヨーク』にどんな死に方がしたいのか教えてよっ！」

「『第一世界シユレデインガー』よ──押し潰つぶせ」

　宗司は制止のタイミングを逃し、闘争は始まってしまった。

　机の上に仁王立ちし一乃が燃える槍やりを振るう。キリカは背に翼を生やしソファーを蹴けり倒す、増殖したリリスは鏡の剣を構えて円陣を組む。

　そして全く無関係に、インターフォンが鳴り響く。

「うん、これは無理だな。っていうか、逃げないとおれまで死にそう」

　宗司は早々に諦あきらめ、文字通り逃げるようにリビングを出た。

　そして連打されるインターフォンを止めるため、玄関のドアを開けた。

「はーい、どちらさんですかね」

　ドアを開けるなり差し込んだ真夏の強い日差しに一瞬だけ目を細める、来客を見る。

　猫が──ネコミミ生えた女の子がいた。

「なんだこのファンタジー」思わず宗司が呟つぶやく。

　焦点の怪あやしい硝子がらす球の瞳ひとみはどこか危なっかしく、ふらふらと舞う蝶ちようを追い掛けてふらふらしている猫のようだ。

　腿ももまで伸びた長い髪は燃える炎に似た赤毛。

　頭の上にぴっこり載ったネコミミがぴこぴこと風に揺れるように動いている。

　ネコミミに感情表現は任せたと言わんばかりに、瞳ひとみは硝子がらす球で、唇は小さい。

　一いち乃のよりも小柄な体格と、キリカ並みのビッグサイズな胸。

　細くしなやかな脚には可愛かわいらしいニーソックスをはき、六種類存在する荒あら谷や学園制服の一つ──一乃と同タイプの黒いセーラー服を、一応、着ている。

　生まれて初めて制服を着たような、いかにも不器用な着こなしで胸元のネクタイなど斜めに思い切り曲がっていた。




「そうじ、はじめまして、フェルはあなたの………………あなたの、なに？」




　硝子球の瞳に相応ふさわしい淡々とした声で言うと、崩れた制服姿を気にもせず彼女は──その長く燃えるような赤毛を支えられるのか疑問に思うほど──細い首を傾かしげた。

　ついでに、ぴっこりとネコミミが傾いた。

「いや、そんな哲学的な問いをされても困るんだが……」

　宗そう司じもまた、困り顔で首を傾げる。

　真夏の玄関先で、二人して、首を傾げる奇妙な光景が出来上がった。

　謎なぞのネコミミ少女──フェルとの初遭そう遇ぐうはこんな感じだった。






日誌　二　宗司困る……あれ、いつものことじゃないか？






「そうじ、はじめまして、フェルはあなたの………………あなたの、なに？」

　出会うなり、淡々と平板な声で質問をぶつけて来たネコミミ少女──フェル。

　宗司は改めて彼女の姿を見た。

　膝ひざまで伸びた長い髪は、染色ではありえないほどに鮮やかな燃え盛る炎の赤。

　二人の頭上で燃え盛る真夏の太陽の赤色だ。

　少し、一乃の瞳の色に似ている。

　宗司の肩までしかない小柄で華きや奢しやな体に大きな胸、アンバランスな体を包んでいるのは一乃と同タイプの黒いセーラー服と膝上の長いソックス。

　硝子球の瞳には感情の色が見えず、覗のぞき込こんだ宗司をそれこそ鏡の如ごとくに映すだけ。

　真夏の朝、屋外の強い日差しを感じてもいないように汗の一つも搔かいていない。

　対照的に、宗司はもう薄く汗を搔き背中を濡らす。

「ええと、フェル？」

「なに」

　平板な声の素っ気ない答え、裏腹に赤毛の上のネコミミがしゃっきりと伸びて立った。

　……名前を呼ばれたのが、嬉うれしかったのだろうか。

「おれと、どこかで会ったこと、ある？」

「……」

　短い沈黙、ネコミミもぴっこりと萎しおれるように倒れた。

　これは、落ち込んでいるのだろうか？

「あれ、ええっと、ごめん。何かヒントくれ、思い出すから」

　宗そう司じは慌てて取り成す。制服を着ているということは、荒あら谷や学園の生徒なのだろう。

　どこかで会った事があったのだろうか？

　フェルがぶんぶんと、重たげな赤毛を揺らして大きく首を振った。

「ない、ぱーふぇくと初対面」

「……さっきの意味ありげな沈黙は？」

「悪戯いたずらが、フェルの趣味なのさー」

「種明かしをありがとう……そして逆に問い返させてくれ、おまえはおれの何なんだ？」

　フェルは硝子がらす球の瞳ひとみをぱちくり、ネコミミをぴっこり。

「……妹？」

「疑問系と来ましたか」

「じゃあ姉」

「じゃあって何だよ、じゃあって」

「わかった、婚約者にする」

「フリーダム過ぎませんかね、お姫さま！」

「おおー、見事な三段つっこみ」

　ぺちぺちぺち、絶叫する宗司へフェルが気のない拍手を贈る。

「応援ありがとう、でもそろそろ話を前に進めて欲しいなお兄さんは」

　きらり、宗司は白い歯を輝かせて無駄に爽さわやかなスマイルを浮かべた。

「フェルは十六歳、結婚も出来る。だから、婚約者でもおーけい、と、言われた」

「は？　いやちょっと待て、『と、言われた』って誰だれに？」

「いえい、そうじぱぱ」

「………………ああ、そうか」

　一瞬、噴火する直前の火山のように宗司の動きが停止する。

　ぴくぴくとこめかみが震え、拳こぶしを握り締め、天を仰ぎ、

「あの腐れ親父おやじの差し金かあああああああああああああああああああああああああ！　聞いてねえぞおれはあああああああああああ！」

　全力全開、海の向こうまで届かせんばかりの雄お叫たけびを上げた。

　しかし同時に心の中で納得もした。

　ネコミミ──普通の人間にはありえない。

　普通でない人間にならありえる。事実、宗そう司じの父親は普通ではない少女──白しろ崎さきリリスを宗司の妹にと送り込んできたことがある。

　思い返せば、フェルの登場はリリスが現れたときに似ていた。

　フェルのネコミミがぴっこりと、赤毛の上で動き、ぺたりと引っ込む。

「と、いうことで、フェルは、そうじの婚約者になる」

　まるでその炎のような赤毛の中に溶けたように、ネコミミは見えなくなる。

「おれの魂たましいの叫びをあっさりスルーかい」

　げんなりする宗司はネコミミの消失に気付いていない。

　フェルは、何かに気付いてネコミミを隠したのだ。

「これからは『だーりん』『まいはにー』と呼び合う関係に」

「なりません、なってたまるか、なるべきではない」

「そこまで否定されると、フェル、しょぼーん」

　しょんぼりしているようには思えない声で淡々と告げ、ぺたんとフェルが頭を垂れる。

　長く伸びた重そうな赤毛のせいで、フェルがそのまま潰つぶれそうに見えた。

「あ、いや、すまん、言いすぎた……その、親父おやじのせいだって言うなら、まあ、仕方ないけど、ええと、何か手紙とか預かってないかな」

「……」フェルは頭を下げたまま、動かない。

「あの、ごめん、おれが全面的に悪かったから、頭上げてくれないかな……」

「…………まいはにー」

　ぽつりとフェルが呟つぶやき、宗司の顔が歪ゆがむ。

「…………マ、マイハ、マイハ……ニー」

「………………」

「マイハニー！　お願いだから、頭を上げてくれないかな！」

「にやり」

　顔を上げるフェル、とても悪い顔をしていた。

　悪戯いたずらを成功させたチェシャ猫の顔だ。

「おいこら、おまえ」

「だーりんが、そう言うならフェルは仕方ないので許してあげる」

「どうも、ありがとう、ございますね」

　硝子がらす球のような瞳ひとみはどこまでも無表情に、どこまでもフェルの真意は見えない。

　こめかみをぴくぴくさせていた宗司は、諦あきらめたように溜ため息いきを吐ついた。

　フェルは宗そう司じの疲れっぷり（十割フェルのせいだが）を見るとバンザイし、ふわりと黒いセーラー服を揺らして、ぺたりと宗司を抱き締めた。

「だーりん、はぐはぐ」

「え？」

　これが一いち乃のやキリカ、あるいはリリスなら宗司もドギマギしてより疲れたかもしれない。

　しかしフェルだと、子猫に抱きつかれたようで……小さな体に似合わない大きな胸がぽよぽよと体に当たっているにも関かかわらず、そのほこほことした体温に心が向かう。

　炎のように赤い、燃える髪からは干したての布団のような太陽のような匂においがする。

「……元気、出た？」

　硝子がらす球のような瞳ひとみの上目遣い、表情のないそれが、妙に優しく見えた。

「ああ、多分な」

　少し優しく微笑ほほえんで、宗司はフェルの頭を、長い赤毛をぐりぐりと撫なでる。

「うなー」

　猫みたいに鳴いて、フェルが心地良さそうに目を細めた。

　猫モードに入ったキリカを思い出し、宗司は苦笑する。

「しかし……どうしたもんだろうな、この状況」

　まずは父親に連絡を取るべきかと、フェルを撫でながら宗司は考える。












「そうね、とりあえず家に上がってもらえば良いと思うわ」

「ああそれもそうだな、いつまでもドアの外で──！」

　ぞくりと、宗そう司じの背筋に悪寒が走る。

　ぶわりと、汗が全身から噴出す。

　真夏だというのに、全身がカタカタと震えだす。

　そう、あれだけ大声を出していれば、家の中に聞こえないはずがないのだ。

　宗司は、ゆっくりと、ゆっくりと、振り返った。

　鬼がいた。

「初耳ね、あなた、結婚するの？」

「アハハハー、この浮気者っ」

「兄さま、後でリリスがお仕置きです」

　鬼は、美しい少女の姿で微笑ほほえんでいた。

　鬼は、未いまだにメイド服と水着エプロンとゴスロリ姿だった。

　彼女たちは表面的には落ち着き払っている、それが宗司には余計に恐ろしい。

　恐ろしすぎて、宗司は震えるばかりで言い訳すら出来ない。

　赤い、蒼あおい、虹にじの瞳ひとみが、刃やいばのように家の中から宗司を見詰めていた。

「い、いつから、そこに、い、いたんでしょう……か」

　震える声で宗司が問う。答えたのは彼女たちではなく、フェルだった。

「『あの腐れ親父おやじの差し金かあああ』と、そうじが叫んだ、少し後」

　更に言えば、フェルがネコミミを隠した直後だ。

「滅め茶ちや苦く茶ちや前から見られてたっつうか、気付いてたなら言ってくれよ……」

「そうじ、あの人たち、だれ？」

　宗司にはぐはぐと抱きついたまま、フェルが問うた。

　開いたドア越しに家の中からこちらを見ている三人の少女。

　考えてみれば、フェルは一いち乃のたちに気付いて婚約者宣言をしたことになる。

　実に素晴らしい胆たん力りよくだ、少なくともがたがたと震える宗司よりは。

　フェルの問いに、一乃たちが答える。

「はじめまして、私は森もり塚つか一乃、宗司の正妻よ」

「はじめましてっ！　わたしは沢さわ村むらキリカ、ソージの美人ワイフだよっ！」

「はじめまして、リリスは白しろ崎さきリリス、兄さまの妹妻です」

「フェルはしょっく、だーりんが既に結婚していた。いっぷたさい、はーれむ……昨夜はお楽しみでした、ね？」

　フェルは宗司に抱きついたまま、ひょいと横に顔だけ出して一乃たちを見た。

　相変わらず淡々と、驚いているのか驚いていないのかさっぱりな声だ。

　いや、硝子がらす球の目が僅わずかに見開かれているから驚いてはいるのだろう。

　もっとも、宗そう司じに気付く余裕はない。

「別に何一つ楽しんでないよ僕は！　っていうかそうじゃなくて！」

　背中のフェルを庇かばうように、宗司は両腕を広げる。

「待て、こいつは何も悪くないんだ！」

「そうね、悪いのはあなたね」

　浮気がばれた修しゆ羅ら場ばのようなやり取りだ。

　宗司は強く、訴えるように一いち乃のたちを見る。

「まずは話を聞いてくれ！」

　きっ！

「黙りなさい宗司」

　ぎろり！

「イエスサー！」

　バッタとドラゴンほどの迫力の差に、宗司は一瞬で敗北した。

　それでも背後のフェルを庇う腕を下げなかった。

「めいど、えぷろん、ごすろり……だーりんの趣味？」

「いや、それはむしろあいつらの趣味」小声で答える宗司。

「ええ、その男の趣味よ」

　堂々たる声で、一乃が宣言した。

「そうだよっ、毎日毎日、色んなコスプレを求められて大変なんだから」

「しかしそれも、愛故ゆえに、」

「リリスは兄さまの趣味を前向きに受け止めたいと考えています」

　キリカにリリスまで同調した。

　メイドに水着エプロンにゴスロリが、うんうんと頷うなずく光景は相当にシュールだ。

「え、ちょ、そんなおれがコスプレを求めているみたいに言われても……」

「わかった。フェルも、そうじのこすぷれ妻になる」

「その婚姻関係は特殊すぎるだろ！」

「だいじょうぶ。フェル、こすぷれは、嫌いじゃない」

　フェルは頷きながら、ぐっ、と小さな拳こぶしを握る。

「がんばる」

「もっと他ほかの部分で頑張れ、頼むから」

「だーりんのきたいが、フェルに伝わってくーるー」

「うわーい、会話が通じてるようで通じてなーい」

　二人がじゃれる、一段と、一乃たちからの圧力が増す。

「ふふふふふ、随分と仲がよろしいのね」

　真夏の玄関先で宗そう司じは更なる寒気と悪寒、噴出す冷や汗に襲われる。

　慌てて、一いち乃のたちに向き直り制止するように両手を振った。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。実はおれもいまいち状況が理解できてないんだ。親父おやじから詳しい話とか聞くから、な、ちょっと落ち着いてくれよ」

「……まったく馬ば鹿か馬鹿しいわね」

「んー、確かに、状況理解できないで騒いでても仕方ないもんね」

　意外にも彼女たちは冷静に宗司の言葉を受け止めた。

　相変わらず目は全く笑ってなかったが。

「助かった……」

　宗司は露骨に安あん堵どする。

「兄さまが、そう言うならば」

　声だけは平静に、しかし虹にじ色いろの瞳ひとみはフェルを──宗司の背中に隠れ、宗司に庇かばわれ、まるで妹のように宗司に守られるフェルを睨にらんでいた。

「兄さまの妹は、」

「リリスです」

　誰だれにも聞こえないほど小さく呟つぶやき、ぎりり、リリスが唇を嚙かむ。




　場所が白しろ崎さき家の玄関先から、リビングに移された。

　宗司は護送される囚人の気分でリビングまで前後をメイド一乃と水着エプロンキリカ、ゴスロリリリスに挟まれて歩き──フェルはこの時も宗司の背中に張り付いていた。

　リビングは、意外に無事だった。あるいは宗司がいなくなってすぐ闘いを止やめてしまったのかもしれない。

　宗司とフェルがリビングのソファーに向かい合う形で座る。

　一乃たちは無言で手際よく紅茶を用意し、自分たちもソファーに腰を下ろした。

　左の一人掛けソファーに水着エプロンのキリカが、右にはメイド服の一乃が、正面のソファーにはフェル、宗司の隣に看守よろしくゴスロリなリリスとリリスがいた。

　エアコンの低い駆動音だけが響くリビングに、緊張の面持ちの宗司とフェル以外が熱い紅茶を飲む音が混ざる。

　宗司は胃でも痛むのか白い顔をして腹を押さえており、フェルは猫舌なのか紅茶のカップを両手で持ってふーふーしている。

　一乃たち女性陣は、先刻、宗司の影に隠れてよく見えなかったフェルを紅茶を飲みながらさり気なく観察し自分自身にしか聞こえないほどの小声で呟いていた。

「……なにあのサイズ、ふざけているのかしら」

　一いち乃のはフェルの黒いセーラー服に包まれた、キリカに匹敵するサイズの胸を。

「いいなー、長い髪、炎みたいに赤くて綺き麗れいで、まっすぐで……」

　キリカは燃えるように赤く、そして膝ひざまで伸びた長い赤毛を。

「兄さまの妹はリリスだけ、」

「リリス以外の妹は排除です、排除です」

　リリスとリリスはフェルの華きや奢しやな手足に肩に首筋に──宗そう司じの影にすっぽりと隠れ庇かばわれていた小さな体の全すべてを。

　その視線を感じていないわけではないだろうが、フェルはあくまでマイペースに紅茶をふーふーしていた。

「さて──あなた」

　ゆっくりと紅茶を味わった一乃は赤い瞳ひとみを細め、カップを静かにテーブルに置くとフェルに呼びかけた。

　紅茶をふーふーしていたフェルが顔を上げる。

　一乃の赤い瞳が、フェルの硝子がらす球の目を覗のぞく。

　フェルの瞳は一乃の燃えるような赤い瞳を映すだけで、そこに真意は見えない。

「あなたはフェルでいいのね」

　フェルが頷うなずく。一乃は視線をフェルの対面の宗司に向ける。

「で、フェルがあなたの婚約者？」

「親父おやじ関係らしいんだけど、事情がおれにもさっぱり。電話してみてもいいか？」

　一乃が頷く。リリスが自分の携帯電話を宗司に渡した。

「どうぞ、兄さま」

「お、おうありがとう。じゃあ電話するな」

　因ちなみに宗司は携帯電話を部屋に置きっ放しだ。

　宗司がリリスの携帯で電話をかけると、相手はワンコールで出た。

「親父、ちょっとてめえに聞きたいことがあるんだがな！」

『あ、宗司？　ひっさしぶりー、元気してた？　ちゃんとごはん食べてる？　特に野菜、サプリメントとかコンビニ弁当ばっかり食べてたらダメよ』

「ああリリスがちゃんと食事作ってくれる──って、あれ母さん？」

『うんうん、本当ならわたしが作ってあげたいんだけどねー、あんたも久しぶりに食べたいでしょ、可愛かわいい母さんの美お味いしい料理』

「いや、母さんの料理は三回に一回は失敗だし」

『三回に二回も成功するって、さっすが母さん才色兼備よね』

「……母さんたちの中で一番料理下手じゃん。しかも一番料理得意なの親父だしって、だからそうじゃなくて、親父はどうしたんだよ、この番号親父のだろ？」

『あいつは今ね──』

『うおおおおお！　こんなところで死んでたまるかあ！』

「親父おやじの悲鳴が聞こえたあああああああああああああ！」

『初めて目が合った記念日を忘れてたから、追い掛け回してるところ』

「初めて目が合った記念日なんて律りち儀ぎに覚えている母さんと、そのレベルの記念日で追い詰められてる親父のどっちに驚けば良いのかわからないよ……」

『あっ、もう、宗そう司じと話してる隙すきにあいつが密林に逃げ込んじゃったじゃない』

「今は密林にいるんだ……って、だからそうじゃなくて、親父に話があるんだけど」

『──ッ！　生意気ね、隠れながら反撃して来るなんて！　こうなったらぁ！』

『うっぎゃあああああ、待て、それは待て、本気で死ぬ！』

「ちょ、母さん、母さん！　親父、しっかりしろ親父ぃいいいいいいいい！」

　ぐちゃん、勢いに任せて携帯電話を地面に叩たたき付け破壊したような音が電話の向こうでし、それきり通話は途絶えた。

「…………」

　宗司は静かに、携帯電話をリリスに返す。

「何か取り込み中っぽくて話を聞けなかった」

「ええ、あなたの台詞せりふだけで向こうの惨状が想像できたわ」

「実は物もの凄すごく仲良しっぽいけどねっ」

「はい、仲が良いので、」

「たまに家に帰って来ると兄さまは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をします」

「子どもの前でもずっとイチャイチャしてるからな……しかし、どうしたもんか」

　宗司たちの視線がフェルに集まる。

「ええと、親父からの手紙とか、そういうの預かってない？」

「ない」

　マイペースに熱い紅茶をふーふーしていたフェルがふるふると首を、炎のような赤い髪を振り否定した。長く重そうな赤毛はほんの少し揺れただけだった。

「くそっ、あの調子じゃしばらく連絡取れねえぞ。下手したら永久に連絡取れねえ」

「そもそも、フェルは、」

「本当に父さまから言われて来たのですか」

　妙に刺とげ々とげしく、虹にじ色いろの瞳ひとみを細めてリリスがフェルを睨にらむ。

「いやそれは多分間違いない──フェルの頭にほれ、ネコミミが」

　故ゆえにリリスのように普通ではない存在としてこの家に──宗司が物凄く今更気付く。

「……あれ、ない？」

　思わず目を擦こすり、もう一回フェルを見る。

　炎のように赤い髪の上から、ネコミミは消えていた。

「あなた、何を言ってるの？」

「ソージ……ネコミミの幻覚を見るとか、さすがにヤバイよ？」

「兄さま、ついにネコミミ中毒の禁断症状が」

　一いち乃のたちが、一斉に哀れみの眼まな差ざしを宗そう司じへ向けた。

「え、いや、確かに……」

「…………」ぴっこりと沈黙するフェルの頭に、ネコミミが立つ。

「あっ、ほら、今、ネコミミが！」

　指差す宗司、一乃たちがフェルを見る、ひょっこり消えるネコミミ。

「ネコミミが、ないわね」

「いや、だから、今確かに、すぐ引っ込んじゃったけどさ！」

「ソージ、本当に、大丈夫？」

　哀れみを通り越し、彼女たちは心配そうに宗司を見た。

「…………」ぴっこり、ネコミミが立つ。

「ああああああ、ほら、今、今、ネコミミが！」

　叫ぶ宗司、胡う散さん臭くさそうにフェルを見る一乃たち、ひょっこり消えるネコミミ。

「兄さま、何もありませんが……」












「だから、今、引っ込んだけど、今さあああああああ！」

　わけがわからなくなった宗そう司じが頭をがりがりと搔かき毟むしる。

「疑っては駄目よ、あなたたち。宗司には見えるのよ……ネコミミが」

「そっか、うん、大丈夫だよソージ。わたしたちは信じてるからね」

「はい、兄さまにはネコミミが見えているのですね、」

「兄さま……リリスはいつだって兄さまの味方です」

「うわああああああ、初めて見る程に優しい顔が！　優しい顔が死ぬほど辛つらい！」

「……にやり」

　悪い顔をしたフェルのネコミミがぴっこり楽しげに揺れてすぐ消えた……一いち乃のたちは宗司を優しく見守っているので気付いていない。

「ああああああああ、こいつ、おれで遊んでるぅうううう！　っていうか思ったより黒いぞこいつぅううううう！　静まれおれに芽生えた猜さい疑ぎ心しんぅうううううう！」

「宗司……」

「ソージ……」

「兄さま……」

「だからその優しい顔と眼まな差ざしやめて、何だか泣きたくなるから……」

　紺の清せい楚そなメイド服姿の一乃に、水着エプロンのキリカ、ゴスロリなリリスとリリス──こんな彼女たちの優しい顔はうっかり惚ほれそうなほどに可愛かわいかったが、宗司にはそれを堪たん能のうする心の余裕がない。

　何だか悲惨なことになっている宗司を余よ所そに、ふーふーを続けて冷さました紅茶をフェルは静かに飲み小さな唇を開いた。

「フェル、そうじぱぱに言われて、ここに来た」

　ぴたりと宗司の動きが止まる、一乃たちがフェルを見る。

「そうじぱぱ、お仕事は、冒険家。

　世界を股またにかけて、活かつ躍やく中、実際は探偵的な仕事も多い。

　独身だけど、妻的存在が三人いる」

　一拍置き、硝子がらす球の瞳ひとみで宗司たちをぐるり見て、最後に言う。

「わたし、拾われた」

「間違いない、親父おやじの差し金だ」

「はい、リリスも納得するしかありません、」

「間違いなく父さまのプロフィールです」

「ああ、拾ったってのもありそうな話だが……」

　宗司はじっとフェルを見詰める。

　ちびちびと紅茶を飲むフェルには表情がない。

　硝子がらす球の目は何も映さない。燃えるような赤毛の上に、ネコミミはない。

　わざわざネコミミを隠す理由は何だろうと、宗そう司じは考える。

　一いち乃のたちのあの反応からすれば、宗司以外にはネコミミを隠しているのだろう。

　理由はなんだ？

「……まあ、いいか」そのうち、話してくれることもあるだろう。

　そう結論付けると、宗司は目を伏せ、手をつけていなかった紅茶を飲んだ。

　もうかなり温ぬるくなり、香りは飛んでいた。

「良くないわよ」

　一乃の鋭い制止、感情を鎮めるようにホワイトブリムを載せた長い黒髪をかき上げる。

「婚約者とはどういうことなの」

「はい？　あ、あー、あー、そういやそうだ」

　宗司がほぼ失念していたことを、指摘され戸惑いながらも頷うなずく。

　ずれていた、宗司と一乃たちでフェルに対して抱いた疑問が。

「そうじが、婚約者が良いって、選んだ」

「なにそれ？」

　キリカが青い瞳ひとみを細めて不思議そうな顔をする。

「そうじ、姉と妹は、だめらしい」

「……妹」

　その単語を聞いて、リリスがゴスロリの黒いスカートを膝ひざの上でぎゅっと握った。

「ちょっと待て、おれが説明するから……フェルの説明は素直すぎて説明になってねえ」

　己おのれの疑問をひとまず横に置き、宗司はこの事態を収拾するべく──一乃たちを納得させるべく、頭を抱えながら頭を捻ひねり始めた。

　語らない、謎なぞの押し掛け……とりあえず現時点では婚約者？

　押し掛け婚約者のフェル──硝子球の瞳は静かに宗司を見ている。






日誌　三　無知なる者たちへ






「つまり、妹もしくは姉もしくは婚約者、肩書きは何でも良いけれど面倒を見ろ、という状況に陥おちいったわけね」

「首謀者の親父おやじと連絡がつかねえけど、多分、そんな感じだろうな……前例もあるし」

　空調の低い音が響く白しろ崎さき家のリビングには未いまだ一同が揃そろっている。

　宗そう司じの左右に髪を下ろしてボンネットをつけた黒のゴスロリ姿のリリスが座り、右手側のソファーには紺の清せい楚そなメイド服を着て長い黒髪にホワイトブリムを載せた一いち乃のが、左手側には丈の短いハートエプロンだけ、に、見える水着エプロンのキリカ。

　対面のソファーでは黒いセーラー服──一乃が着ているのと同じタイプの荒あら谷や学園制服を不器用に着たフェルが冷さめた紅茶を子猫のようにちびちび飲んでいた。

　宗司の説明を受けてフェルを除いた一乃たちは小さく嘆息し、マイペースに紅茶を飲んでいる当事者のフェルを見た。

「まあ……姉、ではないわね」

「妹は結構似合うと思うよっ」

「まあ、婚約者よりは妹だろうな」

「兄さま、」

「それはリリスに対する宣戦布告ですか」

「え、いや、全然？　っていうかリリス、目がめっちゃ怖い。隣に座ってるお兄ちゃん泣きそうだからやめて」

「……兄さま、もうリリスには飽きたのですね、」

「新しい妹が出来たらリリスのことなんてポイなんですね」

　ゴスロリなリリスとリリスが唇を尖とがらせて拗すねた。

「待つんだ妹よ。ちょっと被害妄想が過ぎるとお兄ちゃん思う」

「あんなに兄さまに尽くしてきたのに、」

「兄さまはリリスの体だけが目当てだったんですね！」

「お兄ちゃんを社会的に殺さないで！」

「修しゆ羅ら場ばね」

「兄さまなんて十年後にハゲてしまえばいいんです！」

「恐ろしいことを言うな！」

　軽く修羅場っている中で、

「とう」

　紅茶を飲み干したフェルがカップを置き、ぴょこんとテーブルの上に飛び乗った。

　細い足を包む白いニーソックスも眩まぶしい立ち姿に、自然一同の視線が集まる。

「ちゅーもく」

「もうしてるがな」

「フェルは、ねこみみ少女だったのだー」

　ぴっこり、長く伸びた赤毛の上にネコミミが現れた。

「あら可愛かわいい」

「わー」

「……チッ、」

「リリスだってネコミミぐらい」

「ああ、見事なネコミミだ──って、ちょい待てそこ」

「どしたの、そうじ？」

「何であっさりカミングアウトしてんだよ、『複雑な事情があってネコミミのことを隠してるんだな』とか推察して気を回してたんだぞおれ」

「深い意味があるのかと思ったら、そんなことはなかったーぜー」

　ぴっこぴっこ、ネコミミが赤毛の上でご機嫌に揺れている。

「か、隠してた意味はゼロ、だと……どんだけ思わせぶりなんだ…………」

「強しいて言うなら、この瞬間のために隠していたのだー？」

「そこで疑問系にするな、せめて堂々と言い切れよ。この一ネタのためにどんだけ仕込みを引っ張ったんだよって、ああもう、何が何だか、おれは大変混乱しています！」

「にやり」

「悪い顔ー、また出ました悪い顔！」

　バンバンバンバン、何かを堪こらえるようにひたすらテーブルを宗そう司じはぶっ叩たたく。

　ぴこぴこぴこぴこ、燃えるような赤毛の上で、ネコミミが同じリズムで揺れている。

　……多分、楽しいのだろう。

「フェル」

　凛りん──と、一いち乃のの声がリビングに響き渡る。

　錯乱していた宗司すら動きを止めてしまうほどに、その声は美しく清せい冽れつ。

　呼びかけられたフェルだけでなく、他ほかの全員も彼女を見た。

　紺のロングスカートに純白のロングエプロン、清せい楚そなメイド服、ある種のメイドの完成形のように清楚を纏まとった彼女はホワイトブリムを載せた長い黒髪をゆっくりとかき上げ、そっと、フェルに右手を差し出した。

　赤の瞳ひとみは優しく唇は柔やわく、聖女のよう。

「いちの」

　フェル、真っ黒なセーラー服と白いニーソックスの対比も鮮やかな彼女の姿、硝子がらす球の瞳を眩まぶしげに細め差し出された手を握る。

「見事な宗そう司じいじめだったわ」

「フェルにお任せ、だーよー」

「不思議ね、あなたとは他人という気がしないわ」

「そうかもしれないぜー？」

「わーい、物もの凄すごく嫌な友情が芽生えてる。っていうか君たち、もっと驚いたりするべきじゃないかなー、ネコミミ少女とかファンタジー全開だぜ？」

「キリカさん的に考えて、今更ネコミミぐらいじゃ驚かないよっ」

「そっかー、まあ『煉獄カサルテイリオ』とか『道化師の栄光バツドジヨーク』はネコミミよりアレだもんねー、あはははー、もうどーにでもなーれ」

「うわっ！　ソージの眼が死んでるっ、腐った魚みたいだよっ、しっかりしてソージ」

「キリカ……後は、頼んだ。おれはもう、疲れたよ…………がくり」

　宗司が力尽き、ゆっくりと崩れ落ちる。

「ソージ、ソージ！　ダメだよ、死んじゃいやだああああああ！」

　キリカは宗司に縋すがり、悲痛に叫ぶ──そんな無駄にクライマックスな二人。

「さわむらきりか」

「ん、なにー？」

　小芝居、あっさり終了。宗司は起き上がり、キリカは顔を上げフェルを見た。

　フェルは自分の頭の上、ネコミミをぴこぴこと動かしていた。

　瞬間、フェルとキリカが見詰め合う。

　青と硝子球、二つの視線が交錯し、彼女たちにしかわからない何かが交わされる。

「おまえのねこみみを、フェルに見せてみろー」

「望むところだよっ──『道化師の栄光バツドジヨーク』！」

　言葉と同時にキリカの異能──変身の異能が発動する。

　輝くような銀髪の上に、ぴっこりと、ネコミミが顔を出した。

「ないすねこみみ」

「ナイスネコミミだねっ」

　びしり、サムズアップをするフェルとキリカ。

　同時に踊りだす銀髪と炎のような赤毛の上のネコミミ二組。

　ぴっこぴこの、ぴっこぴっこ──見事に息の合った動き。

「ないすふれんどの予感」

「フェルとは、何だかいい友達になれそうだよっ！」

　猫系な二人が、ネコミミで通じ合った。

「意味がわからんにも程があるぞおい、脳のどの辺を使ったら今ので通じ合えるんだ」

「アハハハ、ソージもネコミミキャラ業界に身をおけばわかるよ」

「どういう業界なのかさっぱりわからん、そしておれがネコミミって嫌過ぎだろ」

「あら、案外似合うかもしれないわよ、ネコミミ宗そう司じ」

「似合ってたまるか、そもそも誰だれが喜ぶんだ」

「ねこみみふぇちの、そうじが喜ぶ？」

「喜びません、おれはネコミミフェチじゃないし、そうだとしても自分のネコミミに喜ぶほど破滅的な精神構造ではありません」

「……兄さまはさっきからリリス以外にツッコミしてばかりです、」

「そんなにツッコミが好きならリリスにもツッコミして下さい」

「横から急に意い味み深しんな発言をする……あれ、リリスさん。もしかしてまだ拗すねてます？」

「……ぷいっ、」

「兄さまなんて知りません」

　黒のゴスロリ──ケープのように広がったドレスの襟元を大きく揺らしてリリスがそっぽを向く。

「妹のリリスなんて放ほうっておいて、」

「ぽっと出のネコミミを構えばいいじゃないですか」

「ちくしょう、どうすればいいんだ……あっちを構ってたらこっちが拗ねて、こっちを構ってたらあっちに怒られる。ああでも、拗ねたリリスもちょっと可愛かわいい！」

　駄目だこのシスコン。

　拗ね拗ねリリスの可愛さはともかく、あちらを立てればこちらが立たずに近い出口のない袋小路に陥おちいった宗司はテーブルに肘ひじをついて頭を抱える。

「親父おやじ……あんたも、こんな気持ちだったのか。教えてくれ、あんたはどうしたんだ、どうやって乗り越えたんだ。えっ？　それは自分で考えるしかない、自分の力で乗り越えるしかないだって、くそっ、こんな時でも父親面かよ……」

「そうじ、誰と会話してるの？」

「そっとしておきましょう」

「……ソージも、大変なんだよ」

「つーん、」

「リリスは知りません。兄さまなんて知りませんったら知りません」

「あなたも、いつまでも子どもみたいに拗ねるのはよしなさい」

「リリスは子どもですから、子どもみたいに拗ねて良いんです、」

「まだ十三歳ですから、拗ねます、つーん」

「……まあいいわ。ところでフェル、あなたに大事な質問があるわ」

「なに質問？」

　長く膝ひざまで伸びた燃える炎に似た赤毛とネコミミを傾かしげてフェルが問い返す。

「あなた、姉と妹と婚約者で、婚約者を選んだのよね」

「うむーり、フェル、そうじの婚約者」

　一いち乃のは小さく頷うなずくと、静かな声で言った。

「あなたは、本気で宗そう司じの婚約者になりたいと思っているの？」

　一乃だけではなく、キリカも、拗ねていたリリスも真剣な顔でフェルを見詰めた。

　燃えるような赤毛の上で少し考えるようにネコミミを小さく動かし、フェルは小さな唇を開き淡々と答える。

「なっても、おっけー？　意外に、こういんしょう、そうじおもしろい」

　どこまでが本心か、焦点の怪あやしい硝子がらす球の瞳ひとみは彼女の真意を隠して明かさない。

「そう」

　一乃の声は硬く鋭い。

「リリスは認めません」

「じょうけんは同じ、ここにいるみんな、フェルと、対等」

「条件、か、まあ、そうだね……」

　硝子球は鏡のように、一乃を、キリカを、リリスを映した。

「そうじは、まだ、誰だれも選んでない」

　因ちなみに、当事者（宗司）はまだ、テーブルに突っ伏して頭を抱えていたりする。

「条件は同じでも、互角ではないわ」

　そして話は当事者を抜きにして進む。

「少なくとも、あなたよりは宗司のことを理解しているつもりよ」

　声に混ざる微かすかな自じ嘲ちようの響き、キリカとリリスは敏感にそれを察してしまう。

「そうとも、限らない」

「なら、ゲームをしましょう」

　すっ、長い黒髪を抑えて一乃が立ち上がる。

「私がどれほど宗司のことを理解しているか教えてあげるわ」

　芝居っ気をたっぷりに両腕を広げ、ホワイトブリムを載せた黒髪を、紺のメイド服、ロングスカートを揺らしてくるりと回り、

「宗司を題材にした、クイズゲームで勝負よ」

　びしり、フェルを強く指差した。

「そのげーむ、フェルは乗った」

　フェルもまた立ち上がり、硝子球の瞳に光を宿して一乃を見た。

　膝ひざまで伸びた長い赤毛の上で、ネコミミが威い嚇かくするようにぴんと立っていた。

「オッケー！　そういう面白そうなことは大好きだよっ！」

　膝ひざ丈たけハートエプロンの裾すそがまくれるのも構わず（中はピンクの水着なのでまくれても問題ないが）立ち上がったキリカは素早く一いち乃のとフェルの間に割り込み、

「キリカさんが面白おかしくプロデュースしてあげるから、二人とも寝室に移動してね」

　そのまま戸惑う二人をぐいぐいとリビングの外へと押していく。

「なっ、ちょっと待ちなさいキリカ！」

「おー、そうじの人生のように、フェルは流されるー」

「リリスもこっち来てね」

「嫌です」

「ソージと仲直りさせてあげるよ？」

「行きます」

「……現金だね」

　一乃とフェル、そしてリリスをぐいぐいと押し出したキリカは未いまだにテーブルで現実逃避している宗そう司じに顔を近づける。

「そろそろ立ち直らないと、キスしちゃうよー」

「自分を大事にしてください女の子──っ！」

　がばりと顔を上げる。

　本当に目の前にキリカの顔があって、宗司は思わず凍りつく。

　きらきらと輝く銀の髪は二つに括くくって天使のヘアピンを、大きな青い瞳ひとみは真ん丸に、可愛かわいらしい唇は少し驚いて、少しだけ恥ずかしそう。

「……アハハハ、びっくり」

　キリカの甘いミルクの香りが、その吐息が届くほどにすぐ傍そばに──まるで口付けの寸前のようだった。

　何となく気まずい空気が二人に流れて、どちらからともなく視線を逸そらす。

「あー、こほん。一乃たちがいないみたいだが、どうしたんだ」

「アハハハ、今、ゲームの準備中だよっ」

「ゲーム？　おれがちょっと現実逃避してる間にそんな展開になってたのか」

「うん、クイズゲーム。ソージも協力してね」

「まあ、それぐらいいいけど、何をするんだ？」

「じゃあ、わたしもちょっと準備してくるから、テーブルとソファーをどけてスペース作ってくれないかなっ」

　言うと、キリカは猫のように素早く身を翻ひるがえし二つに括った銀の髪とエプロンの裾を揺らしてリビングから出て行こうとする。

「ああ……まあいいけど、ただのクイズなんだよな？」

「あ、クイズに使うから一人掛け用のソファーは二つとも残しといてね」

「待て、質問に答えろ。ただの、普通の、平穏な、クイズなんだよな！」

　宗そう司じの質問に答えず、キリカはドアを半分潜くぐって振り返り、

「ソージラブー」

　最後に一つ宗司へ投げキスをしてリビングの外へ消えた。

「……不安だ」

　はぐらかされた宗司は呟つぶやくも、一応素直にテーブルとソファーを動かし始めた。

　ソファーを部屋の隅へ動かし、テーブルは壁に立てかける。キリカに言われたとおり、一人掛けのソファー二つだけは広くなったリビングにそのまま置いてある。

「ま、こんなもんか。しかし、クイズに何でスペースがいるんだ？」

　床に座り女性陣が戻ってくるのを待っていると足音が聞こえ、キリカが戻ってきた。

「たっだいまー、ソージラブー」

「おうおかえり……なんだその格好？」

「クイズゲームの司会者だよっ！」

　キリカは膝ひざ丈たけまでのハートエプロンに水着から、フォーマルなジャケットと赤い蝶ちようネクタイ付きの白いワイシャツ、そして膝までのショートパンツ──司会者と言うより、カジノのディーラー風か。

　手には玩具おもちやのマイク、普段は左右で括くくっている銀の髪もは首の後ろで括ってある。

「えへへー、新鮮でしょー、男装モードキリカさん」

　キリカは嬉うれしそうに青い瞳ひとみをきらきらさせ、右手を腰に当ててポーズを取った。

「男装？　ああ、そうか、一応男装になるのか」

　宗司の視線はキリカの可愛かわいらしい顔から下がり、ジャケットの胸元に注がれていた。

　けしからんばかりに実った果実を思わせる胸を見て、男だと思う奴はいないだろう。

「むー、ソージの視線がいやらしいぞ」

「バッ、バカ、そんなつもりじゃなくてだな」

　キリカが悪戯いたずら猫のようににやにや笑うと、狼ろう狽ばいして顔を赤くした宗司が弁解した。

「にゃははは、まっ、あんまり気にしないけどねっ……それとも」

　悪戯猫は胸を強調するように前まえ屈かがみになり、宗司に顔を寄せる。

「女の子だって、ちゃんと、触って、確かめてみる」

「いいいいいや、ちゃんと女の子だって理解してます。っていうか顔見れば分かるっての、おまえみたいに可愛い顔してりゃ特にな！」

「んー、それはつまり、わたしは可愛いってことでいいのかなー？」

　にやにや笑いを一段深め、キリカはさらに宗司に近付く。

　むにゅん、と宗そう司じの胸にキリカの胸が触れる。甘いミルクの匂においが鼻をくすぐる。

「可愛かわいい、可愛いですから！　お願い離れて！」

「アハハハ、ソージは可愛いねー」

　茹ゆで蛸だこのように顔を真っ赤にした宗司の額を軽く突き、キリカは身を離す。

　宗司は腰を抜かして、リビングの床にへたり込んだ。

「さてと、そろそろイチノたちも着替え終わってる頃ころかなー」

　実は可愛いと言われて嬉うれしかったのか、キリカは軽い足取りでリビングの外を覗のぞきに行った。へたり込んでいる宗司の耳にキリカの声が届く。

「あ、リリス。他ほかの二人の準備はオッケー？」

「はい、問題はありません、」

「しかし……リリスまでこんな格好を……」

「気にしない気にしない、じゃ、わたしが呼んだら入ってきてね」

　またキリカが戻ってくる。

「始まるのは本当にクイズなんだろうな」

　外でのやり取りを聞いていた宗司は怪け訝げんそうな顔で言って立ち上がった。

「もちろん、クイズゲームだよっ」

　ウインクを一つ、タキシード姿のキリカは掌てのひらで玩具おもちやのマイクを回転させる。

「と、いうことで始めるよっ！　実践型クイズ第一回『ケースバイ・白しろ崎さき宗司』！

　司会はこのわたし、ナイスバディで明るく素直、恋人にするならこんな子に限る、毎日楽しく元気に美お味いしいものを食べましょう『道化師の栄光バツドジヨーク』沢さわ村むらキリカ！」

「図々しい自己紹介だな」

　宗司のツッコミも気にせず、キリカは掌でリビングのドアを指した。

「アシスタントはこちら、兄のためなら兄をも滅ぼす、ある意味理想の妹だけれど色々怖い、密ひそかにハイスペックなブラコン妹『第一世界シユレデインガー』白崎リリス！」

　前口上に合わせてリビングに入って来るリリスとリリスを見た瞬間、宗司は叫んだ。

「なんつー格好をしてるんだおまえら！」

　バニーガールだった。

　細い肩がむき出しの平たい胸から股またまで（しかもちょっぴり大胆な角度で切り上がっている）のバニースーツ、すらりとした脚には編みタイツ、髪は解ほどいて自然に垂らしウサミミをちょこんと載せている。

　幼い体つきのリリスに大胆なバニースーツの組み合わせは、見ているだけで妙にいけないことをしているような気分にさせた。

　どぎまぎしている宗司を余よ所そに、リリスとリリスはぷいとそっぽを向く。

「リリスがどんな格好をしていようと、」

「兄さまには関係有りません」

「おれの妹がまさかの反抗期だと……」

「兄さまなんてフェルを新しい妹にすればいいんです、」

「リリスの方から兄さまなんてポイしてやります」

「まだ怒ってらっしゃるんですかリリスさん、僕は単純に婚約者よりは妹だろうなと……いや、良く考えたら婚約者も相当ありえねえ展開なんだが」

　じっ、と虹にじの瞳ひとみで宗そう司じを見て、またふんとそっぽを向いた。

　唇を尖とがらせたリリスとリリスは明らかに拗すねている。

「兄さまがバカなので、」

「リリスは悪い子になりました」

「わ……悪い子、だと…………」

「はいっ、ソージが何か愕がく然ぜんとしてるけどスルーして続けるよっ」

「白しろ崎さき家の一大事をあっさり流すな！」

「兄妹喧げん嘩かが一大事って段階で、平和すぎだよソージ」

　タキシード姿のリリスが軽く肩をすくめ、紹介を続けた。

「それでは、アシスタントに続きまして回答者の紹介だよっ。

　まずは挑戦者、超ロングヘアの赤毛ネコミミ少女！　背は小さいくせに何気におっぱいは大きいぞっ、色々謎なぞだらけな未知数少女のフェル！」

「おういえー、ねこみみ、いず、じゃすてぃーす」

　実に淡々とした声と共に、フェルがリビングに現れた。

「ご主人さまに、ご奉仕するーにゃー？」

　膝ひざまで伸びた赤毛の上で、ご機嫌そうにネコミミをぴこぴこ揺らす彼女は黒いセーラー服を脱いでメイド服に着替えている。

　純白のエプロンと太ふと腿ももまでの紺色ミニスカート、膝ひざ上うえまでの白いニーソックスと、膝まで伸びた赤毛──紺と白と赤の不思議な三角形。

　相変わらず硝子がらす球の瞳に感情は見えないが、それでも楽しそうに白いエプロンと一緒にスカートの裾すそを少し抓つまんでくるくるっと宗司の前で回転する。

　長い赤毛は緩やかな波のようにたわみ、紺のスカートが美しい円弧を描いて回る。

　可か憐れんで可愛かわいらしい、踊る子猫のよう……だが、何な故ぜか胸元が大きく開き、一いち乃のより更に小柄な体に不釣合いな、一乃より遥はるかに大きな胸の谷間が覗のぞいて目の毒だった。

　リリスとはまた少し違った意味で、いけない気分になる。

「それ、一乃のメイド服か？」

　微妙に視線を逸そらしながら、宗司は問うた。

「うむーり、いちのに借りた。すかーと、うえすとで折って調節した。胸がきつくてどうにもならなかったから、開けっ放しでせくしー」

　なるほど、胸元が開いている理由はそれか。

「間違えても、それ、一いち乃のの前で言わない方が良いぞ」

　突然、フェルが何かを思い出したようにぷるぷると震え出した。

「ハイ、胸ノ大キサデ女性ノ価値ガ決マルワケデハアリマセン、ゴメンナサイ」

「まさか言ったのかおまえ……しっかりしろフェル、気を確かに持て！」

「ゴメンナサイ、自慢シテイルワケジャアリマセン、ゴメンナサイゴメンナサイ──」

「はーい、フェルはそっちの一人掛け用のソファーに座ってねっ」

　ぷるぷる震え機械的にゴメンナサイと繰り返すフェルを、キリカはソファー（回答者席）に誘導した。まあ、そのうち立ち直るだろう。

「ではではお待ちかね、暫ざん定ていチャンピオンの登場だよっ、

　目的を持たない歩く破滅、性格最悪な蠢うごめく地獄、胸の話題は絶対禁きん忌き、もしも胸に触れるなら死を覚悟しろ『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃！」

「一つぐらいは褒めなさいよ！」

　形の良い眉まゆをぴくぴくと引き攣つらせながらリビングに現れた一乃は、

「普通だな」

　見慣れた荒あら谷や学園高等部制服の一つ、一乃愛用の、そして、フェルがメイド服の前に着ていたのと同じ黒いセーラー服を着ていた。

　長い黒髪に赤い瞳ひとみ、雪のように白い肌を包む黒いセーラー服のコントラスト。

　夏休みに入ったため、見る機会は減ったが、相変わらず彼女には一番似会う。

　綺き麗れいだと、宗そう司じは思わず見み惚とれてしまう。

「ふふっ、素敵よその眼まな差ざし」

　一乃は宗司の眼前に立つと、軽くその肩を叩たたく。

「久しぶりに見る私の制服姿に大興奮しているのでしょう」

「ああ、見事に誤解してるぜ」

「女子中高生の制服姿を見る機会が減る夏休み、女子中高生の制服マニアであるあなたの性的欲求はとっくに限界なのでしょう──いいわ、慈悲に溢あふれた大和やまと撫子なでしこである私が許してあげる。存分に私の制服姿に欲情しなさい」

「優しさ溢れた目でおれを見るな！　つうか、欲情したらまずいだろ！」

「あなたに私を襲うような度胸がないことを理解してやっているから問題ないわね」

「ちくしょう、その通り過ぎて反論の余地がねえ」

「そんな救いようのないヘタレなところが、可愛かわいいわよ」

「慰なぐさめになってませんよ一乃さん」

「ええ、慰めてないもの」

　宗そう司じを言葉のナイフでぐさぐさ刺した一いち乃のは心なしか楽しげに、長い黒髪を揺らして回答者席のソファーに座った。

「それじゃ、一乃対フェルのクイズゲームを始めてもいいかなっ！」

「ええ、始めましょうか」

「ゴメンナ──準備、おーけい」

　キリカが問い、回答者の二人が答えた。

「では、森もり塚つか一乃にフェル、」

「回答用のホワイトボードをどうぞ」

　ペンと一緒にリリスとリリスが三十センチ四方のホワイトボードとペンを渡す。

「おっと、ここにいたら邪魔だな……」

　宗司は丁度、回答者二人と司会者のキリカの間、テーブルやらをどけて作った広いスペースの真ん中にいた。

「あっいいよー、ソージそこにいて、むしろ必要になるから」

「必要？」

　首を傾かしげる宗司を無視して、キリカはクイズの開始を宣言する。

「それでは、早速第一問だよっ！　よろしくリリス！」

「はい、わかりました」

　キリカに言われ、バニーガールのリリスが一人、困惑する宗司の前に立つ。

「……な、何だよ」

「お兄ちゃんぅ」

　鼻にかかった声で呼び、リリスがぽすりと宗司の胸に顔を埋うずめ、

「リリス、体が、熱くてもう我慢できないのぉ」

　すりすりと頰ほおを擦こすり付ける。

「リリリリリリリリリリリスささささんんん」

「ねえ……お兄ちゃん、リリスにぃ…………」

　甘えおもねる上目遣い、普段は無表情な顔には浮かんだ恥じらい、微かすかに赤く染まった頰、バニーガールという扇情的な衣装と相まって犯罪的な破壊力がある。

「あっ、えっ、とっ──もっがっ」

「はい、そこまでだよっ！」

　ぱくぱくと、酸欠の金魚のような宗司の口にキリカが玩具おもちやのマイクを突っ込んだ。

「さて、回答者のお二人には、このシチュエーションで宗司がどう反応するかを手元のホワイトボードに記入してもらうよ、では回答スタートッ！」

「もがっ……お、おまえ、こんな恐ろしいクイズを考えてやがったのか」

「ソージのことを良く知る人間にしか答えられないクイズでしょ？」

「わざわざリリスに実際にやらせる意味はあるのか」

「リリスは役得だと思っているので全く問題ありません」

「うん、リリス、ちょっと離れて。頰ほおをすりすりしないで何か気持ちよくなるから」

「……すりすり、すりすり」

「逆効果でしたー！」

「ソージ、後で一回殴なぐらせてね」

「おれは何も悪くないだろう……」

「どうやら二人の回答が揃そろったようだよ」

「ナイススルーだよ、相変わらず」

「それでは、一いち乃のにフェル、オープン、ザ、ホワイトボードでよろしくっ」

　ジャケットにショートパンツの司会者キリカが、にこにこと笑顔を浮かべマイクを指し棒のように一乃たちに向けた。

「実に簡単な問題だったわ」

「うむーり、らくしょう」

　一乃が制服の黒いスカートの上に置いたホワイトボードを、フェルがメイド服の膝ひざの上に置いたホワイトボードを表にする。




『押し倒し、常備している目隠しと手錠で拘束、とても口では言えないようなハードコアかつマニアックなえっちぃ行為開始』（一乃）




『その熱さは覚かく醒せいの前触れ、突如襲い来る神々の刺客、そうじは新たなる力により辛からくも危機を逃れこの世界の真実を知った。そうじは人の世界を守るため、神への反逆者として孤独な戦いを始めるのだったー』（フェル）




「簡単な問題の割には間違えすぎですよお二人さん。つうか一乃、今度、おまえが抱いてるおれのイメージについて語り合おう、じっくり誤解を解かせてくれ」

「なるほど、とても口では言えないようなハードコアかつマニアックなえっちぃ行為ですら満たされないと言うのね」

「誤解がより深まっているようですね！　もういいよ……フェル、次はおまえだ」

　勢い良く頭を搔かき毟むしった宗そう司じは、勢いのままにびしりとフェルを指差す。

「もう少しで良いから地に足をつけた回答をしてくれないかな！」

「実はそうじ、神と戦い滅んだ火の巨人の血を受け継いでいる」

「設定を深めろってことじゃねえよ」

「アハハハ、ソージの反応を見る限り二人の答えはハズレみたいだね」

「これが正解するような破滅的な人生は送りたくないな。一応、おれがどうするかを言うとだな──」

「続けて二問目行くよっ！」

「うっわー、超ないがしろにされてるよ、おれ」

「次は、リリスが妹ではなく、友だち以上恋人未満な後輩だと思って答えてね」

「リリス、今夜は、帰りたくないの」

　宗そう司じの胸に顔を埋うずめたリリスが、か細く、どこか縋すがるように呟つぶやく。

「だから、先輩の部屋に……泊めて、下さい」

「やべえ、思わずハートを撃ち抜かれそうになった」

「ダメダメなシスコンソージは放ほうっておいて、一いち乃のにフェル、回答よろしく」

「ふふっ、またしても簡単すぎる問題だわ」

「ちょー、らくしょー」

　二人がホワイトボードを表にする。




『おまえが帰りたいと頼んでも、おれはおまえを帰さない。どこにも行くな、おれの傍そばにいろ──そして宗司は彼女に首輪をつけ自らの所有物として……』（一乃）




『後輩は実は魔界から送り込まれた暗殺者だった。暗殺者の黒き刃やいばに死を覚悟したその瞬間、そうじの元に神魔の全すべてを屠ほふる終末剣《ラグナロク》の精霊が現れた──我が担い手よ、汝なんじ、全てを捨て修しゆ羅ら道どうを歩む覚悟は有りや？』（フェル）




「……ちくしょう、同じネタを繰り返してきやがった。ここでツッコミ入れたらあいつらの思う壺つぼだぞ、今はクールになれ、クールになって受け流せ……」

「またしても両者ハズレな雰ふん囲い気き、続きまして第三問だよっ！」

「兄さまの子どもが出来ました」

「いくらなんでもそれはアウトだろ！」

「それでは、一乃とフェル、答えをどうぞっ！」




『責任を取り結婚』（一乃）

『責任を取り結婚』（フェル）




「普通の答えだああああ……あれ、おれは何で叫んだんだ？　普通の答えなら満足するべきじゃないのか？　どうしてこんなに落ち着かない、いや、物足りないんだ！」

「無駄にシリアスな顔で苦悩してるところ悪いけどさ、正解でいいのかな？」

「あ、うん、正解でいいです」

「一いち乃のにフェル、正解おめでとうっ、二人に一ポイントだよっ！」

「私が少し本気を出せばこんなもの。宗そう司じの思考などガラス張りだわ」

　一乃は余裕の表情で自らの長い黒髪をかき上げ、黒いセーラー服の肩にかかった髪を背中へと流す。

「そーじ、たんじゅん」

　無表情のまま、ぴっこりネコミミだけ伏せたフェルが肩をすくめる。キリカに比ひ肩けんする胸が解放された胸元の中でむぎゅりと僅わずかに寄り、膝ひざまでの長い赤毛は重過ぎるのか、殆ほとんど動かず少しだけ紺のメイド服の背中を擦こすった。

「正解でも間違いでもおれにダメージが来るんですね、わかります」

　なにやら諦あきらめの境地に達したような顔で宗司が呟つぶやいた。

　概おおむねこんな感じでクイズ大会は進み、二十問に渡るクイズ大会は終了。

「結果、十四対八で、イチノが勝利だよっ！」

　どんどんぱふぱふー。

　キリカがジャケットのポケットから取り出した鳴り物を鳴らす。

「まあまあ、手て強ごわい相手だったわね」

　ソファーから立ち上がった一乃は赤い唇を吊つり上あげ静かに勝ち誇る、黒いセーラー服の胸元には折り紙で作ったキリカお手製の金メダルがぶら下がっていた。

「おめでとうございます森もり塚つか一乃」

　ぱちぱちと、リリスも拍手をした。

　交代で出題係（宗司相手の小芝居の相手）をしたバニーガールなリリスとリリスの顔は妙にツヤツヤして血色が良かった。

「つ、か……れ、た…………」

　対照的に、宗司はやつれた顔で床に座り込んでいた。

「おめでとー、ぱちぱちぱち」

　クイズゲームに負けたはずのフェルは相変わらず表情はなく、サイズが合わないメイド服の、大きく開いた胸の高さで気のない拍手をしている。

　赤毛の上のネコミミにすら動きがないと、本当に彼女の感情は読めない。

「フェルは負けた、今日は引き上げる」

「あん、そういう勝負だったのか？」

　よろりと起き上がった宗司が問うと、フェルはふるふると首を振った。

「ちがう、けど、遊び疲れたのだー」

「フリーダムだな」

「まあ、帰るのなら引き止めないわ」

「そーだねー、この家に泊めてくれとか頼まれたら困るところだけど」

「はい、森もり塚つか一いち乃のと沢さわ村むらキリカが居候しているので、」

「既に部屋が有りません」

「そういや、そうだな……フェル、おまえ、家はあるのか？」

「だんぼーるはうす、ざいじゅうー」

「おれの部屋を貸してやるから泊まっていけ！」

「本当は、ほてる暮らし、フェル、何気におかねもち？」

「安心した、女の子が野宿なんて危な過ぎるからな……ったく、あんまり心配させるな」

「……むー、にやり出来なかった」

　残念そうな顔……と、言っても表情はないが、赤毛の上のネコミミがぴっこりと萎しぼんだのでそうなのだろう。

「ふかんぜんねんしょうなフェル、しかし諦あきらめて帰る」

　言うや、おもむろに、メイド服を脱ぎ始めた。

「ストオオオオオオップ！　何をしてらっしゃいますかフェルさん！」

「きがえ」

　そういえば、彼女は元々メイド服ではなく黒いセーラー服を何とも不器用に着ていた。

「せめておれに見えないところで着替えろ、つうか、そもそも着てた制服どこだよ」












「確か、大きなべっどの部屋に放ほうり投げ、たー？」

「大きなベッド、ああ、一いち乃のたちが泊まってる部屋か」

「きがえ、さいかーい」

　おもむろに脱衣再開──

「再開すんな！　そもそも着替えるべき服がねえだろ！」

　宗そう司じはフェルの手を摑つかむと、無理矢理引っ張ってリビングから出て行く。

「ばいばーい、フェルは、楽しかったーよー？」

　引っ張られながら、フェルは硝子がらす球の瞳ひとみで一乃たちを見て言った。

　胸元が開いたメイド服姿のフェルは手を振る代わりに、炎のように鮮やかな赤毛の上のネコミミをぴこぴこと左右に振っていた。

　一乃たちは手を振り返しもせず、奇妙なものを見る瞳でフェルを見送った。

　ぱたん、宗司がフェルを連れて行き、ドアが閉まった。

「変な子ね」

「そーだね、けど、わたしはなーんか嫌いになれないな」

「リリスは好きません」

「……私は、キリカと同じだわ。変な気分。まるで、昔からの知り合いみたい」

　沈黙、赤く、青く、虹にじ色いろの瞳は互いを見た。

　やがて、一乃が小さく首を振り、改めて切り出す。

「それにしても、滑こつ稽けいなクイズゲームだったわね」

「アハハハ、ここにいるわたしたち、揃そろってソージのことを何一つ知らないのにね」

「はい、だから、リリスたちは、」

「兄さまを知る為に、ここにいるのです」

　揃って、自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。




　一方、寝室（現在一乃とキリカ使用中、本来は両親用）に行った宗司とフェルは。

「フェル、だーいぶ」

　ぼすん、メイド服姿のフェルが部屋の半分を占めるほどの巨大ベッドの上に飛び乗り、心地良さそうにネコミミをぴこぴこ揺らした。

「ったく、良いからちゃんと着替えろ……ん、あれ？」

　溜ため息いきを一つ、宗司が寝室をぐるりと見回す。巨大ベッドの傍そばにサイドテーブル、一乃とキリカが着替えその他を詰めてた旅行用のバッグ。

「おまえの着替え、どこに置いたんだ」

「おー、だいじょーぶ、すぐに織るからー」

　むくり、体を起こしたフェルは硝子球の瞳で宗司がしたように部屋を見回しサイドテーブルの上に置きっぱなしになっていたジッポライターを手に取った。

「いちの、らいたー、借りるよー」

　返事があるわけがない。しかし気にせずフェルはジッポライターを点火した。

　しゅぼっ──灯ともる炎。

　躊ちゆう躇ちよなく、フェルはそれに触れる。

　炎を摑つかみ、捏こね、伸ばし、糸にして、黒いセーラー服を、文字通り『織った』。

「せいふくの、かんせーい、ぱちぱちぱちぱち」

　出来上がった黒いセーラー服をフェルが宗そう司じに見せるように掲げる。無表情な硝子がらす球の瞳ひとみはどこか自慢げで、炎に似た鮮やかな赤毛の上でネコミミがぴくぴくしている。

「……炎の制御か、一いち乃のと似たような異能だけど、おまえのが数段練度が上だな」

「こまかいぶぶんは、てきとうだったり、するのさー」

「大したもんだ」

　感心したように、宗司は言って、寝室を出た。

　フェルが、炎を織って作った黒いセーラー服に着替え終わるのを、ドアの外で待つ。

「おまえなのかフェル──おれが、捜していた最後の手札は、おまえなのか？」

　静かに、何かを考えるような顔で呟つぶやいた。

「一乃じゃなく、おまえなのか？」






日誌　四　宗司君の一日






　現在、夏休みの真っ最中である。

　バイトにデート、塾の夏期講習で忙しい学生がいる一方で時間を持て余す学生もいる。

　これは完全に後者な宗司の、平凡な一日である。




　エアコンの低い駆動音が響く宗司の部屋、閉めたカーテンの隙すき間まから朝陽が零こぼれる。

　宗司は布団に包まって、すやすやと気持ち良さそうに眠っていた。

　カチャリ、静かにドアが開いてキリカが入ってくる。

「ソージ、朝だよー」

　薄明るい部屋でも明るく輝く銀の髪、海のような青い瞳にあわせた同色のチューブトップにホットパンツというライトな服装は向日葵ひまわりのような彼女によく似合っていた。

　健康的な色気に陽性の魅力、一乃にもリリスにもない彼女だけの武器だ。

　いつも笑顔の彼女は、部屋のカーテンを大きく開けた。

　室内を満たす真夏の朝陽、宗そう司じは小さく呻うめき、布団に顔を埋うずめて丸くなる。

「むー、起きてよソージ」

　ぷんすか、腰に手を当ててキリカが可愛かわいく怒るが、残念ながら宗司は見てない。

「後、五分……」

「ダーメだよっ」

　枕まくら元もとに膝ひざをついたキリカがゆさゆさ揺すると、宗司はますます布団にしがみつく。

「今日の朝ごはんは美お味いしい焼き魚と甘い玉子焼きだよー」

「……甘い、玉子焼きかぁ」

「うん、早く起きないとなくなっちゃうからね」

「わかった、起きる」

　口ではそう言うが、相変わらず宗司はもぞもぞと布団から出てくる気配がない。

「もー、ソージは仕方ないねー」

　キリカは溜ため息いきを吐つくと、身を乗り出し、

「起きないと、キリカさんが大変なことになっちゃうよーだっ」

　ぎゅっと、宗司の頭を抱き締めた。

　寝ね惚ぼけた宗司が、柔らかくも温かい感触に包まれる。

　幼おさな子ごに戻ってしまったような、懐かしいほどの心地よさ。

　とくんとくん、心臓の音が聞こえる。

　宗司はますます眠くなり、キリカの行動は完全に逆効果に……

「このまま寝たら、ちゅーしちゃうからねー」

　宗司は起きない。

「そのシーンをビデオに撮って、一いち乃のとリリスに自慢するからねっ」

「やめろおれが死ぬ！」

　宗司が叫ぶ、青いチューブトップに包まれた柔らかい胸の中にいることに気付く。

「な、なななな、ななん、だと」

　顔を真っ赤にして硬直する宗司。にこりと微笑ほほえむキリカ。

「やっと起きたね」

「起きました、起きましたので離してください」

「んう、ソージ、喋しやべられるとくすぐったいよ」

「わかってるなら離……くう」

「アハハハ、今日はこれぐらいで許してあげるっ」

　キリカは素直に宗司の頭を離す。宗司は、神経を鎮めるように大きく深呼吸をする。

「まったく、心臓に悪い起こし方は、勘弁してくれよ」

「アハハハ、いつもこんな感じだけどねっ！」

「そうだな、おまえも一いち乃のもリリスも最近、何な故ぜか普通に起こしてくれねえな」

「実はちょっと嬉うれしい？」

「…………二割くらい、でも心臓に悪過ぎて厳しい」

「うん、知ってるよっ」

　向日葵ひまわり畑で遊ぶ猫のように、キリカが笑った。

「ちくしょう、おまえ、たまに本気で可愛かわいいな」

「うにゃん、そんなこと言われると照れちゃうにゃー」

　頰ほおを僅わずかに赤くして、キリカがはにかむ。

　猫になったキリカに、宗そう司じは思わずネコミミ少女のフェルを連想した。

「そういや、もう一匹猫がいた、いったい、痛いです！」

　頰をつねられた。

「もう、ソージのバカ！　キリカさん行くけど二度寝したらダメだからね！」

　拗すねたように唇を尖とがらせてキリカが立ち上がる。

「何を怒ってるんだよ……」

「べーだ、教えてあげないよーだ」

「……すぐ下に降りて、顔を洗うよ」

　キリカはあっかんべーをして、とてとて駆けて行く。

　揺れる銀の髪を見送りながら、宗司はつねられて赤くなった頰を撫なでた。

「やれやれ」

「そうじの痴ち話わ喧げん嘩か、しかと見届けたー？」

「うおおおおおお、て、てめえ、心臓が止まるかと思ったぞこら！」

　いつの間に忍び込んでいたのか、フェルが燃えるような赤毛の上でネコミミをぴこぴこさせながら、押入れから現れた。今日も、細い足を可愛らしいニーソックスで包み、一乃が普段着ているものと同じ黒いセーラー服タイプの荒あら谷や学園制服を着ている。

　……相変わらず着慣れていないようで、ネクタイがぐねりと曲がっていた。

「いえーい、婚約者ここに現るー？」

　全くの無表情な硝子がらすの瞳ひとみで宗司を見て、やる気のないブイサイン。

　僅かに胸を張ると、黒いセーラー服の向こうの大きな胸がぽよんと揺れた。

「……どっから入ってきたんだ」

「窓からさー」

「そうかい」

　宗司はとりあえず、フェルの襟首を摑つかみ窓の外に出した。

「ちゃんと玄関から入ってきなさい」

　窓と一緒に、宗司はカーテンを締めて一階に降りることにした。




　宗そう司じ、一いち乃の、キリカ、リリスにリリスと全員揃そろってリビングで朝食をとった。

　その後の行動は日によって違う、女性陣は大体手分けをして家事を行い、宗司はその手伝いをしたり、別の用事をこなしたり、やる事がないのでだらだらする。

「宗司、今日はお米を買うから、荷物持ちをしてくれないかしら」

「おう、任せろ」

　と、いうことで今日は一乃の買い物に付き合うことになった。

　寝起きのままだった宗司が一度着替え（まあ、寝てるときと大差ないスラックスにシャツの姿だが）て玄関で待つ一乃の所に行く。

「お待たせ」

「ええ、遅かったわね」

　一乃は少し愉快そうに唇を吊つり上あげた。

　今日の一乃は黒のキャミソールに同色のミニスカート、黒のニーソックス、長い黒髪まで含めた見事に黒一色の姿──対照的に、肌は夏には降らぬ雪のように白い。

　淡い花の香りに混じって、日焼け止めの匂においが僅わずかにする。

「それじゃあ、行きましょうか」

　ごく自然に一乃は宗司の腕を取り、玄関のドアを開けた。

「うなー、フェルも行くー」

　バタン、一乃がドアを閉めた。

　ガチャリ、もう一度開ける。

「うなー」

　フェルは真夏の日差しをいっぱいに浴びていながら汗一つ搔かかず、威い嚇かくのつもりか両手を大きく上げて鳴いた。

　とりあえず全く怖くない。

「……宗司、少し待ちなさい」

　言うと、一乃はフェルの襟首を摑つかんで家の奥へと運んでいった。

「どなどなどーなー、どーなー」

　膝ひざまである赤毛の上のネコミミを歌のリズムに合わせてぴこぴこ揺らし、フェルは素直に部屋の奥へ連れて行かれた。

「待たせたわね宗司」

　戻ってきたのは一乃一人だった。

「……フェルは？」

「寝室に閉じ込めてきたわ、さあ行きましょう」

　改めて一乃は宗司の腕を取り、ドアを開けた。

「やほー」

　びしりと、ドアの外にいたフェルが右手を上げた。

「なんでいるのよ！」

　一いち乃のが頭を抱え、長い黒髪を振り乱し絶叫する。

　宗そう司じはもう呆あきれるやら感心するやら微妙な顔で苦笑した。

「もう、こいつ連れて行くしかないんじゃないか？」

「仕方ないわね」

　不愉快そうに一乃が言った。

　結局、三人で買い物することになったのだが……

「な、なあ一乃」

「黙りなさい」

「はい……」

　二人きりの買い物を邪魔された一乃は不機嫌そうで、スーパーマーケットへ向かう道中には全く不必要な殺気を発していた。

　すれ違う人間は怯おびえた顔をし、宗司は半歩後ろから黙ってついていくしかない。

　一乃の歩幅はいつもより広く、長い黒髪が大きく揺れ、黒いワンピースに包まれた背中は全すべての対話を拒こばむようだった。

　原因のフェルは全く気にした様子がなく、硝子がらす球の瞳ひとみで周囲をふらふらと眺めていた。

　そんな不機嫌な一乃だったが……

「あらまあ、若いお母さんですね。旦那さんと一緒に買い物ですか？」

　などと、試食販売していたスーパーの店員さんに言われあっさり機嫌を直した。

「ふふっ、若いお母さんですって。まったく、どんな目をしているのかしら、私が子どもがいるような歳にでも見えたのかしらね」

「……なんかおまえ、凄すごく嬉うれしそうだな」

「そんなことないわよ、あなた」

「ぱぱー、ままー、フェル、お菓子欲しい」

「いいわよ、一つだけね」

「ノリノリだなおい！」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳、」

　しゃらり、彼女は長い髪をかき上げる。

「極めて相手を限定するも、結婚願望が強い少女」




　行きとは真逆に上機嫌の一乃と、買ってもらったお菓子をぽりぽり食べるフェルと、十キロの米を担いだ宗司が家に戻った。

「あー、疲れた」

「おかえりなさいませ兄さま、」

「随分と汗を搔かいてますが、シャワーでも浴びますか」

「いや、まだいいよ」

　リリスは水色のワンピースの上に三さん角かく巾きんを着けている。掃除でもしていたのだろう。

「何か力仕事とかあるなら汗かきついでに手伝うぜ？」

「……家具を動かして、少し大掛かりにリビングとキッチンの掃除をしたいと、」

「リリスは思っていましたが、お願いできますか兄さま」

「おう、任せとけ」

　宗そう司じがシャツの袖そでをまくる、リリスは少し嬉うれしそうに頰ほおを緩めた。

　途中で昼食を摂とり、午後いっぱいを宗司はリリスとの掃除に使った。

　因ちなみにフェルはいつのまにか消えていた。掃除が嫌で逃げたのかもしれない。

「お疲れさまでした兄さま、」

「夕食の前にお風ふ呂ろをどうぞ」

　言葉に甘えて、宗司は入浴することにした。

　湯船にたっぷり張られたお湯を洗面器で汲み体を流し、どぶんと熱い湯に身を浸ひたす。

「ああああー、気持ちいいー」

　一日の疲れがお湯に溶けていく感覚、買い物と掃除で強こわ張ばった筋肉がほぐれていく。

「兄さま、失礼します、」

「お背中流しますね」

「はっ？　えっ、ちょ、待てリリス！」

　風呂の外から声、宗司の制止を聞かずドアが開いてリリスが入ってきた。

　宗司は慌てて目を閉じ顔を隠す…………ちら、ちょっと気になって目を開けた。

「ご安心ください兄さま、」

「リリスはちゃんと服を着ています」

「あ、本当だ……リリスさん、何ですその格好」

　リリスとリリスは白い浴衣のような和服を着ている。

「襦じゆ袢ばんです、」

「和服用の下着でしょうか」

「わかりやすく言うと、」

「巫み女こさんが水みず垢ご離りの時に着ているあれです」

「その譬たとえわかりやすいのか？　まあ、わかったけど」

「あるいは元祖見せる下着、」

「だから恥ずかしくありません」

「まあ……下手したら普通の服より露出度低いもんな」

　長なが袖そでで丈も長い。生地は白く薄めだが、何もせずに透けるほどでもない。

　宗そう司じもそれが分類的には一応下着だと理解しているが、特に意識するほどでもない。

「では兄さま、」

「失礼します」

　襦じゆ袢ばん姿のリリスとリリスが、湯船の中に入ってきた。

　家庭用の小さな湯船からお湯が溢あふれて零こぼれる。

「お、おい、さすがにこれは、狭くないか」

「小学生の頃ころは一緒にお風ふ呂ろに入ってました、」

「この程度の狭さならば平気です」

　宗司を左右から挟みこむように、リリスとリリスが湯船に座る。

　殆ほとんど身動き取れないが、何とか、浸つかれないこともない。

「……やっぱ狭いだろ」

「大丈夫です兄さま、」

「もっとくっつけば、余裕が出来ます」

　ぺたり、リリスとリリスが体を寄せ、宗司の肩かたに顎あごを乗せる。

　口付けが出来る距離、吐息を感じられる距離、仄ほのかに甘いリリスの匂においがする。

「お、おれの精神の余裕はごりごり削り取られていくわけですが」

　薄い襦袢越しにリリスの柔らかい体を感じてしまう。

　ちらとそこに視線を向ければ、水に濡ぬれた襦袢は見事にリリスの体に張り付き、その向こうの肌が薄っすらと透け……ただの裸よりも、遥はるかに艶なまめかしい色気を放っていた。

「兄さま、」

「どうしました」

　わかってやってるのか、そうでないのか、硬直した宗司の顔を怪け訝げんそうに眺めてリリスはますます密着する。

　リリスとリリスの虹にじ色いろの瞳ひとみが妖あやしく輝き、さり気なくその手を宗司の体に絡からめていく。

　獲物を捕まえた毒蛇のように、逃さぬように……

「さあ兄さま、」

「今日こそ、リリスと──」

「フェルもお風呂入る」

「何か脈絡なく一人増えたあああああ！」

　ネコミミをぴっこり揺らし、フェルがいつのまにか浴室にいた。

「ま、待ちなさいフェル、」

「この浴槽は人数的にもう限界──」

　しかし無視してフェルは跳び込んで来た。

「痛ぇ！　こらフェル、おれを踏んでるぞ」

「……そうじ、狭い」

「当たり前だ！」

「あ、兄さま、手が、そのリリスの……」

「うわっすまん、わざとじゃない！」

　むにょん。

「そうじ、フェルの胸、触ってる」

「悪い、勘弁してくれ、狭すぎてまともに動けな──」

　むぎゅう。

「はうっ、兄さまそこは……」

「あああああ、誰だれか助けてくれええええ！」

　家庭用の小さな浴槽に、宗そう司じリリスリリスフェル──てんやわんやだ。

「宗司、どうしたの！」

「ソージ、何か悲鳴が聞こえたけど大丈夫っ！」

「しまった、事態が悪化した！」












　ひたすらにどたばたした入浴が終わり、やっぱりどたばたした夕食をとった。

　フェルはちゃっかり夕食を食べていくと、いつの間にかいなくなっていた。

　一いち乃のたちは一階でまだ何かをしているようだが、宗そう司じは早々に二階の自室に引っ込み、布団に倒れこむ。

「つ、疲れた……何かもう一日全部が疲れた」

　朝はキリカで昼は一乃で夕方はリリスで、フェルはその全部に顔を出してと、見事に引っ搔かき回されて宗司はすっかり疲れ果てていた。

「……そうか、わかったぞ」

　宗司は疲労に手を引かれるように目を閉じる。

「ゲーム同好会が引き伸ばされて一日分になってるようなもんなんだ……」

　まさしく、今の白しろ崎さき家の日常とはそういうものだった。

「まあいいか、寝よ」

「そうじ、おやすみ」

「おう、おやすみーって、なんでおるねん！」

　目を開けると、目の前にフェルの顔があった。

　いつのまに布団の中まで忍び込んできたのか。

「おまえ、帰ったんじゃねえのかよ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつにも程があんだろ」

　器用にも宗司は小声で怒鳴った。

　大声出すと確実に一乃たちに見つかって面倒なことになるからだろう。

「婚約者だから、どうきん（おなじ布団でねることー）しても、だいじょーぶさー」

「それは大丈夫である理由にならねえだろ」

「うなー？」

　硝子がらす球の瞳ひとみをぱちくり、赤毛の上のネコミミをぴっこり傾かしげる。

「じゃあ、フェル、婚約者じゃない」

「うわあ、あっさり設定を投げ捨てやがった」

「婚約者とは仮の姿、フェルは、そうじぱぱが送り込んだ、はーれむ調査員だったのだー」

「やべえ、否定しようと思ったが、あのクソ親父おやじならありえる」

「フェルの役目は、調査と監視なのさー」

「……なるほどね。それもまた、あの男らしいな、今更だが」

　僅わずかに、宗司の声に皮肉の色が混ざった。

「妹だの姉だの婚約者だの、アホかと思ったが、それなら納得だ」

　監視が役目なら、監視対象の近くにいた方が都合が良い。

　フェルの神出鬼没も、うってつけのスキルだ。

「まあ調査でも監視でも好きにしてくれ」

「ちょーさけっか次第では、フェルが、そうじを、ですとろーい」

「地味に怖いこと言いやがるな……まあ、好きにしてくれ」

　出来るものならな、と続けて、宗そう司じは一つ大欠伸あくびをする。

「今日はもう、本気で疲れたから寝る」

　本格的に眠いのだろう、宗司はフェルを布団から追い出しもせず、再び目を閉じた。

「おやすみ、そうじ」

「おやすみ、フェル」

　追い出されなかったのを良いことに、フェルも宗司の布団の中で目を閉じた。

　互いの温度を、互いに感じながら、眠りへと落ちていく。

　恋人のように向かい合い、すぐ傍そばで眠りながら、彼と彼女は恋人ではない。

「フェルは、そうじのこと、きらいじゃない」

　囁ささやく声、太陽を浴びた猫のようなフェルの匂におい、

「でも、絶対に、あなたを、好きにならない」




　翌朝、同じ布団で眠っていることを一いち乃のに目撃されて、とても面倒なことになった。






日誌　五　エコロジーに喧嘩を売れ






　謎なぞのネコミミ少女フェルが登場したところで彼らの日々にはさしたる変化もなく。

　相変わらず暇な宗司はシャツとジーンズとくつろいだ格好をして、エアコンの効いたリビングでリリスと一緒にソファーに座り映画を見ていた。

　左右のリリスとリリスは間の宗司にもたれかかり、甘えるように肩に頭を預けている。

「……何か静かだと思ったら、キリカがいねえのか」

「沢さわ村むらキリカは朝から外出していますが、」

「兄さま、リリスと映画を見ているのに他ほかの女の話をするのはどういうつもりです」

「リリス、目が怖い」

　小さく肩をすくめ、宗司は両隣のリリスをちらと見た。

　リリスとリリスは（以前大量のスイカと一緒に父親から送られて来た）『西瓜すいか魂』と書かれたシャツとデニム地のキュロット──これまたくつろいだ格好だ。

　兄妹がじゃれていると、一乃がリビングに顔を出した。

「そろそろ昼食の用意をしようと思うのだけれど、何かリクエストはあるかしら。魚もお肉も野菜も昨日買って来たから、大概のものは出来るわよ」

「今日の当番おまえなのか……んー、急に言われても困るな」

　言いながら、宗そう司じが一いち乃のを見た。

　洗いざらしの白いシャツにピッタリしたスパッツというラフな格好の一乃は、トレードマークの長い黒髪を邪魔にならないよう首の後ろで括くくっている。

　体を動かしていたのか、額に薄く汗が滲んでいた。

「……へえ」

　普段の澄ました態度とほんの少し違う、家庭的な飾らない一乃の格好に宗司は思わず感嘆の声を漏らした。

「兄さま、また、リリス以外の女にでれでれして」

　見み惚とれていたら、リリスに左右から肘ひじをつねられた。

「いっ……」

「あなたってこういうのも好きなのね。全く、趣味が広いわ」

　からかうように言って、一乃は己おのれの白い首筋を指先で触れる。

　月の縁をなぞるように、指先を首筋から肩へ撫なでる動きが奇妙に艶なまめかしい。

　宗司は吸い寄せられるように、その指の動きを目で追ってしまう。

「ふふっ」

　一乃は艶つややかに、肩から薄手のシャツ一枚で隠された薄い胸へ──

「兄さま、いい加減にしてください」

　ぎゅー。

「痛い痛い痛い痛い！」

「痛くしているのです、」

「兄さまには反省が必要です」

「あらあら、宗司ってば可哀かわい想そうね」

　涙目で叫ぶ宗司を見る一乃は、ひどく愉快そうだった。

「嬉うれしそうっすね一乃さん！」

「そろそろ、昼食のメニューを決めて欲しいのだけれど」

「オーケイ、スルーもいつものことだよな。慣れてきたよ」

　やっとリリスの肘抓つねりから解放された宗司は、少し赤くなった肘を撫でながら言う。




「おなべがいい、ゆうこうを深めるために」




　突然、床から巨大な土ど鍋なべがキノコのように生えてきて、言った。

「なにぃ！」

「──なっ！」

「……！」

　宗そう司じが、一いち乃のが、リリスが揃そろって驚きの声をあげて土ど鍋なべを見た。

　土鍋の下に少女がくっ付いていた。

　いや、少女が土鍋をカサのように被かぶり床から立ち上がったのか。

　冷静に見れば不思議でも何でもないが、前触れなくやられると心臓に悪い……いや、そもそもいつのまに土鍋を被って床にしゃがんだのだろう。

　驚き固まっている宗司たちを余よ所そに、土鍋を被った彼女は淡々と言う。

「いえーい、フェル、さんじょうー」

　いきなり出現した彼女は一乃と同じ学園制服──黒いセーラー服を不器用に着て白いニーソックスをはき、何な故ぜか燃えるような赤毛の上に帽子の如ごとく土鍋を被り、ゆーらゆーら、くーねくーねと呪のろいダンスのように体を左右に揺らす。

「おなべー、しようぜー」ゆーらゆーら、くーねくーね。

　フェルの小柄な体に不釣合いなビッグサイズ胸が左右にゆさゆさ揺れていた。

　一乃とリリスは、左右運動するフェルの胸部を見詰め不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「いつの間に家に入り、いや、まあいい、鍋だな。その土鍋どっから持ってきたんだ？　じゃなくて、夏に鍋か、珍しいけど悪くないな。な、一乃、リリス、悪くないよな！」

　不穏な気配を察した宗司が早口で言い、二人の顔を見た。

「ぷいっです、」

「兄さまなんて知りません」

　リリスが拗すねたようにそっぽを向く。一乃は何事か考えるように顎あごに手を当てた。

「悪くないわね。白身魚の切り身が冷蔵庫にあったわ」

「おお、一乃が意外に乗り気だ……リリス、今度アイス買ってあげるから機嫌直して」

「リリスはそんなもので釣られるような安い女ではありません」

「三段重ねのアイスならどうだ？」

「それなら許してあげます」

「よし、今度買いに行くか」

　ほっとする宗司、当面の危険は回避されたようだ。

「おなべー、おなべー、たのしい、おなーべー」

　くねくねゆらゆら、燃えるような赤毛の上に土鍋を被りフェルは歌って……いるのだろうか、硝子がらす球の瞳ひとみに表情はなく、声はどこまでも平板でよくわからない。

「……改めて質問するが、おまえ、どっから入ってきたんだ。土鍋の出所は言わなくて良いぞ、キッチンの奥で見た記憶がある」

「うむーり、土ど鍋なべはきっちんから持ってきたー、そしてフェルはどあから入ってきたー」

「鍵かぎ掛かってんだろうが」

「しんしゅつきぼつ、フェル凄すごい」

「はいはい、凄い凄い……もうおまえについて深く考えるのは止やめることにする」

　土鍋を被かぶってゆらゆらするフェルを眺めて、宗そう司じは溜ため息いきを吐ついた。

「たっただいまー」

　丁度そのタイミングで、明るいキリカの声と共に、玄関のドアが開く音がした。

　そのままぱたぱたと軽い足音をさせて、キリカがリビングに入って来る。

「ソージラブー、今日も暑いねー、ソージが好きなもの好きなだけ買って来いって言うから本当に好きなだけ買ってきたよっ！」

　今日も元気いっぱいな笑顔は、暑い夏に良く似合い、愛らしくすらあった。

　二つに括くくった輝くような銀の髪には三毛猫のヘアピン、タンクトップに太ふと腿ももが剝むき出だしのカットジーンズと活動的な姿のキリカは右手にスーパーの大袋を持っている。

「え？　おれ、そんなこと言ってないぞ？」

「え？　ソージからメールが来たんだけど……ほら」

　怪け訝げんそうなキリカが携帯電話を取り出し、そのメールを開いて見せる。




『うなー、きりか、いろいろたべもの、よろしくー、なんでもいい。

　このめーるを書いたのは、そうじです』




「明らかに騙だまされているぅうううううううううう！」

「えええええええええええええええええ、キリカさん騙されてたの！」

「っていうか気づけよ、明らかにフェルじゃねえか、超フェルじゃねえか！」

「そ、そんな、確かにちょっと平ひら仮が名な多いし、うなーとか鳴いてるから変だなって思ったけど、アドレスは合ってたんだよ！」

「こんな噓うそに引っ掛かるキリカと、こんな騙かたりが信じられてしまうおれと、これで騙せると思ったフェルと、どれに頭を痛めればいいんだ……」

「にやり」

　悪い顔をしたフェルが、黒いセーラー服のポケットから宗司の携帯電話を取り出す。

　宗司は問答無用でそれを奪い返す。

「こいつはもう、本気で……」

「キリカ、あなたの買って来た食べ物、見せて頂ちよう戴だい」

　今まで黙って、何事か考えていた一いち乃のが言う。

「ん、いいよー、はいこれ」

「お菓子が殆ほとんどね……素晴らしいわ、これなら、お鍋なべが賑やかになる」

「え……お鍋？　チョコレートケーキとかあるんだけど」

「何の問題もないわ」

「いや、問題しかねえだろ！」

「そうかもしれないわね」

「森もり塚つか一いち乃のが素直に兄さまの意見を聞き入れるとは、」

「明日は嵐かもしれません」

「チョコレートケーキがお鍋に入っているとわかっては、興きよう醒ざめよね」

「それでこそ森塚一乃です」

「褒めるなリリス。っていうかあれか、おまえが言う鍋ってのは」

「勿もち論ろん、闇やみ鍋よ」

　にやり、長い黒髪を背中で括くくった一乃が赤い唇を吊つり上あげた。

「さすがはいちのだぜ、ぱねえ、ぱちぱちぱち」

「拍手を口で言うんじゃねえよ。つうか、闇鍋決定なのか」

「昼食当番権限で決定するわ、逆らうものには死」

「罰則が重すぎる！」

　叫ぶ宗そう司じ、土鍋を脱ぐフェル。

「いちの、あまい」

　燃えるような赤毛の上のネコミミをぴっこり揺らすと、フェルはリビングのカーテンを閉めて窓に鍵かぎをかけ、エアコンを全開にする──ただし、暖房に切り替えて。

　ただでさえ暑い真夏に、こんなことをすれば……

　赤い唇を僅わずかに吊り上げ、一乃は静かに腕を組む。

「やるわね……部屋を灼しやく熱ねつ地獄にし、あえてお鍋を、それも闇鍋を食べる」

「うむーり」

　全くの無表情で、フェルはえっへんとばかりに小柄な体を反らす。

　必然ぽよんと揺れた胸部が強調されるが、今はそれどころではない。

「だいして、『じごくなべぱーてぃー』」

「地獄鍋パーティーか、恐ろしいよ……」

　キリカが青い瞳ひとみを見開き、驚愕の面持ちでごくりと唾つばを飲んだ。

「ああ……恐ろしいバカが二人もいる」

「ど、どうしよっか、わたし、お菓子とかいっぱい買ってきちゃったよ……」

「リリスはもう諦あきらめています、食材が無駄にならないことを祈るだけです」

　さっきまで涼しかったリビングは暖房の力により、じわじわと熱さを増している。

「面白いわ──なら、私からもう一つ提案があるのだけれど」

「待て一いち乃の、おまえ絶対ろくでもないことを考えてるだろ」

「お鍋なべが空になる前に脱だつ落らく、もしくはギブアップした者には罰ゲームを科しましょう」

　びしり、長い黒髪をまとめた一乃は、フェルに対抗するようにその薄い胸を張る。

「そう、敗者は勝者を『揉もむ』のよ」

「予想を越えて最低な罰ゲームきたあああああ！　何だこいつら、火に油か？　ただの鍋がどんどん妙な方向に発展しやがった！」

「いちのとフェル、ふたりはなかよしー？」

「まあ……一乃にしては珍しく気が合ってるみたいだけどな」

「そうね、嫌いではないわ」

　唇の端に柔らかさを宿し、一乃がしゃらりと長い黒髪をかき上げた。

「そうそう、揉む場所は敗者に任せるけれど、被かぶりは駄目よ」

「おれは勝っても負けても危険じゃねえか、おれ以外全部女だぞ！」

「ないす、ばつげーむ」

　びしりとサムズアップ、同時に赤毛の上のネコミミがぴんと立つ。

「俄が然ぜんやる気が出てきたよっ！」

「リリスも一度は闇やみ鍋をやりたいと思っていました！」

　罰ゲームを聞いた途端に、宗そう司じ以外がノリノリだ。

「ああ……バカが更に増えた。何な故ぜその罰ゲームでやる気が出るんだ……」

　頭を抱える宗司。そんな宗司の目の前でキリカが、

「ソージ、わたしね、最近、胸が凝っちゃって……」

　むにょんと、前まえ屈かがみになったキリカが谷間を見せ付けるように二の腕で寄せる。

「ぐっあっ、胸が、何で凝るんだよ！」

　ツッコミを入れながらも、目線はしっかりそこに吸い寄せられる辺り実に男の子だ。

「アハハハー、ソージの顔が真っ赤だー」

「うるさいよ！」

「あなたは、本当に、駄目な人ね。人類の屑くずだわ、この屑」

「死んでください兄さま」

「そうじ、えろーす」

「滅め茶ちや苦く茶ちや辛しん辣らつっすね……もういいよ、始めろよ闇鍋、おれは疲れたよ」

「安心なさい、冷蔵庫にあった白菜や豆腐のような普通の具材も入れてあげるわ」

「あんまり安心できねえなあ」

「大丈夫です兄さま、森もり塚つか一乃は元々お鍋に賛同していました、」

「そこまで酷ひどいものは作らないと推察できます」

「……そういや、割と素直に賛成してたな。鍋好きなのか？」

「え……ええ、まあ、わりと」

　さり気なく、一いち乃のは赤い瞳ひとみを逸そらした。

「んー、ねえねえイチノ。ちょっと聞くけどさ、友だちとかと鍋なべしたことある？」

「………………な、ないわよ」

「へー、そうなんだー、なるほどねー、イチノもたまに可愛かわいいところあるよねー」

　青い瞳を輝かせて、キリカが悪戯いたずら猫のように笑った。

　一乃が口く惜やしげに唇を引き結び視線を逸らし髪をかき上げようとして、空振りした。

　邪魔にならないよう、髪を後ろで括くくっていたことを忘れていたらしい。あるいは忘れるぐらい動揺していたらしい。

「なあ今の質問、どういう意味だ？」

「だ、黙りなさい。そうよ、ええと、フェルの被かぶった土ど鍋なべを見ていたらムラムラしたから鍋に賛成したのよ、そう決めたわ、それ以外の解釈は認めない！」

「わ、わかった、わかったから落ち着け。なにをエキサイトしてんだ」

　一乃の顔は真っ赤になっていた。暖房で室温が上がっているせいかもしれない。

　逃げるようにキッチンに一乃は引っ込む。

　宗そう司じたちはリビングのソファーを片付け、テーブルの周りにクッションを敷く。

　暑くなっていく部屋で待つことしばらく。

「ガスコンロを持ってきたわ。宗司、キッチンの土鍋を持ってきて頂ちよう戴だい」

「お、おう、わかった……に、しても暑いな」

「フェルは炎系だから暑いの強いーんだーぜー？」

「ああこら、足元をちょろちょろするな」

　テーブルの上にガスコンロを置き、その上に出だ汁しの入った土鍋を乗せた。

　既にある程度温まっている出汁からは、醬しよう油ゆベースの香ばしい匂においがする。

　鍋の準備は八割完了、続いて各自がテーブルの周囲に座った。

「美う味まそうだな……今のところは」

「お鍋って、儚はかないわよね」

「おまえが儚くしたんだけどな」

「でも私は謝らない」

　無む闇やみに堂々とつげ、一乃が、手元は見える程度に照明を落とす。

「それじゃあ、具材を入れるわ」

　香ばしい出汁の中に、キリカが好き放題に買ってきた具材と元から白しろ崎さき家冷蔵庫内にあった食材を放ほうり込み蓋ふたを閉めた。

　言葉少なく、一乃たちは煮えていく土鍋を見詰める。

　じわじわと鍋は煮え、その匂いが薄暗いリビングに満ちていく。

「うわっぁ……この段階でもう匂においがカオスな感じだよ」

「バ、バニラの香りがします、」

「しかもその奥にまだ醬しよう油ゆの香りが残っているのが……何とも」

　何ともいえない表情の宗そう司じたち。

　薄暗がりの中でも目立つフェルの赤毛の上で、ネコミミがぺたりと萎しおれる。

　ただでさえ光のない硝子がらす球のような瞳ひとみがますます暗くなっていた。

「フェルは用事を思い出していい？」

「絶対ダメ、首謀者の一人として、最後まで付き合いなさい」

「うなー」

「可哀かわい想そうだが……おまえを赦ゆるすことは出来ないんだ」

「台詞せりふだけとったら、今のちょっとカッコイイね」

「所詮は闇やみ鍋なべですが」

「静かになさい」

　凛りんとした声が、制止する。

「そろそろ、お鍋が煮えてくる頃ころよ」

　ごくり、と、誰だれかが唾つばを飲む音がした。

　暖房が効いた薄暗いリビングの、テーブルの上、ガスコンロの上、ぐつぐと煮える土鍋を誰もが自然と見た。

　周囲が静かに見守る中で、一いち乃のが、土鍋の蓋ふたを開け、

「うおおおお、に、匂いだけで倒れそうになった」

「我ながら、す、凄すごい匂いね」

「醬油に混ざって甘い……ストロベリーっぽい匂いに、後、なんだろ、海え老びの匂い？」

「わかりませんが、これは中々厳しい予感がします」

「うなぁー、フェルは用事を思い出すべきだったー」

「で……誰がトップバッターだ」

「じゃんけんで決めましょう」

　結果、一番手はフェルになり、『地獄鍋パーティー』が始まる。

「いただき、ますー？」

　硝子球の瞳は常よりさらに感情に乏しく、ネコミミは元気なく萎れかけている。

　箸はしは土鍋の上でしばし迷っていたが、やがて意を決したように凄すさまじいストロベリー臭を発する出だ汁しの中に入っていった。

　そしてフェルは具材を一つ摑つかむと、勢いに任せて口の中に放ほうり込む。

「──ッッッ！」びびくん！

　フェルの背筋がぴんと伸び、ネコミミが天を指し屹きつ立りつする。

「ど、どうした、大丈夫か！」

「あふい」

「……そういえばフェル、前は紅茶凄すごく冷さまして飲んでたね」

「あふいけど、いがいに、食べられる」

「マジか！」

「にんじんだった。匂においはでんじゃー、味はのっとでんじゃー」

「それは意外ね」

「おい製作者、なんで他人事なんだよ」

「闇やみ鍋なべの味に責任を求められても困るわ」

「ま、まあ……食べてみよっか」

「では、リリスもいただきます」

「お、おう」

　恐る恐る、他ほかの面々も鍋に箸はしを伸ばす。

「……肉団子だったわ」

「なんだろこれ、ふにゃふにゃしてる、あ、おせんべいだっ！」

「海え老びでした、」

「イカでした」

「意外に食えそうな具材が多いな」

「危険そうなのは全体の二割程度に抑えているわ」

「何だ、それぐらいか。それなら最後まで行けそうだな」

　少し遅れて、宗そう司じも自分の取った具を食べる。

「ん……豆腐、か？　四角い──」

　咀そ嚼しやく、認識、正体判明、ばたんと倒れる。

「よ、よ、よ、羊よう羹かん。ストロベリー醬しよう油ゆ出だ汁しで煮込まれた、よう、かん……」

「そうじ、ぴくぴくしてる」

「やべえよ、甘味系はやべえ、一撃で凄いダメージだ……だがな！」

　女たちが見守る中で、宗司がのろのろと体を起こす。

「まだ、おれは負けてない……続けるぞ」

　不敵な笑みを浮かべ、宗司は初しよっ端ぱなからハズレを引きながらも鍋に手を伸ばす。

　それは何度もリングに倒れながら不屈の闘志のみで立ち上がるボクサーのようだ。

「……宗司、あなたって」

「うん、凄いやソージ」

「兄さま……素敵です」

　一いち乃のが、キリカが、リリスが、どこかうっとりとした目つきで宗司の横顔を見詰め、鍋の熱気でも部屋の暑さでもない理由で頰ほおを赤く染めた。

「やみなべだけど、そうじ、かっこいい、ぱちぱちぱち」

　フェルもまた、無表情ながらも硝子がらす球の瞳ひとみで宗そう司じを見詰めていた。




　そのまま脱だつ落らく者もなく、しかし何ともいえない空気（醬しよう油ゆ出だ汁しストロベリーの匂においと、雰ふん囲い気き的な意味だ）の中で、鍋なべの中身を減らしていく。

　だが、これは地獄鍋だ。

　窓は締め切り、カーテンを閉め、エアコンは暖房で全開。

　おまけに、煮える鍋からはストロベリー出汁臭の湯ゆ気げが立ち昇る。

　薄暗いリビングの中は、じっとりとした熱気で満ち蒸し暑い。

　全員がシャツやタンクトップにスパッツやらキュロット、一人黒いセーラー服だったフェルはいつの間にか上と白いニーソックスを脱ぎシャツ一枚になっていたが、それでも汗だくでぐっしょり濡ぬれている。

「やばいな、この、暑さは……」

「ええ、熱すぎて味覚が麻ま痺ひしそうだわ」

「本当に麻痺してくれたら、ある意味助かるんだけどね、アハハ」

「フェルはまだ平気ー、猫舌だけど、暑いのは強い、まだ平気、へいき、へいき……」

　言い合う声にも力はなく、フェルの長い赤毛の上でネコミミがぐったり倒れている。

　暑さに強いと言っても限界はあり、それが近付いているのはもはや明白。

「あ、兄さまが二人に見えます、」

「やりました、これでリリスの野望が」

「しっかりしろリリス！　お兄ちゃんはここだ、そしてお兄ちゃんは一人だ、っていうか野望ってなんだ！」

「いっぱいの兄さまと、いっぱいのリリスで、」

「いっぱいの家族……リリス幸せぇ」

　体が小さく、フェルのように暑さに強いわけでもないリリスが一番きついようだ。

「──はっ、大、大丈夫です、兄さま、」

「リリスは、こんなところで、倒れません」

「そう、兄さまのお嫁さんになるまでは、」

「そう、兄さまの子どもを産むまでは」

　精神力のみが、リリスの幼い体を支えていた。

　あるいは、そこにいる全員が、もはや精神力のみで動いていたのかもしれない。

「ふふっ、手て強ごわいわね──まったく、面白い、わ」

「じゃあ、続けよっか、アハ、アハハハ」

「フェルはだんだん、気持ちよくなってきた……」

　彼女たちは──フェルですら、何かが壊れ、狂気に囚とらわれた薄笑いを浮かべていた。

　ぎりぎりで正気を保っているのは、恐らく宗そう司じだけだ。

　しかしリビングは薄暗く、彼女たちの狂気に気付けない。

　狂気を宿して地獄鍋なべは進んで行く。

　鍋のカオスは加速し、部屋の熱気は昂たかぶるばかり。

　希望は、徐々に、しかし確実に、土鍋の中身が減っていくことだ。

「おれは、次は、こいつを……これは、餃ぎよう子ざ、か？」

　口に入れる、その皮の感触はまぎれもなく餃子。

「よし、当たり──うごあああああああああ、ジャ、ジャム餃子ぁあああ」

　一度安心して緊張が緩んだところにジャムの一撃、見事なトラップだ。

「これ、何かしら、うっ……ハンペンだけれど、ストロベリー風味の出だ汁しが、ううっ」

「ううう、お魚、なのに、出汁のせいで、味が」

「もうこの鍋に、『当たり』は存在しないと思います、」

「具材から出た味が出汁に混ざって、ありえ、な、い味に……」

「おおお、フェルはもう、何を食べてるのか、よくわからない」

　昂ぶる熱気と、狂った闇やみ鍋の歪ゆがんだ味、まさに、

「ここは、地獄だ……」

　リビングの薄暗さが、精神に更なる負担をかける。未来が見えない。

「な、なあ、せめて、電気つけないか。もうまともに箸はしを動かす自信がない」

「いいわ、お願い宗司」

「ああ、電気つけるぞ」

　ふらりと汗だくの宗司は立ち上がり、電気を点つけた。

　ぱっ、と明るくなる室内。

　それだけで、各々の胸に小さな安あん堵どが満ちる。

　空気はじっとりと濡ぬれ、奇怪なストロベリー出汁の臭いが充満し、鍋の中身はまだ残っているのに──それでも救われた気分になれた。

「ふぅ……ううううううううおおおおおああああああ」

　安あん堵どの溜ため息いきを漏らした宗司が、途端に悲鳴に近い呻うめきを上げた。

「ど、どうしたのよ宗司。いよいよ限界なら、無理をしなくても」

「うわ、ソージ、顔が紫色だよ、大丈夫！」

「兄さま、しっかりして下さい、兄さま」

「そうじの顔が、紫色から、赤に染まっていく、危険色だー？」

　宗司のただならぬ様子に、フェルですら心配になったのだろう。

　女性陣が揃そろって立ち上がる。

「うぎゃああああああああああ！」

　更なる悲鳴。

　理由は簡単──宗そう司じがそうであるように、彼女たちもこの地獄鍋なべで汗だくだ。

　元々汗を搔かいてもいいように、揃って薄着。

　白いシャツが、タンクトップが黒いセーラー服の下に着ていたシャツが、汗に濡ぬれてぴったりと体に張り付き、そのスレンダーだったりグラマラスだったり幼かったり、胸は大きいのに体は小さいといか色々反則なボディラインが浮き出ている。

　それだけならまだしも──透けていた。

　ライトブルー、レモンイエロー、淡いピンク──そして約一名、ネコミミついた小柄なくせに胸だけ大きい奴が何もつけてない。

「フェルぅうううううううううう、おまえアホかああああああああ！」

　否いや応おうなく目に入る、プリンのようにぷりんとした膨らみ。

　慌てた宗司は空中を泳ぐように両手を振り回し仰のけ反る。

「ぬ、そうじ、危ない」

　ぶわり、がしり、むにょん、汗で湿った長い赤毛を揺らしてフェルが抱きつき宗司を支える。強烈に押し付けられる二つの柔らかい感覚。












　ただでさえ赤くなっていた宗そう司じの顔が、危険なほどに赤くなる。

「うおおおおああああああ！」

「そうじ、暴れないで、フェルは抑え切れな──」

「兄さま、どうしたのですか、」

「しっかりしてください兄さま！」

　フェルが振りほどかれそうになり、リリスが応援に入って抱き付いた。

　リリスとリリスの柔らかな肉体が密着し、仄ほのかな膨らみを感じる。

「離せ、離せえああああああああ！」

「落ち着きなさい宗司、何を錯乱しているの！」

「ソージ、危ない、倒れちゃうよっ！」

　むぎゅー。二人分追加。

「ああああああ、大きかったり小さかったりとにかく柔らかいいいいいいい！」

　ずるっ。

　もがく宗司が足を滑らせ、

「きゃっ」

「はうっ」

「うっ」

「うなっ」

　全員まとめて、床に倒れた。

「──もう、駄目だ」

　それが、一いち乃のキリカリリスフェルに抱きつかれた宗司の最後の言葉だった……




　結局、このまま地獄鍋なべは終わる──終わらない。

「さて、宗司。あなたが一番最初に脱だつ落らくしたわね」

「罰ゲームだよねっ」

「さあ兄さま、存分に『揉もんで』ください」

「そうじ、フェルは婚約者なので、揉んでもだいじょーぶ？」

　地獄鍋の後に、しっかりシャワーを浴びて着替えまでした女性陣に復活した宗司は詰め寄られていた。

　淀よどんだ空気も入れ替え、エアコン（冷房）が入り涼しいリビングで、

「ここからが本当の悪夢か……」

　宗司は一人、だらだらと汗を流す。






日誌　六　本日バレンタイン（注・夏休みのお話です）






　平和な夏休みのある一日、強い太陽光もやかましいセミの声も届かない空調の効いたスーパーマーケットに買い物当番の一いち乃のがいた。

　彼女はカゴを持ち、長い黒髪を僅わずかに揺らして明るい店内を歩く。

　濡ぬれた鴉からすの羽のような黒髪と同色のシックなワンピースはそのすらりとした体と白い肌に美しいコントラストを作り、良く似合っていた。

　もう買う物は決めてあるのか、彼女の細い指は迷い無く商品をカゴに入れていく。

　ふと、一乃は立ち止まり、赤い瞳ひとみがじっと菓子の棚の隅を見詰める。

『業務用チョコレート　一キログラム』

　売れ残り品だろう。ぽつんと取り残されたように置いてあった。

「そうね、今日はこれで宗そう司じを弄もてあそびましょうか」

　赤い唇を僅かに吊つり上あげ、少し皮肉に呟つぶやく。

　業務用チョコレートをカゴに入れると、一乃は機嫌良さそうにレジへと向かった。

　そして──その揺れる長い黒髪を見詰める影が一つ。

「……にやり」

　小さな体に大きな胸、真っ白なニーソックスと膝ひざまである長く燃えるような赤毛がトレードマークのネコミミ（は、さすがに人目があるので隠している）少女──フェル。

　相変わらずタイが上手に結べないようで、黒いセーラー服を不器用に着ている。

　宗司の婚約者（仮）でもある彼女は一乃が立ち去った棚に素早く近寄ると、最後に一つだけ残っていた業務用チョコレートを赤ん坊のように両手でよいしょと抱えてレジへとてくてく向かった。

　相変わらずの無表情に硝子がらす球の瞳だったが、もしも長い赤毛の上にネコミミをだしていたらご機嫌にぴっこぴっこ揺れていただろう。

　何となく、楽しそうだった。




　業務用チョコレートを買い込んだ一乃は帰宅するや宣言する。

「今日はバレンタインよ」

　エアコンの効いたリビングでくつろぐ暇人たち（夏休みだが予定はないのでごろごろするしかない）宗司にキリカ、リリスとリリスは不思議そうな顔をした。

　三人掛けのソファーに四人できつきつに座り雑誌を眺めていたらしく、宗司の顔がちょっと赤い。因ちなみにキリカとリリスも家だからシャツ一枚のラフな格好だ。

「……何で？」

　一同を代表して、宗そう司じが聞いた。

　一いち乃のはテーブルの上に買い物袋を置くと、静かに腕組みをして宗司を見下ろす。

「ねえ、宗司。あなたはバレンタインのチョコレートを貰もらった経験はあって？」

「あるよ。キリカやリリスが毎年くれるし」

「私はあなたにあげたことはないわ」

「当たり前だろ、おまえに会ったの今年の春だし」

「それって、不公平だと私は思うわ」

「別に不公平だとは思わんが……」

「黙りなさいこの鈍感へタレハーレムマスター。乙女には発作的にチョコレートを作ってプレゼントしたくなる時があるのよ」

「何な故ぜいきなり罵ののしられなきゃならんのだ！」

「仕方ないわ、乙女だもの」

「うんうん、乙女にはそういうことがあるもんだよ」

「はい、年とし頃ごろの少女は、」

「時折そのような衝動に襲われるのです」

「……オッケー、もうそれでいいや、うん、乙女大変だね」

　隣に座っていたキリカとリリスまで一乃に同意したので、宗司は色々諦あきらめたようだ。

　軽く溜ため息いきを吐ついて、首を振る。

　ぽんぽんと、その肩を左右から慰なぐさめるようにキリカとリリスが叩たたいた。

「まーまー、ソージチョコレート嫌いじゃないでしょ？」

「嫌いじゃないよ。おれ、あんまり嫌いなもんないし」

「兄さまはゴーヤとナスが苦手です」

「どうしても食えないってほどじゃないけどな」

「ふふっ、好き嫌いがないのはいいことよ」

「い、一乃が、おれを、素直に褒めた……だと？」

　宗司が愕がく然ぜんとする。一乃は赤い瞳ひとみを細め、不愉快そうに腕を組んだ。

「あなたが私をどう思っているのか、よくわかる反応だわ」

「ハッハッハッ、日頃の行いが悪いせいだぞ」

「潰つぶすわよ」

「すいません、調子に乗ってました」

「具体的にどこを潰すかというと」

「やめて、聞きたくない」

「アハハハ、相変わらずソージ弱いねー」

「仕方ありません、兄さまのヘタレっぷりは、」

「三国に轟とどろくほどです」

「一つ屋根の下にこんな美少女たちがいるのに全く手を出さないぐらいだもんねっ」

「ハハッ、だって出したら破滅するじゃないか」

「出しなさいよ、この馬ば鹿か」

「出してもいいんですか一いち乃のさん！」

「その方が面白そうだもの」

「面白さのために自分を犠牲にするなああああああああああ！」

「……馬鹿」

　傷ついたように、一乃が俯うつむいた。

　落ちた前髪が彼女の赤い瞳ひとみを隠し、赤い唇は僅わずかに震えている。

「わたしは、あなたが望むなら……本当に」

「止よせよ、おれは……」

　立ち上がった宗そう司じが、一乃の細い肩かたを摑つかんだ。

「宗司……」

　一乃が顔を上げる。

「あなた本気でちょろいわね」

「ちくしょう！　半ば予想していたのに、それでも引っ掛かかる自分が憎い！」

　宗司がテーブルに両手を突いて崩れ落ちる。

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳、」

　しゃらりと、長い黒髪をかき上げる。

「宗司遊び免許皆伝の腕前を誇る素敵な悪女」

「でもたまに返り討ちに合うよねっ」

　がくりと一乃が崩れ落ちた。

「……勝ち誇っているところを、横合いから殴なぐりつけるのは止やめなさい」

「アハハハ、ま、それはそれとして買い物袋の中を見るよ」

「ええ、どうぞ」

「では、リリスが失礼します」

　リリスとリリスが買い物袋の口を広げて中身を見る。

「業務用チョコレートですね」

「うわ、沢山買って来てるね」

「三キロほど買ってきたわ」

「なるほど、全員で作っても充分足りそうです」

「そのつもりで買って来たのよ。一応、ナッツやスプレーシュガーもあるわよ」

「ん？　一いち乃のだけじゃなくておまえらも作るのか？」

　復活した宗そう司じが問う。

「もちろんだよっ！」

「はい、折角ですのでリリスも作ります」

「ふうん、そうか」

　宗司が何とも言えない顔で頷うなずくと、一乃たちはごく自然に連れ立って買い物袋を持ちキッチン部分へと向かう。

「私としたことが食べ物を冷蔵庫に入れもせずに話しこんでしまったわ」

「生ものないし、平気じゃないかな」

「いいえ、習慣として身につけておくべきだとリリスは思います」

　長い黒髪が、二つに括くくった銀の髪が、小さなポニーテイルが、見慣れた少女たちの背中で揺れるのを眺めふと口を開いた。

「おまえらさ、最近、仲が良いよな」

　ぴたり、キッチンへ向かう少女たちの足が止まり凄すごい勢いで振り返る。

「別に良くないわよ！」

「別に良くないよっ！」

「別に良くありません！」

　同じタイミング、顔を見合わせる一乃とキリカにリリス。

「…………仲が良いな」

　女性陣が揃そろって不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せて宗司を睨にらんだ。

　だが宗司は優しく微笑ほほえむ。

「おまえらが楽しそうだと、何だか凄くホッとする」

　一瞬で、一乃たちの頰ほおが赤く染まった。

「こ、この馬ば鹿か……もう、馬鹿」

「ふにゃあ、ソージ、そいうのはダメだよー」

「兄さま……」

　照れたように目線を逸そらす彼女たちの鼓動は激しさを増す。

　シャツの裾すそを摑つかんでもじもじと、落ち着かなさそうな仕草がひどく可愛かわいらしい。

　宗司は思わずトキメキそうになり、彼女たち以上に顔を赤くする。

「そんな顔すんなよ、こっちまで恥ずかしく……そうだ、今からチョコレート作るんだよな、おれがここにいたら邪魔になるかもしれないから部屋にいるぜ！」

　明らかな言い訳と共に、宗司は逃げるように自分の部屋へと走っていった。

　宗司がいなくなると、一乃たちは静かに息を吐いた。

「とんだ、不意打ちだったわ」

「ソージはたまに、ああいうこと、言うから侮あなどれないんだよー」

「まったくです、兄さまは、もう……困った人です」

　どきどきと鳴る胸を、ワンピースかあるいはシャツの上から彼女たちは押さえた。




　二階の自室に逃げ込んだ宗そう司じは、机に着きあまり進んでいない夏休みの課題を始めた。

　エアコンの駆動音と、下から聞こえてくる一いち乃のたちの声以外は静かなものだ。

　課題を順調にこなしていると、ゴンゴンと勢い良くドアがノックされた。

「ソージ、ソージ！　チョコレート持ってきたから食べてっ！」

　赤いリボンを結んだ白い三十センチ四方程度の箱を、キリカは手にしている。

　普段は二つに括くくっている銀の髪は下ろしてストレートに、学校でもないのに荒あら谷や学園制服──普段キリカが愛用しているのはブレザータイプのものだが、上を脱いでいるのでカッターシャツに短めに折ったスカートだけの姿だ。

　胸ポケットにはペンがあり、胸元のボタンは上から二つばかり外してあった。

「制服はバレンタインの王道だよねっ！　放課後呼び出したり、机の中に入れたり」

「だからって制服に着替えんでもいいだろ……それと、ボタンぐらいきちんと留めろ」

　視線を逸そらしながら、宗司が言う。

　ボタンを外したキリカの胸元は、ちらちらと、何やら柔らかそうな膨らみが作る谷間が覗のぞいており非常に目のやり場に困った。

「いいじゃん、夏だし……それとも、気になるのかなっ？」

　悪戯いたずら猫のように唇を吊つり上あげたキリカは、わざわざ少し前まえ屈かがみになって胸を強調する。

「ぐっ、エアコン入ってるだろこの家……ああ、くそっ、まあいいよ」

　胸元を見ないように、宗司はキリカの顔に気合で視線を固定した。

「で、チョコレートだっけ？　随分大きいな三人分か？」

「ノンノン、キリカさんオンリーだよっ。それぞれがチョコレート作ってるんだけどさ、わたしが一番最初に出来たの。リリスはもうちょっとかかるんじゃないかな、手の込んだの作ってたみたいだし……一乃は何してるのかよくわかんなかった」

「ふぅん、つまりおれは三人分チョコレートを食うわけか」

「そーいうこと、キリカさんチョコレートは力作だよー」

　自慢げに、ぽよんと豊かな胸を張る。

「『道化師の栄光バツドジヨーク』の変身能力を駆使して作ったんだからねっ！」

「料理に使ったのかよ！　おまえの異能どんどん応用範囲広まってるな」

「だよねー、なーんでか色々できるようになってるんだよねー、ま、あんまり深く考えてないけどさ。うん、深く考えるのは次のキリカさんに任せるよ」

「……チョコレート、くれるのか？」

「うん、どうぞー」

　にっこりと、向日葵ひまわりのような笑顔を浮かべてキリカが箱を差し出す。

　机で課題をしていた宗そう司じは立ち上がり箱を受け取りしゅるりとリボンを解ほどく、

「うわっ、すごっ！」

　箱の中には六分の一サイズのキリカチョコレートが入っていた。

　片手を腰に当ててブイサインしたポーズで、そのままキリカを縮小したような恐るべきリアルな造形だ。まあ、全部チョコレート色なのだが。

「凄すごいけど超食べ辛づらい！　色んな意味で！」

「ニハハハハ、愛情たっぷりだよ」

「食べなきゃ、駄目か？」

　キリカチョコをじっと見る──目が合ったように感じるのは、錯覚なのだろうが……

「ダメだよっ」

「だよねー」

　宗司は半ば諦あきらめ顔で、箱から取り出した六分の一キリカチョコを手に取る。

「これはチョコレートだ、これはチョコレートだから食べても平気だ」

　微かすかに震える手、額に浮かぶ汗、勇気を出して髪の部分に口をつける。

　甘いチョコレートで作られたキリカが口の中で溶ける。

「あっ──」

　キリカチョコを食べる宗司を見詰めるキリカが、チョコレートのように甘い声を出す。

「……わたしがソージに食べられてるよ」

「ますます食べ辛くなるような発言するなよ……」

「アハハハ、ご、ごめんね。もうしないから。ほら、食べて食べて」

「ったく、もう」

　また一口、髪に続いて耳と頰ほおを……

「ああっ、ソージに食べられちゃってる」

「……」宗司は無む心しんに食べる。

「凄い、ソージの舌が、わたしを舐なめてる、あ、ダメだよ、そんなところ」

「…………」

「はぁ、はぁ……変な気分だよう、熱くて、ドキドキする」

「………………」

　キリカの声は熱っぽさを増して行く。

　頰は紅潮し、首筋にまでその赤さは伝でん播ぱする。

「ソージに食べられてるわたしを、わたしが見てるなんてぇ」

　はあはあと、彼女の息は荒くなり。

　青い瞳ひとみはとろんと潤み、恍こう惚こつとする。

「あああんっ、そ、そんな恥ずかしいところまで、食べられちゃったよ」

　びくんびくんと背筋を震わせ、蕩とろけるほどに甘ったるくキリカが叫ぶと同時に、宗そう司じはチョコを食べ終えた。

「ありがとう、キリカ、美お味いしいチョコレートだったよ」

　精神力を総動員した宗司が何とか平静を装いキリカに言った。

「こっちこそありがとうだよ。はぁはぁ……キリカさん、色々とっても凄すごかったよぅ、今の思い出だけで十年は戦えるよぅ…………」

「ああああああもう我慢できん！　目を潤ませるな息を荒げるな頰ほおを染めるな！　そもそも何と戦うんだあああああ！」

「そ、そんな恥ずかしいこと言えないもんっ！　ソージのバカ、セクハラ魔人！」

　真っ赤な顔で叫ぶと、キリカは逃げるように部屋を出て行った。

「ええええ、お、おれが悪いのか？　おれが悪かったのか、もうダメだ、訳がわからん」

　銀の髪が揺れる背中を呆ぼう然ぜんと見送り、宗司はがくりと膝ひざを突いた。

　方向性の見えない疲労感に押し潰つぶされそうだった。しかし、まだ終わらない。

　次は一いち乃のかリリスか、宗司がゆっくりと立ち上がり、ドアを睨にらんで身構えた。












　トントン、控えめなノックの音がした。

「開いてるぞ」

　カチャリ、ドアが開く。

「失礼します、兄さま、」

「リリスはチョコレートケーキを作りました」

　大きなお盆を持ったリリスとリリスが部屋の中に入ってきた。

　キリカに倣ならったのか。二人とも荒あら谷や学園（ただし二人は中等部）の制服姿だ。

　基本はペールオレンジのブラウスとクリーム色のブレザーだが、胸元を青いリボンで、襟元とスカートをレースで飾りロリータ服のような雰ふん囲い気きを出している。

　若干子どもっぽいが、華きや奢しやな体と幼さの残る顔立ちをしたリリスには良く似会う。

　リリスの持つお盆からはチョコレートの匂においに混ざり、渋い紅茶の香りがした。

　小さなホールケーキと取り皿、ティーポットにカップが三つ載っている。

「甘さは控えめに、紅茶は苦めに、」

「食べやすくしています」

「どうぞ兄さま、立っていないで、」

「座ってください」

　リリスとリリスは床に大きな盆を置き、ぺたりと膝ひざを突く。

　膝と膝をきゅっとくっつけて、足先を少しだけ外側へ崩した控えめな女の子座りだ。

「あ、ああ……」

　促うながされた宗そう司じは横に並んだリリスとリリスの正面に腰を下ろした。

「兄さま、紅茶をどうぞ」

「兄さま、ケーキをどうぞ」

　右のリリスが紅茶を入れたカップを、左のリリスがカットしたチョコレートケーキを一切れ皿に乗せ、宗司の前に置く。

　続いて、リリスたちは自分たちにも同じく紅茶とケーキを。

「それでは兄さま、」

「どうぞ、リリスのケーキを食べてください」

　兄と妹の、ささやかなお茶会。部屋にひどく穏やかな空気が満ちる。

「ありがとう、それじゃ、いただきます」

　宗司は言って、リリスが見守る中、ケーキを一口、紅茶を一口、口に運ぶ。

「うん、美う味まいよ」

　そう答える宗司は、ほとんど泣きそうな顔をしていた。

「ど、どうしました兄さま、」

「何かあったのですか！」

「いや、何だろ、凄すごく平和で、平穏で……うん、ケーキ、美お味いしいな」

「はい兄さま、」

「どうぞくつろいで下さい」

「リリスは兄さまのために存在しているのですから、」

「全すべて、兄さまの思うがままに」

　虹にじ色いろの瞳ひとみは優しすぎて、仄ほのかな悲しみの欠片かけらすら見えない。

　ただ、リリスとリリスは優しく微笑ほほえむ。

「どうぞ兄さま、もう一口ケーキを、」

「あーん、してください」

「ん、悪いな」

　あーん、とリリスとリリスが口元に運んだケーキを食べる。

　心に染みる味だった。

　小さなホールケーキを兄妹で分け合いながら食べ、ゆったりと紅茶を飲む。

　ケーキも紅茶も空になり、兄妹のささやかなお茶会は終わる。

「それでは兄さま、リリスは食器を片付けるので下に戻ります、」

「森もり塚つか一いち乃ののチョコもそろそろ出来るそうです。どんなチョコかは知りませんが」

「一乃か、うん、まあ、わかった」

「……兄さま、頰ほおにチョコレートクリームがついてます、」

「リリスが取ってあげますね」

　言うと、リリスとリリスは宗そう司じにそっと顔を寄せ、

「お、おいリリス？」

　戸惑う声を無視して、その頰に唇を静かに寄せた。

「では、兄さま、」

「失礼します」

　自分からキスしておきながら恥ずかしくなったのか、リリスとリリスは声こそ平静ながら首筋まで真っ赤にして急ぎ足で部屋を出て行った。

　残された宗司は最後の不意打ちに凍りつき、リリスの小さな背中を見送った。

「ま、前も似たような手段でやられた気がする……」

「あら、何をされたのかしら」

「何って──うわっ、はやっ、しかも気配無しか！」

　ほとんど入れ違いに、一乃が部屋に現れた。

「待たせたわね」

　びっくりした宗司が反射的に立ち上がると、彼女は長い黒髪を静かになびかせ室内へ入り、宗司の前に立つ。

「おまえも制服か」

「バレンタインデーですもの、この方が趣おもむきがあるでしょう」

　白い肌と長い黒髪に似合う黒のセーラー服姿で、大きなボウルを抱えていた。

「このボウルにはチョコレートクリームが入っているわ」

「一応チョコレートではあるのか……普通、ケーキとかに使わないかそれ？」

「安心なさい、私が作るのはチョコレートケーキよ」

「ふぅん、リリスと一緒か」

「ふふっ……そうよ、あなたにはチョコレートケーキの、仕上げをしてもらうわ」

　一いち乃のは宗そう司じにボウルを渡すと、しゅるり、セーラー服の胸元を解ほどいた。

「なっ──！」

　驚く宗司の肩に、腕を回す。

　近付いた顔、僅わずかに唇を吊つり上あげた一乃、ぞっとするほどに艶つややか。

　思わず宗司はごくりと唾つばを飲む。

　魅入られてしまったように、一乃から目が離せない。

「私が、ケーキよ」

　耳元に囁ささやく声は妖あやしく、背筋にぞくぞくと電流が走るよう。

「包装を解いたら、チョコレートクリームで、好きなだけ甘くして」












「お、おま、な、なにを……」

　かああと、宗そう司じの顔が赤く染まる。

　片手を宗司の首に回したまま、片手をボウルに。

　指先で少しチョコレートクリームを取って、

「召し上がれ」

　その自らの赤い唇に、紅べにのようにそっと塗る。

　バァン！

「それはやりすぎだよイチノッ！」

「なななななななにをしているのですか、」

「反則にも程があります森もり塚つか一いち乃の！」

　乱暴にドアを開け、キリカとリリスが部屋に飛び込んでくるや宗司と一乃を引き離す。

「あら残念、もう一押しだったのに」

　どこまで本気だったのか、一乃は唇に塗ったチョコレートクリームを舌先で舐なめ取る。

「た、助かった……、心臓に悪いにも程がある」

「可愛かわいかったよ宗司、それに面白かったわ」

「面白かったじゃねえよ！　止めてくれなきゃどうなってたんだあれ」

「とても面白いことになっていたと思うわ」

「わあ、面白半分だ」

「いいえ、八割ぐらい面白さ優先であなたの困るところを見たかっただけよ」

「玩具おもちやじゃねえぞおれは」

　がらり。

「そうじ、フェル、ちょこれーと作った」

「せめてドアから入って来いや、この赤毛ネコミミがあああああ！」

「こーまかいことさー」

　宗司の叫びをさらっと受け流し、フェルはひょいと窓枠を乗り越え部屋に入ってくる。

　小柄な体に似合わぬ豊かな胸がぽよんと揺れ、黒いセーラー服の裾すそがふわりと浮き、白いニーソックスとスカートに挟まれた細い太ふと腿ももが覗のぞく。

　膝ひざまである長い、燃えるような赤毛の上のネコミミは動きが少なく、普段より元気がないように見えた。その上、黒のセーラー服はところどころ茶褐色の染みがある。

　この微妙な汚れっぷりは、恐らく苦心してチョコレートを作った証あかしなのだろう。

　フェルの唐突な登場に、一乃たちすらぽかんとしている。

　一番最初に立ち直った宗司が、呆あきれたように口を開く。

「ったく、前も思ったんだが、どうやって二階まで登って来てんだよ」

「親切な赤い犬と、ぺんぎんと、うさぎ、まんぼう、フェルを助けてくれた」

「何だその覚えのあるラインナップ！」

　フェルを押しのけるように、宗そう司じは窓の外へ顔を出す。

　窓枠に引っ掛かったフック付きロープ、それを目線で辿たどって見れば、真夏の日光がさんさんと降り注ぐ道路にずらりと並んだ『煉獄カサルテイリオ』の獣たち。

「やっぱりおまえらか……」

「ぺーん」

　当然だぜ、とばかりに、獣の一匹赤いペンギンが胸を張った。

「って……おい待て、マンボウはやばくないか？」

「マン、ボ……ウ…………」

「うわあああ、アスファルトの上でぐったりしてるぅうう、そりゃそうだよ、おまえ明らかにエラ呼吸だもん、ああ、何かだんだん動かなく……」

「ウー…………マンボゥ」

「マンボウ、しっかしりしろマンボウ！　マンボーーーーーウ！」

　真夏の日光に熱されたアスファルトの上に横たわっていたマンボウ──赤いマンボウのサカナ四号が、ついにぴくりとも動かなくなった。

「ワン！」

「ウサー」

　赤い犬とウサギの二匹は、動かなくなったマンボウを器用に頭の上に載せてえっちらおっちら運んで歩き出す。

「ペーン」

　最後にペンギンがフェルを登らせるために使ったフック付きロープを回収してその後に続き、家の角を曲がって見えなくなった。

「あの不思議生物ども、凄すごい勢いで芸達者になっていくな……」

「いい奴だった、ないすがい＆ないすがーるず」

「雌いんの、あいつらの中に！」

　驚いた宗司が窓を閉めることも忘れて振り返る。

　すぐ目の前で、フェルが悪い顔をしていた。

「……にやり」

「うわああああああ、気になるうううううう！　噓うそでも本当でも気になるぅうううう」

「そうじ、そうじ」

　錯乱している宗司のシャツを、つんつんとフェルが引っ張る。

「…………ぜえぜえ、な、なんだフェル」

「これ、あげる」

　差し出した小さな掌てのひらに、ちょこんと不器用なラッピングを施した白い箱が乗っていた。

　フェルのネコミミは元気なく、ぺたりと長い赤毛の上に伏せっていた。

「ちょこれーと、下手だけど……そうじにあげる」

　表情に乏しい顔、上目遣いに見上げる硝子がらす球のような瞳ひとみ、普段は感情の見えないフェルが不安そうに見えたのは気のせいだろうか。

「……ありがとよ」

　照れ臭そうに、宗そう司じは少しぶっきらぼうに答えてフェルの小さな手からチョコレートを受け取った。

　いびつなリボンを解ほどけば、小さなチョコレート。

　いびつなハート型で、ところどころが焦げている。

「なんだ、結構良く出来てるじゃないか」

　指先で抓つまんで、フェルの下手なチョコレートを口に運ぶ。

　焦げが苦い、粉っぽくてぼそぼそしていた。

「頑張ったんだなフェル、美う味まいよ」

　優しい笑顔。

「…………おおー」

　僅わずかに、フェルの頰ほおが赤く染まった。

「そうじ、ご褒美をフェルは欲しい」

「ご褒美」

「うむーり、はぐはぐして」

　頰は赤く、でも表情はなく、フェルが両手をバンザイと上げる。

　赤毛の上でネコミミが激しく嬉うれしそうにぴっこぴっこと左右に揺れていた。

「……ったく、わかったよ」

　親戚の小さな女の子か、まだ幼い妹に甘えられているような気分で宗司はそっとフェルの体を抱いた。

「はぐー」

　ネコミミの動きがちょっと大きくなった。

　宗司の体にフェルの大きな胸が当たっていた。

　フェルの華きや奢しやで小さな体は子猫を抱いたみたいに温かく、お日様の匂においがした。




　そして一いち乃のたちは、

「……何、この、敗北感は」

「ダメだよ、これは、完敗過ぎるよ」

「勝負に負けて、試合にも負けました」

　完かん膚ぷなきまでに打ちのめされ、がくりと床に膝ひざを突いていた。






日誌　七　モンスター（注・触手はありません）






　カーテン越しの朝陽を感じて目を覚ますと、ロープを持った一いち乃のがいた。

「殺人事件の予感！」

　布団に寝転んだ宗そう司じを跨またぎ、仁王立ちする一乃。

　見下ろす赤の瞳ひとみは影よりも静かに、艶つやのある長い黒髪がエアコンの風に僅わずかに揺れる。

　黒のセーラー服を着て、左右の手でロープを、ピン、と刃やいばのように強く張っていた。

「まったく、この世界は平和すぎるわ」

　静せい謐ひつな朝の空気のような、凛りんとした声。

　シャツにジーンズといつもの姿で眠っていた宗司は上体だけ起こして一乃を見上げる。

「いいことじゃねえか、平和」

「同居して、まずは空間的な距離を縮めてみた」

「はっ？」

「何も起きないし、何も見えなかったわ」

「えーと、色々あるだろほら、最近だとフェルが来た」

　薄く、一乃が赤い唇を吊つり上あげる。

「あなたは、何も変わらない」

「……」

「ねえ、あなたには何か一つでもあるのかしら──大切なものが」

「あるよ、沢山」

「噓うそね、とても、正直な」

　静かに一乃が体を下ろし宗司に跨またがる。

　縮まる距離、近付く顔、一乃がロープを宗司の首に回す。

　さらさらと揺れる長い黒髪から、淡い花の香りがする。

「まあ、それはどうでもいいわ」

「思わせぶりな会話させといて全く無意味かよ！」

「あなたがヘタレ過ぎるので、今日はあなたを洗脳──もとい、教育してあげる」

　首に回したロープを、一乃が肩へと下げる。

「洗脳って聞こえたのは気のせいですか？」

「果たして、洗脳と教育の間にどの程度の差があるのかしら」

「発言が危ねえな」

「失礼ね、気を使って『その二つは同じものだ』とは言わなかったわよ」

「思ってても言うんじゃねえよ」

「まあまあ、深く考えては、ダ、メ、よ」

「うわ、ちょっと可愛かわいい」

　会話しながら、一いち乃のはさり気なくロープで宗そう司じを縛った。

「はっ、気がついたら動けなくなっている」

「さてと、足も縛って……」

「おいこら、やめろ、布団を引き剝はがすな」

「安心なさい、私は気にしないわ」

「いああああああああ、やめてえええええええ！」

　一乃は宗司の手足を拘束し、アイマスクで視界を塞ふさぎ、ヘッドフォンを固定。

「これから六時間ほど『オレサマ系台詞せりふレッスンテープ』を聴いてもらうわ」

「六時間？　おれ、まだ朝飯も食べてないんだけど……」

「グッドラック宗司」

　抗議の声を無視して、一乃は携帯音楽プレイヤーのスイッチを入れ部屋を出た。

「さてと、家事でもしましょうか」

　特に予定のない夏休みの一日、時間は静かに流れ、女性陣は手分けして家事をこなす。

　昼過ぎにはもう全すべての家事が終わり、各々が好き好きに時間を潰つぶしていた。

　そして密ひそやかに、『ソレ』が、生まれた。

　最初に『ソレ』と遭そう遇ぐうしたのは自室にいたリリスだった。

　リリスとリリスはレモンイエローのワンピース姿で、夏休みの課題を進めていた。

　がたん、隣室から大きな音がしてリリスとリリスは顔を上げる。

「……兄さまに、」

「何かあったのでしょうか？」

　リリスとリリスは顔を見合わせて、隣室──宗司の部屋に行った。

　もう昼を回っているのに部屋のカーテンは閉め切られ、敷いたままの布団に宗司が両足を投げ出して座っていた。

　薄暗く、顔を伏せているので宗司の表情はわからない。

　解ほどけたロープと外したヘッドフォンが枕まくらの傍そばに投げ出されている。

　リリスとリリスは、宗司に近寄り顔を覗のぞき込こむ。

「兄さま？　どうされました、」

「凄すごい音がしましたが、大丈夫ですか」

　宗司が顔を上げ、リリスの虹にじ色いろの瞳ひとみを覗き込んだ。

「……ああ、リリスか。今、何時だ？」

「十二時を回ったところです」

「そんな時間か、起こしてくれれば良かったのに」

「森もり塚つか一いち乃のから、兄さまは今日は昼過ぎまで眠るから起こすなと言付けが……」

　会話をしながらも、リリスは奇妙な違和感を覚えていた。

　薄絹を幾いく重えにも巻き覆い隠していた刃やいばがまろび出たような、悪寒に似た予感。

　兄妹の間の、短い沈黙。

「なあ、リリス。おれは腹が減ったよ」

「は、はい、兄さま、」

「すぐに、何か用意します」

　弾はじかれたように、逃げるように、リリスは宗そう司じの部屋を出ようと──

「いや」

　リリスとリリスの手を、宗司が摑つかんでいた。

「ここで食べたいな」

　宗司は立ち上がる勢いを利用し、ぐいと手を引っ張りリリスを布団の上に倒す。

「きゃっ、」

「あ、兄さま何を」

「今はランチより、リリスを食べたい気分なんだよ」

　宗司は膝ひざを突き、布団の上に倒したリリスとリリスの頰ほおを撫なでた。

　その手つきは、羽で撫でるように柔やわく優しく、どこか甘い。

「リ、リリスを、た、た、たた、」

「食べる、とは、えっ、ど、どっちの」

「どっちの意味がいいんだい」

　戸惑うリリス、唇を酷薄に吊つり上あげ宗司が微笑ほほえむ。

「えっ？」

　宗司は頰を撫でる手を下ろし、首筋をくすぐり、肩へと落とす。

　リリスの右肩、リリスの左肩、やわやわと撫でて、

「どっちの意味がいいのか、お兄ちゃんに言ってごらん」

　レモンイエローのワンピース、宗司の指がその肩かた紐ひもをそっとずらした。

「お兄ちゃんに、どうして欲しいんだい」

「そ、そんなこと、」

「リリスには……」

　リリスとリリスの頰は紅潮し、吐息は乱れ、睫まつ毛げが震えている。

　それでも宗司から目を離せなかった。

　普段とは違う、どこか冷たく、何な故ぜか寂しげな宗司の瞳ひとみに魅入られたように。

「さあ言ってごらん、その可愛かわいい唇で、おねだりするんだ」

　プレゼントのリボンを解ほどくように、宗そう司じはリリスの逆の肩かた紐ひもをずらす。

　むき出しになった肩、宗司の手はリリスの胸元へ伸びて、寸前で止まる。

「さあ」

　また静かに、リリスを促うながす。

「リ、リリスは、」

「リ、リリスは……」

　声が震え掠かすれているのは、緊張か、期待か、それとも羞しゆう恥ちか。

　リリスの体からは石せつ鹼けんと、ほんの微かすかな汗の匂におい。

「い、いえません、だから、」

「兄さまの、好きな……ように」

「そう、わかったよ」

　あっさりと、宗司は体を起こしリリスから離れた。

　宗司の指が遠ざかる瞬間、リリスとリリスの顔に僅わずかな落胆が浮かぶ。

「じゃあ悪いけど、ランチを用意してくれるかな。そうだな卵が食べたい気分だ」

　何事もなかったように、宗司は軽い笑みを浮かべて言った。

「兄さま、ど、どうして、」

「止やめて、しまうの……です、か」

　リリスとリリスは上体を起こした。

　頰ほおは恥ずかしげに赤く染まり、虹にじ色いろの瞳ひとみはどこかすがるよう。レモンイエローのワンピースの肩紐を戻しもせず、ずり落ちそうになるその胸元を隠しただけだった。

「おれはね、可愛いリリスにひどいことをしたくないんだ」

　わざとらしく、宗司は肩をすくめる。

「だから、リリスがして欲しいならそうするし、嫌ならしない、それだけだよ」

　何を求められているのか、リリスとリリスにはわかっていた。

　爆発しそうなほど激しくリリスの小さな心臓が鳴る、脳のう髄ずいが茹ゆだるように熱くなる。

「リリスは、あ、兄さまに、」

「兄さまに、兄さまに……た、食べ、食べ」

　言えば後戻り出来ないことぐらいは、理解していただろう。

　そして多分、期待もしていた。

「あ、あにさまに、あにさまに、あにさま、」

「たべ、て、たべ、たべて、たべて」

　体の中から燃えるように熱く、脳髄が燃える、視界が白く染まる。

　宗司は静かに、全すべてを見通すような寂しげな目で見ている。

　見ている──見られている。

　ぼひゅん、ぱたり。

「……、」

「……」

　リリスとリリスがドキドキしすぎた挙句あげく、こてりと倒れた。

　別に何をされたわけでもないのに目をぐるぐる回している。

「やれやれ、少し、いじめすぎたか」

　宗そう司じは苦笑すると、リリスのワンピースを整えて自分の布団に寝かし部屋を出た。

　その足で、一階に降りてリビングに顔を出す。

「あれ、ソージ起きたんだ。おはよっ、何か食べる？」

　日向ひなたぼっこというには少し日差しが強すぎる中で、キリカが退屈な猫のようにごろりとソファーに寝転んでいた。

　宗司はじっと、彼女の青い瞳ひとみを見詰める。

　二つに括くくった銀の髪にサカナのヘアピン、窓からの夏の強い日差しで輝いていた。

　ブルーのキャミソールにホットパンツの見覚えのある服装、キャミソールを大きく押し上げる豊かな胸とくびれた腰、柔らかそうな脚──プロポーション抜群の彼女にはそんなシンプルな姿も似合う。

「……どしたの、ソージ、じっと見て、何か変だよ」

　真実猫だったら、ヒゲか耳をぴくぴくと動かしていただろう。彼女は代わりに小首を傾かしげて青い瞳で宗司を見詰め返した。

「ははっ、おれはいつもどおりだよ」

　答える宗司は、普段より何な故ぜか大人びて見える。

　嫌味さのない、自然な余裕を感じるとでも言うのか。宗司はキリカが寝転ぶソファー、キリカの頭の傍そばに腰を下ろした。

「なあキリカ」

「ん、なに？」

「おまえは可愛かわいいな」

「ふにゃっ！」

　びっくりしたキリカが顔を真っ赤にして跳ね起きようとした、ところを、宗司がキリカの額を軽く押して止め、さり気なく自分の膝ひざに乗せる。

「どうしたんだ急に、びっくりするじゃないか」

「ソージが急に変なこというからだよっ！」

「変？　何が？」

「か……可愛いとか、急に、言うから、もうっ……」

　頰ほおを赤く染めて、キリカはぷいと顔を背そむけた。

「ハハッ、そういうところが凄すごく可愛かわいいよ」

　キリカの頰がますます赤くなると、宗そう司じは年下の少女を見守る男のように柔やわく微笑ほほえむ。

　膝ひざの上にあるキリカの頭、宗司はサカナのヘアピンを取り、括くくった髪を解ほどく。

　ふわりとした銀の髪を、指先で梳すく。

「あの、何を、してるのかなソージ」

「綺き麗れいな髪だね」

「そ、そうじゃなくて、さっきからなんか変だよっ」

「おれに触れられるのは嫌？」

「嫌じゃ……ないけど」

「じゃあ、いいよね」

「うん……いいけどさ」

　優しく優しく、髪を撫なでる。

　銀の髪は猫の毛のように柔らかく、手触りが心地よい。

「ふにゃあ……」

　心地良さそうにキリカが鳴き声をもらす、その青い瞳ひとみはとろんと、少し眠たげ。

「気持ちいいかい──おれの可愛いキリカ」

「ふにゃ、ん、気持ちいい……」

「ここは？」

　宗司の手は頰から顎あごの下へ下り、ごろごろと、喉のどを掌てのひらで包むように撫でる。

「ん、眠たくなるよぅ」

「眠たいなら、寝ていいんだよ、おれの可愛いキリカ」

「ゃぁ、もっと起きてる、ソージと一緒がいい」

　とろりとろり、今にも眠りに落ちそうな顔をしてキリカが首を振る。

　ぎゅっと宗司のシャツを摑つかんで、抱きつくように体を埋うずめる。

　宗司の鼻に、甘いミルクのような香りが届く。

　同じぐらいに甘く、宗司は囁ささやいた。

「大丈夫さ。時間はいくらでもあるんだ」

「……ん、わかったぁ」

　蕩とろけた声、ぴくぴくとキリカの耳が揺れる。

「いい子だね。じゃあ、キリカが幸せに眠れるように、おまじないをしてあげる」

「おまじない？」

　眠たげな青い瞳が、上目遣いに宗司を見た。

　くすり、宗司はどこか大人びた、包容力に満ちた微笑ほほえみを浮かべて、

「おやすみキリカ」

　そっと、キリカに顔を寄せる。

「うにゃあ……夢みたいだよぅ」

　キリカは当然のように青い瞳ひとみを閉じて──視覚の遮しや断だんが、理性の欠片かけらを呼び戻す。

「……あれ？　これ現実？」

　ぱちり、目を開ける。すぐ傍そばに宗そう司じの顔がある。顔が熟うれすぎたトマトより赤くなる。

「うっにゃあああああああああああ！」

　ばびゅん、ぱたり、こてり。

　……ちょっとばかり刺激が強すぎたのか、いきなりオーバーヒートした。

　宗司は気絶したキリカを起こさないようにそっと膝ひざから頭を下ろして立ち上がる。

「さてと……」

　ほんの僅わずか開いた、リビングのドアに視線を向けそちらへ向かう。

　ドアを開ける。

　廊下には目を見開いて微かすかに震える一いち乃のが立ち尽くしていた。

「──ッ、べ、べつに、覗のぞいていたわけじゃ、ないわよ、ただ、その入れなくて」

　言い訳をする一乃の赤い瞳を、宗司はじっと見詰める。

　艶つやのある長い黒髪、夜のように黒いセーラー服、白い肌。

　静かに宗司が一歩近付くと、一乃が一歩後ろに下がる。

　トンッ、一乃はすぐ後ろの壁にぶつかった。

　反射的に逃げようとした一乃を妨げ、宗司は壁に両手を着く。

「はしたない女だ、覗き見とはな」

　王の如ごとく、宗司は傲ごう慢まんな笑みを浮かべて一乃に顔を寄せた。

　一乃の背筋がぞくりとした甘い悪寒に震え、俯うつむいて宗司の視線から逃げる。

「だ、だから違うと言っているわ。そもそも、あなたロープどうしたのよ──ッ！」

「ふんっ、あんなもので、おれをいつまでも縛っておけると思ったのか」

　くい、指先で顎あごを摑つかみ上を向かせる。

「一乃──おまえには、お仕置きが必要なようだ」

「ふざけたことを言わないで頂ちよう戴だい」

　負けん気強く、顎を摑む指先を平手で叩たたき落とす。

　だが、王が下僕に向けるような宗司の傲慢な笑みには露ほどの影響もない。

「どうした、顔が赤いぞ」

　獲物を嬲なぶる捕食者の声、一乃の心の中に力尽くで入り込むような、支配者の眼まな差ざし。

　わけもなく、一乃の鼓動は激しく鳴る。

　それでもなお、強く、拒絶するように一乃は宗司を睨にらんだ。

　興が乗ったか、睨にらまれた宗そう司じはむしろ愉快気に唇を歪ゆがめた。

「いい目だ──赤く、美しく、情熱に満ちている」

「お褒めに与あずかり光栄よ、そろそろ、どいてくれるかしら」

「いいだろう、逃がしてやる。仕置きの一つも必要かと思ったが、棘とげある薔ば薇らを棘あるままに愛めでるも一興だ」

「逃がしてやる？　笑えない冗談ね。私は、あなたに、逃げろと、言っているの」

　ひどくゆっくりと彼女は長い黒髪をかきあげて、不敵に笑う。

　その手も笑みも、僅わずかな震えからは逃げられていない。

　いっそ力強いまでの傲ごう慢まんさに満ちた宗司から、一いち乃のは逃げられない。

「面白い女だ、ますます気に入ったぞ」

　しゃらり、宗司の手が無遠慮に、だが愛でるように、一乃の髪を梳すく。

「喜べ、おまえを、おれのものにしてやる」

「あなたの……ものに」

　一乃はされるがままに動かず、無意識か僅かに視線を逸そらした。

「そうだ、この絹のようなおまえの髪も、その赤い炎の瞳ひとみも」

　髪を梳く手が一乃の顔に触れ、指先が一乃の顎あごを軽く持ち上げる。

　否いや応おうなく見詰め合う二人、赤い瞳は宗司を睨みながらも、僅かに潤む。

「この、血のように赤い唇も──おれのものだ」

　そっ、と覆いかぶさるように、宗司が顔を寄せる。

　一乃の鼓動が他者に聞こえそうなほどに激しく鳴る。

　ほんの一瞬、一乃は待ちわびたように瞳を閉じて、己おのれからもう少しだけ顔を上げ、

「や、やめなさい！」

　誇りか、意地か、両手を振り回し、乱暴に宗司を突き飛ばした。

　振り回した手の爪つめが、宗司の手に当たり甲を浅く切り裂く。

「私は、私のものよ。勝手にあなたのものにされては困るわ」

　赤い瞳が強く睨み付ける、だが、肉体はその眼光と言葉を裏切っている。

　息は荒く、微かすかな震えはとまらず、心臓は高鳴る。

「ククッ、可愛かわいい反抗だ」

　一乃の爪に切り裂かれた手の甲をちらと見て、宗司が嗤わらった。

　傷は浅いが、血は多く流れて甲から指へと伝い流れる。

「そんなに、屈服させられたいか」

「なっ──だ、だれが、そんな」

「そうか、なら、おまえ好みに訂正してやろう」

　宗司が愉快気に鼻を鳴らす。

「そんなに、理由と証あかしが欲しいか」

「……」

　傲ごう慢まんな目が、一いち乃のを見下ろす。

　ぞくりと、一乃の背筋に甘い痺しびれが流れる。

　宗そう司じは唇の端を吊つり上あげ笑うと、血に濡ぬれた指先を突きつけた。

「おまえの爪つめのせいで、怪け我がをしてしまった」

　簡単な理由。

「跪ひざまずき、舐なめろ」

　簡単な証。

「従属しろ、おれがおまえの全すべてを赦ゆるす」

「ああ……」

　甘い嘆息。一乃はじっと、突きつけられた血に染まる指を見詰めてしまう。

　宗司は空いた手で一乃の長い黒髪を柔やわく梳すく。

　急せくでもない、ただの愛撫。

　一度だけ、一乃が視線を上げて宗司を見た。

　相手の心の動きを全て見透かしたような彼の冷たい眼まな差ざし。

「美しいな、おまえは」

　全ての生物が死に絶えた絶対零度の瞳ひとみに、ほんの僅わずか、覗のぞいた孤独。

　今まで見せた、何よりも静かに──一乃の心を侵食する。

　赤い瞳に影を落とす長い睫まつ毛げ、一乃は静かに跪く。

「駄目よ、私、そんなの……」

　口先では拒絶しながら、そっと眼を伏せ宗司の手を両手で捧げ持つ。

　甘美な堕落の予感、加速する鼓動、心臓は狂おしいほどに激しく一乃の中で鳴り響く。

　血に濡れた指に、唇を寄せ、僅かに赤い舌を覗かせて、犬のように息を荒げる。

「はぁ……ああっ、ああ…………」

　吐息は濡れ、脳のう髄ずいは茹ゆだるほどに熱く、茹った脳髄は想像力のブレーキを破壊する。

　ここで空気を読まず、久しぶりの一乃さんの妄想──

　は、具体的に描写すると間違いなく本になりませんので省略させていただきます。

　──妄想終了。

「ああっ！　やめて、そんなに激しくされたら、私、壊れるぅ！」

　感極まった一乃が叫び、びくんと背中が大きく震えたらりと舌が零こぼれる。

「もう、駄目、ご主人さま、もっと、私を、壊してくださいぃ……」

　背筋を反らし、蕩とろけきった顔を晒さらし、甘えた声を漏らして震え、

　つつー、興奮のあまり鼻血を出してこてりと倒れた。

「……一人で盛り上がって一人で終わるとはな。まったく、面白い女だ」

　額に手をあて、どこまでも傲ごう慢まんな眼まな差ざしで倒れた一いち乃のを見下ろし、宗そう司じは笑う。

　そして廊下に倒れた一乃を抱えると、リビングに運びソファーに寝かせた。

　しばらく一乃の──人形のような寝顔を見詰め、宗司は、背後に向かって声をかけた。

「皆、いなくなったぞ」

「いなくなった、フェル以外は」

　音も気配もなく、彼女はそこにいた。

「いちの、面白いことをした。でも、失敗した」

　淡々としたフェルの声、硝子がらす球の瞳ひとみに感情はなく、目よりも言葉よりも雄弁な炎の如ごとき赤毛の上のネコミミも動かない。

「当事者になったせいで見えないことが、フェルには、見えた」

「へえ」

　ゆっくりと宗司が振り返り、フェルを見る──観察する。

　燃えるような赤毛の、ネコミミ少女。

　膝ひざまで長く伸ばした赤毛の上で、ネコミミは動かずレーダーのようにぴんと張り詰めて宗司を注視している。

　黒いセーラー服に包まれた華きや奢しやな、しかし、不釣合いに豊かな胸のある体。

　日ひ溜だまりのような彼女の香りに混ざり、僅わずかに汗の匂においがした。

　猫のような体が、僅かな緊張に強こわ張ばっている。

　宗司はくすりと爽さわやかに笑った。

「僕の可愛かわいいフェル、君が知りたいと言うなら僕はなんだって答えるよ」

　ごく自然に跪ひざまずき、宗司はフェルの小さな手を取って甲に口付けた。

　フェルの顔が一瞬で茹ゆだる。無表情なのに顔は真っ赤だ。

「う、うなー……やっぱりフェルの、弱点を、直撃している」

「ふふっ、フェルは声まで可愛いんだね」

　言いながら、宗司は流れるようにフェルを抱え上げ、所謂いわゆるお姫さま抱っこをする。

「あこがれの、お姫さま抱っこー、そうじの顔が近くて、フェルはどきどきする」

「恥ずかしがっているフェルも、可愛いよ」

「うなー、そうじがずるい。フェルが駄目になる」

　やはり表情こそ変わらないが、顔は茹るを通り越して沸騰して彼女自身の赤毛と同じぐらいに赤く、ネコミミはぴこぴこぴこぴこ激しく動き回っている。

「そうじ、どうして、フェルをお姫さまみたいに……」

　宗司は草原を通り過ぎる風の如ごとく爽やかに微笑ほほえみかける。

「だって、キミは僕のお姫さまだろっ」

　きらり、歯を白く輝かせてウインクを一つ。

「うっなーーーーー！」

　ずっきゅーん、フェルはあっさりとハートを撃ち抜かれ陥落した。

　一いち乃のたちより免疫が無かったのか、物もの凄すごい勢いで落ちた彼女は興奮しすぎて……

「やっぱり、そうじ、全部わかって、噓うそを、フェルは、確信────」

　鼻血噴いて気絶した。

　………………

　…………

　……

「ごめんなさい、今回は全部私が悪かったわ」

　復活した一乃が、深々と頭を下げた。

　夕陽に照らされた白しろ崎さき家のリビングでは、一乃にキリカ、リリスとリリス、そしてフェルがテーブルを囲みソファーに座っている。

　全員の顔が赤いのは夕陽に照らされているせいだ──と、彼女たちは言い張るかもしれないが、実際はどうかわからない。

「そっか、イチノがソージを縛り付けて『オレサマ系台詞せりふレッスンテープ』を聞かせ続けたのが原因なんだ」

「沢さわ村むらキリカ……あなたはひょっとして、」

「もう一回兄さまに聴かせてみようと考えていませんか」

「そういう、りりすも、おなじことを考えてるー？」

「し、仕方ありません、その、普段と違う兄さまが、」

「新鮮で、その……ああいう意地悪な兄さまも、素敵です」

「もう一度あの兄さまが現れたら、」

「リリスは今度こそ食べられてしまいそうです」

「う、うん、凄すごかったよ……猫可愛かわいがりって、ああいうのを言うのかなぁ……はうぅ、とろとろになるところだったよ」

「王子さまだった、フェルのハートにストライク……」

「ええ……思い出してもぞくぞくするわ」

　ほう、と女性陣が熱っぽい息を吐く。

「私もご主……こほん、あの宗そう司じをもう一度見てみたいと思うけれど」

「ごしゅ？」

「見てみたいと思うけれど！　病み付きになりそうだから自制すべきだと主張するわ」

　一乃の赤い瞳ひとみがテーブルの上に向かい、自然と一同の視線が集まる。

　テーブルの上には人間サイズの蓑みの虫むし──ロープでぐるぐる巻きにされた人間が乗っていた。

「…………状況が分からん。おれは何でこんなところで縛られてるんだ」

　フェル撃破後、こっちも色々限界だったのか宗そう司じはぶっ倒れ、一足速く正気を取り戻し目を覚ました女性陣によりロープで縛られ蓑みの虫むしにされ、今に至る。

「確か……目が覚めたら一いち乃のがロープ持って立ってた、ここまでは覚えてるんだが」

　意識を取り戻したばかりの宗司は、いつものように、へたれた困り顔で呟つぶやいていた。

「記憶が混濁しているようね、なら、そのまま永遠に忘れてなさい」

「ふむ？　まあ、別に構わんが」

「そして跪ひざまずいて私の足を舐なめなさい」

「『そして』の前と後が繫つながってないぞ！」

「あなたが私の奴隷になることを許可してあげるわ」

「どこの国の女帝だおまえは！」

「……ふん」

　そっと、一乃は自分の指を口に含み舌を絡からめた。

「夢よ、あんなものは夢……ただの、気の迷い」

　熱い血の味をそこに感じたのは、ただの錯覚だ。

「気の迷いの、はずよ」






日誌　八　宗司の部屋改造計画・悲惨編






　その日、宗司は遅くまで起きて来なかった。

　昼前になると、さすがに今日の白しろ崎さき家掃除当番の一乃が部屋のドアをノックした。

　黒のキャミソールにスパッツと動きやすい格好で掃除機とはたきを持っている。

「宗司、そろそろ起きなさい」

　返事はない、もう一度ノックして、一乃は部屋を開けた。

　カーテンを閉めた部屋、その隙すき間まから零こぼれる夏の日差し、エアコンの低い駆動音、フローリングの床に敷いた布団に包まり宗司がすやすやと眠っていた。

「……ん、むう、何だよ？」

　人の気配に反応するように、宗司が目を開けた。

「いい加減に起きなさい、部屋の掃除も出来ないわ」

「マジか、もうちょっと寝てたい、ほら、昨日？　おまえにロープで縛られて記憶飛んだ日か？　あれから妙に体がだるくてな」

「…………どうしても寝たいなら下のソファーで眠って頂ちよう戴だい」

　さり気なく赤い瞳ひとみを逸そらして一いち乃のが言う。

「ああ……じゃあ、そうするか」

　眠たげな大あくびを一つ、シャツにスラックスと起き抜けの宗そう司じは寝癖のついた頭をがりがりとかきながら体を起こす。

「だらしない姿ね」

「勘弁してくれよ、眠いんだ」

「シャツを裏表逆に着てるわよ、まったく、直してあげるからバンザイなさい」

「うーい」

　素直に宗司が両手を上げる。

　一乃はわざわざ宗司のシャツを脱がせ、表裏を直して着せると軽く背中を叩たたいた。

「はい、出来たわよ」

「すまねー」

　寝ね惚ぼけた声で言いながら、宗司は部屋を出て一階へと降りていく。

「まったく、世話の焼ける人だわ、これだから、私がいないと駄目なのよ」

　文句なのか惚気なのか、宗司がいなくなると一乃は小さく息を吐いた。

「さてと、掃除をしましょうか」

　はたきと掃除機を一いつ旦たん下ろし、まずは布団を上げようと……

「宗司の布団、よね……」

　上げようとして、何かを思いついたように赤い瞳でじっと見詰める。

　そして、きょろきょろと左右を見て誰だれもいないことを確認。

　長い黒髪を一度かき上げると、

「とうっ」

　宗司の布団の上にダイブした。

　キャミソールの裾すそがふわりと膨れ、一瞬真っ白な背中が見えて、すぐ隠れる。

「ここで宗司が普段寝てるのね」

　普段の冷たい表情はどこへやら、布団の上の一乃はにへらと頰ほおが緩んだ。

「ああー、宗司の匂においがして落ち着くわ」

　布団に顔を埋うずめてすーはー深呼吸していた一乃だったが、布団だけでは物足りなかったのか顔を上げ──枕まくらに手を伸ばす。

「宗司の枕……ここに、宗司の頭が乗ってて…………」

　ぎゅっ、と薄い胸で枕を抱き締める。

「ねえ、宗司、私のことをどう思ってるの」

『もちろん、この世界で一番大切な存在だ』（一乃さんの声真ま似ね）

「噓うそばっかり、あなたの周りには他ほかにも色んな女の子がいるじゃない」

『いるとも、だが、おまえが一番だ』（声真ま似ね、あんまり似てない）

「……駄目、私はそんな言葉、信じないわ」

『なら信じさせてやる、おまえの体に、心に、全すべてに、おれのものだという証あかしを刻み付けてやる』（でも渋い）

「宗そう司じ……」

『おまえは、おれのものだ。おまえを離さない、おまえが離れられないように、おまえを壊してやる』（超がつくほどオレサマ声）

「ああ、せめて、優しく……優しく、壊して」

『悪いな、おれはもう、我慢出来ないんだ』（一人芝居終了）

　ばんばんばんと、一いち乃のが布団を叩たたく。

「…………なんて、ああもう、ああもう、何だか、テンションが上がってきたわ！」

　枕まくらを抱えたまま、布団の上でローリング。

　ゴロゴロゴロー、ゴロゴロゴロー……ピタッ。

「………………キリカ？」

　ドアが五センチほど開き、そこから青い瞳ひとみが一乃を覗のぞいていた。

　顔の殆ほとんどは見えないが、それでもにやにやと笑っているのがわかった。

　凍りつく一乃、ドアを開けて入ってくるキリカ。

　今日のキリカは青のワンピースに一分丈ぐらいまでカットしたジーンズ姿で、二つに括くくった銀の髪にはチェシャ猫のヘアピンが載っている。

「こ、これは……その」

　一乃の顔は羞しゆう恥ちで真っ赤だ。

「『もちろん、この世界で一番大切な存在だ』」

　宗司の声真似をした一乃の声を、キリカが完璧に再現する。

　一乃の顔が真っ赤から真っ青に、そして、白く。

「死ねえええええええええええ！」

　己おのれの精神を守るため、一乃が吼ほえた。

　枕を放ほうり投げて立ち上がるや、躊ちゆう躇ちよなく拳こぶしをキリカに振るう。

「甘いよっ！」

「くっ──！」

　ぱしん、大振りの一撃を横から叩きがら空きになった一乃の胴へ逆の拳を叩きこむ。

　ガード、というより拳の前に腕を出しただけだが辛からくも直撃は避けた。

　一乃は打撃の衝撃に押されるように半歩下がり、その場で左足左手を前に構えなおす。

　応じて、キリカも構えを取った。

「私の人生というレールに落ちたあなたという石ころは、ここで排除するわ」

「アハハハ、イチノはその石ころに潰つぶされるんだよっ！」

「言って、なさい、なっ！」

「『悪い冗談バツド・ジヨーク』は、ほどほどにねっ！」

　先手を取ったのはキリカ、踏み込み、腰の捻ひねりを利用し無駄のないストレートを放つ。

　僅わずかに遅れ、一いち乃のも前へ出る。拳こぶしを高く掲げ、思い切り振り下ろし前進の勢いと自分の体重をそのまま叩たたき付けるような一撃を振るう。

　狭い室内だ、一歩踏み込めば充分に拳は届く。

　それでも前に出たのは、剝むき出だしの攻撃性ゆえか。

　一乃の拳は、キリカの拳は、勢いが完全に乗る前に互いの頰ほおを捉とらえ、停止した。

「……そんなぬるい拳で、私を倒せると思っているのかしら」

「その台詞せりふは、そっくりそのまま返してあげるよ」

　にやり、二人は唇を吊つり上あげて拳を引いた。

「──ッアァァ！」

「──ッラァァ！」

　引いた瞬間、すかさず逆の拳を振るう。

　タイミングも狙ねらいも完全に揃そろった一撃、空中で激突、空気が揺れる、拳が軋きしむ。

　びりびりと、余波に長い黒髪が輝く銀髪が揺れる。

「…………お願い、宗そう司じには内緒にしておいて」

「…………貸し一、だからねっ」

　今度こそ、拳を引いた。

　一乃は痛む拳を軽く振るうと、溜ため息いきを吐ついて長い黒髪をかき上げる。

「仕方なかったのよ」

　いつものように、クールな表情でクールな声だった。

「仕方ないって、それは無理があるよ一乃」

「じゃあ、あなたも味わってみなさい」

　苦笑するキリカに、一乃は宗司の枕まくらを軽く放ほうり投げた。

　抱きかかえるように、キリカが枕を受け止める。

「アハハハ、イチノじゃないんだから、ソージの枕で……あ、ソージの匂においだ」

　キリカの頰がぽっと赤く染まり、猫にまたたびを与えたようにとろりと表情が蕩とろける。

　長い黒髪をなびかせ、一乃がそっとキリカの隣を通り過ぎた。

「十分したら、戻ってくるわ」

　静かに部屋を出る一乃、寸前でちらりと振り返り見たのは、枕を抱いて宗司の布団にダイブするキリカの姿だった。




　因ちなみに、一いち乃のが戻ってくるまでの十分間のキリカは、

「ふにゃあ、ソージの枕まくら、ソージの匂においがするよぅ」

「ごーろごーろー、ソージのお布団でごーろごーろにゃー」

「ふみぃ、ソージ、あったかいのー、はうう、とろとろしちゃうー」

「はあはあ……キリカさん、幸せだよう」

　……まあ大体こんな感じでした。

　因みに、宗そう司じはリビングのソファーでタオルケット被かぶって寝てます。




　そして十分経って一乃が戻ってくると、二人は妙にツヤツヤした顔を見合わせ、

「キリカ」

「イチノ」

　がしり！　強く握手をした。

「と、いうことで、私はこれから宗司の部屋を『掃除』するわ」

「手伝うよイチノ！　ソージのシャツとか着てみたいしっ！」

「私、新しいパジャマが欲しいわ！」

「そういえば、ソージが忘れてったシャツをパジャマにしてたね……」

「……着心地、いいわよ」

「新しいシャツを買わなければならないので、」

「やめて下さいとリリスは言います」

　ばっ、勢い良く二人が振り向く。

　ドアのところに、リリスとリリスが立っていた。

　裾すそにフリルのついた可愛かわいらしいレモンイエローのワンピース、表情に乏しい幼い顔に、今は明確な不快と不満の色が浮かんでいる。

「どうやら、墓標を二つ用意する必要がありそうね」

「アハハハ、新しい妹にはキリカさんがなってあげるから安心してね」

「兄さまの妹はリリスだけだと天てん地ち開かい闢びやくの時より決まっているのです、」

「そもそもあれだけ大騒ぎしてばれないとでも思っていたのですか」

　ごく自然に、四人が身構える。

「罪を焼け──」

「空笑え──」

「鏡よ歪ゆがめ──」

　彼女たちを彼女たらしめる異能を──

「ふと思ったのだけれど、リリス」

「命乞いですか森もり塚つか一いち乃の」

「あなたたちも、宗そう司じの枕まくらを抱えて布団の上でゴロゴロしたことあるでしょう」

「なななななななにを、」

「リリリリリリスがそんなはしたないことを」

　凄すごい勢いでリリスとリリスが虹にじ色いろの瞳ひとみを逸そらした。

「あるのね」

「あるんだ」

「……兄さまの制服を着てみたり、」

「兄さまのお布団でお昼寝するぐらいなら」

　ぽっ、とリリスの頰ほおが赤く染まる。

「袖そでが沢山余って、パタパタするのが楽しかったです、」

「兄さまの匂においがして、何だかドキドキしました」

　がしっ！

　イチノとリリス、キリカとリリスが固く握手をした。

　実は彼女たち、凄く仲良しなのではなかろうか。

「さて、危うく忘れそうになるところだったけど宗司の部屋の掃除をしましょうか」

「折角だから手伝うよー」

「人数が多いと邪魔になるかもしれませんが、」

「リリスも何かお手伝いします」

「そうね、まずは布団を上げて、はたきを……」

　一乃が宗司の部屋を見回す。フローリングの別に広くもない普通の部屋だ。

　床に布団が敷いてあり、窓際に学習机、壁にカバーをかけた制服、エアコン。

「じっくり見るのは初めてだけれど、あまり物がないのね」

「着替えの類は、押入れのカラーボックスに入っています、」

「しかし確かに、兄さまはあまり私物を持つタイプではありません」

「ふーん、ちょっと気になったんだけどさ」

　キリカの青い瞳は、じっと学習机を見詰めていた。

「よく、ベッドの下とか、引き出しの一番奥に隠してるって……聞くよね」

「何の話よ」

「いや、だからさー、あれだよっ」

　キリカは首まで赤くして人差し指と人差し指をつんつんもじもじ、小声で呟つぶやく。

「えっちな本」

　キュピーン！　一乃の赤い、リリスの虹色の瞳が輝いた。

「一番怪しいのは、机よね」

「はい、押入れはリリスが頻繁に開閉します、」

「そちらに隠すよりは、机かと」

　本人不在なので、もうやりたい放題である。

　一斉に、宗そう司じの机に向かい片っ端から引き出しを引っ張り出す。

「黒髪ロングとメイド以外は処分しましょう」

「銀髪巨乳とかネコミミかなー」

「妹もの、妹もの」

　だがしかし、

「……無いわね」

「じゃあ、あえて押入れかなっ！」

「押入れから屋根裏まで、こうなれば徹底捜索です」

　結局、彼女たちは部屋中をひっくり返した。

「ま、まさか、何一つその手のアイテムがないなんて」

「恐ろしいよ、ソージが恐ろしい……」

「兄さま、妹として少し不安になります」

　散らかり放題の宗司の部屋で膝ひざを突き打ちひしがれていた。

　ぜえぜえと息が荒く、肉体と精神の疲労と焦燥は隠せない。

「でも、これは、確かに不安になるわ」

「うん、そうだね、これは良くない傾向だよっ」

「はい、兄さまには一般的な思春期男性としての嗜好を取り戻してもらわねば！」

　限りなく余計なお世話だが、ある種の使命感に燃えて彼女たちは立ち上がった。

「まずはこの部屋を改造しましょう、もっと欲望を煽あおるような部屋に」

「一理あるけど……どうやるのさ？」

「こんなこともあろうかと用意していた一品があるわ、ちょっと家から取ってくるわね」

「ではリリスも前から暖めていました計画を、」

「今こそ実行に移します」

「え……あれ、わたし、何にもないよ。えっと、家になにかあるかなっ！」

　散らかした部屋を放置して一いち乃のとリリスが凄すごい勢いで部屋を飛び出すと、キリカが少し遅れてそれに続く。

　そして、散らかり放題の宗司の部屋は誰だれもいないまま放置され……

「……にやり」

　おもむろに、窓の外から黒いセーラー服姿のフェルが室内に入って来た。

　悪戯いたずらっぽく、ぴっこりぴっこり、燃える炎のような赤毛の上でネコミミが揺れている。

　ずっと窓の外から一乃たちの醜態を見ていたらしい。フェルは荒らされた室内を硝子がらす球のような瞳ひとみで見回し、ふと、壁に掛けたままの制服で目を止めた。

　しばらくして、フェルはリビングで寝ていた宗そう司じを起こし、部屋まで連れて来た。

「そうじ、そうじ、部屋が面白いことになっている」

「うおっ、なんじゃこりゃ……」

　起き抜けで眠そうだった宗司も、部屋の惨状に驚きばっちり目を覚ます。

「ど、泥棒か、これ？」

　そうとしか思えないレベルの荒れようの室内に宗司とフェルが入る。

「違う、いちのと、きりかと、りりすが、やった」

「あいつらが？　えっ、まさか本気で家捜しをして探りに来た？」

「全すべての謎なぞは、ここにあるー」

　ばばーんと、フェルがどこからともなくビデオカメラを──いつもの黒いセーラー服にはそんなものを隠すスペースはないはずだ──取り出し両手で抱えた。

　どうやら窓の外から見ていただけではなく、撮影までしていたらしい。

　自慢するように、燃えるような赤毛の上のネコミミがぴっこぴっこ元気に揺れている。

「実はこっそり、録画していたのだー」

「録画してたんなら止めろよ！」

　ズバンッ！　宗司の叫びと同時に凄すごい音を立ててドアが開いた。

「罪を焼け──赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』！」

　長い黒髪をなびかせ部屋に飛び込む一いち乃の、その手に握る燃える炎の槍やりは間髪入れず、フェルの掲げたビデオカメラを貫いた。

「……あ、危ねえなあおい」

「わーおー」

　宗司が掠かすれた声で呟つぶやく。フェルの方はさして驚いた様子もなく、一乃を見た。

「ごめんなさい、手が滑ったわ」

　優雅なほどにゆっくりと長い黒髪をかき上げ一乃は言う。

「待て待て待て、今のは洒落しやれにならん……ぞ…………すいません」

「あら、悪いのは私よ。謝る必要はないわ」

　一乃の顔は凍えるほどに冷たく、静かに怒りを湛たたえ狂っていた。

「やってくれたわねフェル」

「……にやり」

　赤い瞳が睨にらみ、硝子がらす球の瞳はそれを受け流す。

　ぴりぴりとした緊張が、部屋の中に満ちる。

「あーっと、そういえば一乃、おれの部屋が凄いことになってるんだがどうしたんだ？」

　二人の間に割り込む宗司、背中にフェルを庇かばい一乃を見る。

　一いち乃のは小さく溜ため息いきを吐つき、外出で搔かいた薄い汗で額に張り付いた数本の黒髪を指先ではがす。黒のキャミソールとスパッツも僅わずかに汗で湿っているようだ。

「そもそもは、部屋の掃除だったのよ」

「そういや、そんな理由で起こされた気がする」

「そして気付いたの、あなたの部屋は殺風景過ぎるわ」

「……はい？」

「そんな部屋だからあなたはヘタレなのよ、このヘタレ！」

「凄すごく理不尽な罵ば倒とうをされていることだけはわかります」

「いちの欲求不満」

「黙りなさいフェル！」

　一喝し、咳せき払ばらいを一つ。

「と、いうことで私があなたの部屋を飾ってあげるわ」

　一乃は部屋の外に立て掛けておいた（槍やりを使うために一いつ旦たん置いたのだ）、身長ほどもある筒を小こ脇わきに抱えて室内に入る。

「なんだそれ、紙……ポスターか？」

「正解よ、天井に貼らせて貰もらうわね」

　学習机の椅い子すを使い、一乃は筒──丸めたポスターを伸ばして天井に貼った。

　宗そう司じがぽかんと口を開け、フェルのネコミミがぴっこり大きく一度左右に揺れる。

　そして一乃は黒のキャミソールに包まれた控えめな胸を堂々と張り宣言する。

「この『等身大一乃さんポスター（セミヌード）』があれば、宗司の殺風景な部屋など一撃必殺にして一網打尽よ！」

　ポスターの中でシーツ一枚だけの一乃が、ベッドの上にしどけなく横たわっている。

　純白の肌に落ちた艶つやのある黒髪が、挑発的にレンズを見る赤い瞳ひとみが、唇にそっと添えた人差し指が驚くほどに艶なまめかしく妖あやしい色気を放っていた。

「我ながら素晴らしいポスターだと思うわ。起床の直後に就寝の直前、宗司の一日の始まりと終わりを彩るに相応ふさわしく、ふと辛つらいことがあり天井を見上げたあなたの心を癒いやす。まさにインテリアとはこうあるべきだわ！」

「アホかおまえはああああああああああああああ！」

　たまらず、宗司が叫んだ。

「あら、セミヌードでは不満かしら」

「別の意味で不満だ、おれの部屋をどうするつもりだ、つうか自作かこれ？」

「自信作よ」

「確かにいい出来だと思うよ。正直、いろいろたまりません、ありがとう。でも、これは間違えてるだろっつうか、誰だれか訪ねてきたらどうするんだよ……」

「何か問題があるの？　せいぜい、あなたの社会的生命が危機に晒さらされる程度でしょう」

「非常に正しく問題を理解してらっしゃいますね一いち乃のさん！」

「お褒めに与あずかり光栄ね」

　ますます威張って一乃が胸を張る、しかしその控えめな胸は少しも揺れたりしない。

　じっと天井のポスターを見詰めていたフェルは、胸を張る一乃に視線を落とす。

　ポスターの中、シーツ一枚だけで隠れた一乃の胸。

　現実の、黒いキャミソールに隠れた一乃の胸──二つをフェルは見比べる。

「いちの、ぽすたーの胸、本物よりちょっと、大きい？」

「殺すわよ」

　真顔だった。

「ちょっと胸が大きいからと思って調子に乗ってると、殺すわよ」

　物もの凄すごい真顔で、念を押してきた。フェルすらぎゅっと口を閉ざしてこくこくと一生懸命頷うなずく──そんな何気ない動作ですら、黒いセーラー服に包まれた豊かな胸は揺れ動く。

　まさに乳の格差社会、生まれついての乳貴族と乳平民。

「い、いやまあ、いいポスターだよ。これで、ここも少しは潤いがある部屋になるな！」

　宗そう司じはこの話題を続ける危険性を悟り、渇いた声を無理矢理張り上げ話を逸そらした。

「甘いわね、まだキリカとリリスがいるわ」

「あいつらも何かやってんのか」

「その通りです兄さま、」

「素敵な妹リリスが、兄さまの環境改善アイテムと共に只今戻りました」

「あ、一応キリカさんも戻って来てるよっ」

　リリスとリリスが勢い良く階段を駆け上がり宗司の部屋に飛び込んでくる。対照的に、キリカは控えめな感じでこそっとその後で入って来た。

「それでは兄さま、」

「リリスお手製のこれを受け取ってください！」

　突入の勢いのまま、リリスが宗司にそれを渡す。

「おおー」フェルのネコミミが赤毛の上でぴんっと立つ。

「こ、これは、抱だき枕まくらか！」

　目を見開いて宗司が叫ぶ。

「しかも、カバーがお手製だー」

「その通りです兄さま、人生の三分の一を占める睡眠時間、」

「兄さまが就寝中も、リリスを感じられるようにと用意しました」

「表にはちょっぴり大胆に水着のリリスが、」

「裏にはとても可愛かわいらしく浴衣のリリスがプリントされています」

「うわ、マジだ」

　抱だき枕まくらの表面はフリルがついたピンクのセパレートの水着を着たリリスで、裏面は花を散らした模様のミニ丈浴衣姿のリリスがいた。

　どちらのリリスも可愛かわいらしくはにかんだ顔──ほんの少しだけ瞳ひとみを伏せて目線を逸そらしているのが、また保護欲をそそる。

「なあリリス、お兄ちゃんがこれ使ってると、その、物もの凄すごく変態チックじゃないかな」

　微妙に引き攣つった顔で宗そう司じが問う。

「……駄目ですか、兄さま」

「いや！　凄すごくいい出来だと思うよ。お兄ちゃん思わず抱き締めたくなった。だからそんな泣きそうな顔するのやめて！」

　リリスの虹にじ色いろの瞳がみるみる潤み、宗司は慌ててフォローをした。

「ありがとうございます、兄さま」

「あれ、何だか凄くケロッとしてないか？」

「泣き真ま似ねです」

「おれの妹がどんどん悪女の手て管くだを習得して行くぜ……」

　リリス抱き枕を抱き締めて、宗司が嘆く。

「むー、フェルも、負けてはいられーない？」

「待ってフェル、対抗意識を燃やす場所間違えてるよそれは」

　しかし宗司を無視して、フェルは拳こぶしを握り締めた。相変わらず表情がないのでわかり辛づらいが、多分気合を入れたのだろう。

「フェルは、ぽすたーと抱き枕に対抗して、ぷりんとしーつ、作る」

「僕の部屋をどういう部屋にしたいんだい、君たちは？」

「そうじが、そこまでフェルのぷりんとしーつを楽しみにしてるなら、フェル頑張る」

「いつものことだけど、会話が通じねえなあ」

「ねこみみ少女が……な、ぷりんとしーつをフェルが作る」

「待て、途中が聞こえなかったぞ！」

「『……』の部分は、そうぞうに、おまかせーなのさー、では、さらばー」

　がらりと、フェルが部屋の窓を開ける。

「ぺーん」

　窓の外に何かいた。

「うむー、出迎えご苦労ー」

「ぺんっ！」

　たしっ、と赤いペンギンが二階の窓から下までロープを垂らす。

　フェルはそれを伝い、それこそ猫のようにあっという間に下に降りていった。

「ぺん、ぺーん！」

　お騒がせしましたと言わんばかりに、ペンギンは窓の向こうから宗そう司じたちに頭を下げ縄なわ梯子ばしごを回収してどこかへ消えた。

「……あの子、いつのまにペンギンを手て懐なずけたのかしら」

「って、おまえのペンギンだろ、ちゃんと管理しろよ！」

「あんまり厳しくするのも可哀かわい想そうでしょう、あんなに可愛かわいいのに」

「自分の好みに素直な奴め……」

「ところでさ、そろそろ部屋の片付けしようよ」

「リリスも賛同します、当初の目的はそれでした」

「そうね、後は毎夜毎朝ポスターを見るたび抱だき枕まくらを使うたびに精神をすり減らすだろうあなたを想像して楽しむわ」

「君たち、僕には何をしてもいいと思ってないかい？」

　げんなりとした顔で、抱き枕を片手に抱えた宗司が嘆く。

「いいえ、そんなこと思ってないわよ」

「そんなこと思ってないよー」

「兄さまに対して、そんなことは思っていません」

　真顔で否定する女性陣。

「でも」

　一いち乃のがふわりと長い黒髪を揺らして宗司の肩かたに手を回し、顔を寄せる。

「何をされてもいいとは、思っているわよ」

　その白い相そう貌ぼうは、ポスターにあるように妖あやしい微笑ほほえみを浮かべていた。

「なっ、がっ──」

　瞬時に顔を真っ赤にした宗司が、ぱくぱくと金魚のように口を開ける。

　くすりと、愉快そうに一乃が唇を吊つり上あげる。

「はいはい、そこまだよー、離れてねっ！」

　さり気なく一乃が唇を近付けたが、キリカによって無理矢理引き剝はがされた。

　一乃が小さく舌打ちをする。

　キリカは、そしてリリスは不満そうな顔だが今は張り合うつもりはないようだ。

「いい加減に散らかした兄さまの部屋を、」

「片付けるべきだとリリスは思います」

「……それもそうね」

「だよねー」

「やれやれ……おれも手伝うから、さっさと片付けようぜ」

　彼らは手分けをして、散らかした宗司の部屋を片付け始めた。

　無駄に時間を使った分、てきぱきと一同は片付けていく。

「このポスター、剝はがしちゃ……いや、まあ、張っとくか」

「意外ね、剝がしたがるかと思ったわ」

「折角、おまえが作ってくれたんだからな」

「……バカ」

　ぽすん、顔を伏せた一いち乃のが宗そう司じを軽く殴なぐった。

　零こぼれた前髪のせいで表情はわからなかったが、多分、照れ臭かったのだろう。

　宗司は小さく苦笑する。

「リリスも、ありがとうな、使わせてもらうよ抱だき枕まくら」

「はい、兄さま、」

「大事に使ってください」

「ああ、可愛かわいい妹からのプレゼントだからな」

「兄さまはいつも、」

「ずるいです」

　拗すねたようにリリスが唇を尖とがらせた。

　片付けも終盤にかかると、リリスは食事の準備の為ために離れ。

　一乃はキリカ（今日の洗濯係だった）の代わりに洗濯物の取り込みに行った。

　冷静になると、一乃もリリスも自分の作ったポスターと抱き枕が恥ずかしかったのだろう。

　どことなく逃げるようだった。

　片付けの仕上げに掃除機をかけているキリカを見ながら、宗司はふと気付いた。

「おまえは、何もないんだな」

「え？」

　きょとんとしたキリカが掃除機を止めて宗司を見る。

「いや、一乃がポスターで、リリスが抱き枕だろ、今までのパターンだと、おまえも何か用意してるかなーと、思ったんだが」

「アハハハ、実は用意してあるんだけど、その、イチノたちに比べると」

「やっぱりあるのかよ」

　溜ため息いきを吐つく宗司、キリカは困ったように頰ほおを搔かく。

「大したことないんだけど……じゃあ、一応」

　キリカは部屋の外に出て、ドアの影に置いていたものを大きな胸に抱きかかえる。

「その、これ、宗司にあげる」

「これって、ぬいぐるみ？」

「うん、キリカさんマスコットだよ」

　三頭身にデフォルメしたキリカのぬいぐるみだ。銀色の髪を二つに括くくった髪型、荒あら谷や学園制服の一つであるブレザー、ハートのヘアピンと確かに特徴は捉とらえ本物に似ている。

「ソージにプレゼントしようと思ったんだけど、いざとなると、何だかちょっと恥ずかしいかなって、ほら、重たい感じ、するし……」

　ほんの少し、青い瞳ひとみは寂しげに、キリカが微笑ほほえむ。

「可愛かわいいぬいぐみだな」

「うん、ちょっと頑張ってる。あ、この子ね、頭を押すと」

『ソウジラブー』ぬいぐるみが鳴いた。

「声が出るんだよ」

「そっか」

　宗そう司じが軽くぬいぐるみじゃない方のキリカの頭を撫なでた。

「大切にするよ、ありがとう」

「……ソージラブー」

　はにかんだキリカがちょっと俯うつむいて、そう言った。
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　目を覚ますと、女騎士がいた。

「ファンタジーに路線変更！」

「今日から本格ファンタジー路線に鞍くら替がえよ。タイトルも変わるわ」

　眠気も吹っ飛び、宗そう司じが体を起こす。

　良く見たら、女騎士は一いち乃のだった。

　カーテン越しの真夏の朝陽に照らされ光る白銀色の鎧よろい、黒のドレスをベースに胸肩腰を守る甲かつ冑ちゆうを組み合わせた優美なデザイン。

　長い黒髪がエアコンの弱い風に揺れ、端整な顔立ちは凛りんとした空気を纏まとう。

　美しい女騎士が──一乃が宗司を見下ろしていた。

「……何それ」

　シャツにジーンズ、頭に寝癖という見事な起き抜け姿の宗司が問う。

「女騎士よ。因ちなみに、甲冑部分は主にプラスチック」

「あ、コスプレっすね……いや、そうじゃなくてだな、何ゆえこのようなことになっているのか、おれは説明を求めたい」

「あなた、忘れたの。昨日の事を、ほら、テレビを見ていたでしょう──」




　昨日の昼前、白しろ崎さき家リビングでのちょっとした一幕。

「あら、随分懐かしいアニメを放送してるのね」

「夏休み子ども劇場って奴だよ、まあ確かに懐かしいよ、小学生の頃ころに見てた」

「剣と魔法と冒険……へえ、あなた、こういうのが好きなのね」

　テレビ画面の中では、白銀色の鎧を纏った女騎士が剣を振るい怪物を切り裂いていた。

　一乃の赤い瞳ひとみが、きらりと輝いた。




「ああ、そんなこともあったな……」

「知らなかったわ、あなた女騎士が大好物だったのね」

「当たり前のように曲解しないで頂きたい」

「ええ、わかっているわ。高貴な女騎士を自らの欲望で汚し貶おとしめたくて仕方ないのでしょう、まったく、とんだマニアだわ」

「そういう発想が即座に出るあなたの脳のう髄ずいが僕は心配です！」

　涼しい顔で一いち乃のが言い、宗そう司じは思わずその肩を摑つかんだ。

　白銀色の肩鎧よろいの感触は確かにプラスチックで軽く、一乃は何な故ぜか苦しげに顔を歪ゆがめる。

「くっ、好きにすれば良いわ。たとえ体を汚されようとも、心までは屈しない！」

　口く惜やしさと羞しゆう恥ちを込めて一乃が吐き捨てる──まあ、演技だが。

「おいこら、それは夏休み子ども劇場で流れる台詞せりふじゃねえだろ」

「それが己おのれを屈服させるための策略だと知らず、聖なる女騎士は陵りよう辱じよく者の優しさに触れ心すらも陥落する──次回、『堕ちたる騎士の幸福』」

「凄すごく気になるんだが、その陵辱者っておれのことか？」

「どうして、あの男の顔が頭から離れないの……駄目よ！　私は誇り高い女騎士、あんな卑劣な男なんかに、あんな……卑劣な…………どうして、私、会いたいなんて、ああっ」

「だからどんどん話を進めてんじゃねえよ！」

　一乃の肩から手を離した宗司が顔を真っ赤にして叫ぶ。

「卑ひ猥わいな言葉を使っていないのに、妙にいやらしい感じがするでしょう」

　対照的に、一乃は実に涼しげな顔で肩をすくめた。

「わかってるならやるな、いや、おまえはわかっててやってるんだろうけどな」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳、」

　しゃらりと、女騎士の一乃は長い黒髪をかき上げる。

「宗司で遊ぶために、えっちぃお芝居の研究までする、ちょっぴり大胆な少女」

「……どうやら、おれとおまえの『ちょっぴり』という単位には大陸一つ分ぐらいの隔たりがあるようだな」

　拗すねた宗司がそっぽを向くと、一乃は愉快そうに赤い唇を吊つり上あげた。

「ねえ、宗司、何か言うべきことがあるでしょう」

　催促するように、指先で宗司の頰ほおをつんつんする。

　鈍感へタレと罵ののしられ続けてきたこの男でも、そろそろ学習する。

「良く似合ってる、とても素敵だよ」

「ふふっ、まあ許してあげましょうか」

　黒のドレスをベースにした白銀色の鎧姿の一乃は、満足気に腕を組んだ。

「くそっ、こいつに勝てる気がしねえ……まあいいや、とりあえず下に降りるか」

「ええ、先に行ってなさい。私はあなたの布団を干しておいてあげるわ」

「ふ、布団を干す女騎士か……ま、まあ、ありがとう」

「そう、私は森塚一乃、十六歳、」

　またも長い黒髪をかき上げながら、本日二度目の決め台詞ぜりふ。

「女騎士かつ大和やまと撫子なでしこかつ、素敵な若奥さまというキャラ付け過剰な少女」

「おまえ、本当に喋しやべらなけりゃいい女なのになあ」

「あら、喋しやべる私はどういう女なのかしら」

「…………凄すごく、いい女だ」

「あなた、馬ば鹿か？」

「やめろ、心底蔑さげすむような目でおれを見るな！　泣くぞ、いい年した男が泣き喚わめくぞ！」

　恥ずかしさのあまり一いち乃のをまともに見れない宗そう司じが逃げるように部屋を出た。

　平然としていた一乃は、ドアが閉まり、宗司の足音が遠ざかると、

「『凄くいい女だ』なんて、まったく馬鹿な男ね、馬鹿、うふふ、宗司のバーカ」

　凄く嬉うれしそうに、にへらっとしてくねくね悶もだえた。




　一乃がそんなことになっていると全く知らない宗司は、寝癖の頭を搔かきながら一階に降りると顔だけ洗ってリビングに顔を出した。

「あ、ソージだ。イチノが起こしてくれたんだねっ」

「エルフがいたあああああ！　つうかおまえもかキリカああああああああああ！」

　輝くような銀髪の上には蔦つたを模した円形のヘアピン、ごくごく短く小さなケープ（殆ほとんど、襟だけだが）を葉っぱを模したブローチで留め、胸元を大胆にカットしたライトグリーンのボディースーツと巻きスカート。エルフ＝森＝グリーンのイメージでまとめたのか。

「ごめんねっ、洗濯してるところだったから、弓は持ってないんだよっ」

　言うキリカは確かに空の洗濯籠かごを、谷間も顕あらわな胸を支えるように抱えていた。

　結果として、細身とされるエルフに似合わない豊かな胸が無む闇やみに強調されている。

　普段なら男子高校生らしく思わずその膨らみに視線が行く宗司だったが、今日に限ってはキリカの耳をじっと見ている。

「凄いでしょ、キリカさんエルフはちゃんと耳が尖とがってて、しかも本物なんだよ」

　宗司の目の前で、エルフの最たる特徴である尖った耳がぴくぴくと上下に動く。

「『道化師の栄光バツドジヨーク』使ってんのか、それ」

「大正解っ」

　エルフなキリカが巻きスカートを揺らしてくるりと回り、青い瞳ひとみでウインクを一つ。

「おー」何となく、宗司は拍手をする。

「ふふーん」洗濯籠を小こ脇わきに移し、自慢気に胸を張り尖った耳を軽く撫なでた。

「すげえな、おれ、エルフ見たの初めてだよ」

「ソージ、エルフは現実にいないんだよ？」

「…………そうでした、すいません。だからその気の毒な人を見る眼まな差ざしやめて」

「やれやれだねっ、まあ、そこはエルフなキリカさんにメロメロになっちゃったせいだということで許してあげるよ。さあ、ソージ、リピートアフタミー、『キリカさんにもうメロメロっすよ！』」

「嫌じゃ！」

「現実とフィクションの区別がつかない人だって言いふらすよ？」

「僕はキリカさんにもうメロメロっすよ！」

「もう一回！」

「僕はキリカさんにもうメロメロっすよ！」

「もっと大きな声で！」

「僕は、キリカさんに、もう、メロメロっすよぉおおおおお！」

「はい、今度は全世界に聞こえるほどの大声で！」

「僕は──って、何だこの意味不明なノリはああああああ！」

「ちぇっ、正気に戻っちゃったよ」

「いつのまにか吞のみ込まれていたぜ、まったく、おまえは恐ろしい女だな」

　シリアスな顔をして、宗そう司じが額の汗を拭ぬぐう真ま似ねをする。とりあえずエアコンの効いたリビングは涼しいので汗は出てない。

「そう、わたしは沢さわ村むらキリカ、十七歳エルフ」

　森色で飾られたキリカは、尖とがった耳のラインに沿って銀の髪を撫なで上げる。

「明るく元気で素直な悪女」

「それ一いち乃のの台詞せりふじゃねえか、しかも形容詞がことごとく悪女違うしエルフだし」

「むっ、それならキリカさんの悪女っぷりを見せてあげるよ」

　言うと、キリカはライトグリーンのボディースーツに巻いたスカートの裾すそを摑つかんで、ちらちらと、持ち上げたり下げたりする。

「……悪女なのか、それ？」

「え、違うかなっ、じゃ、じゃあ、てりゃ！」

「うわっ、こ、こら、待て、バカ、やめろ！」

　いきなり、キリカが後ろから抱きついて来た。

　キリカは両腕を肩に、両足は腰に回してぺたーっとくっつく。

「おお、焦あせってるってことは、これが悪女で正解だねっ！」

　きゅぴーん、キリカが青い瞳ひとみを輝かせて悪戯いたずら猫のように笑う。

　宗司の顔は熱湯にでも突っ込まれたように赤くなっていく。

「あの、すいません、背中に、当たってるんですけど」

　ボディースーツから零こぼれそうな谷間を作る、でっかいマシュマロのたまらん柔やわさ。

「ふふっ、当ててるのよ」

「一乃の真似はやめてくれ、あいつが二人に増えたらおれは死ねる」

「にゃははー、ソージは可愛かわいいねーもー」

　すりすりと頰ほおを寄せる、尖ったエルフ耳が宗司の耳に当たってくすぐったい。

「ああもう、離れなさいっての、この子は……」

　少し強引に、宗そう司じはキリカを引き離した。

　キリカは照れた宗司の顔を見ながらケラケラ笑う、と、丁度ピーピーという音がした。

「あ、洗濯終わったみたいだよ、ちゃちゃっと干してくるからソージ適当にしてて」

「おう、悪いな、手伝おうか？」

「キリカさんの下着とかあるけどいいの？」

「すいません、お任せします」

「アハハハ、了解」

　エルフなキリカはライトグリーンの巻きスカートを翻ひるがえし、楽しげな足取りでリビングを出て行った。

　弾む銀髪の隙すき間まから、尖とがった耳が時折覗のぞいていた。

「……布団を干す女騎士に、洗濯をするエルフか、シュールだな」

　そんな自分を誤魔化すために、宗司は全然関係のないことを呟つぶやいた。

　とりあえずキッチン部分で冷えた麦茶を飲み、リビングに戻りソファーに座る。

「てー、ことは、ファンタジーだし、リリスが魔法使いとかそのあたりか」

「さすがは兄さま、」

「見事な予想です」

「うわっ！」

　背後からの声に驚き振り返ると、リリスとリリスがソファーの後ろに隠れていた。

　すくりと立ち上がり、リリスとリリスが言う。

「黒魔法使いのリリスです、」

「白魔法使いのリリスです」

　リリスとリリス、鏡合せの少女。

　幼さが残る顔立ちも、虹にじの瞳ひとみも、折れそうなほどに華きや奢しやな手足も、全すべてが同じ。

　例外は肩かた書きと、それに合わせた衣装の違いか。

「魔法使いっていうかそれ、魔法少女じゃね？」

　衣装のベースはセーラー服、要所にフリルの飾りをつけて露出を高め、白い長手袋をはめ、柔らかな髪にはプレゼントボックスのような大きなリボンを結んでいる。

　黒リリスの背中は大きく開き、先端にプラスチック製の星の飾りがついた長い杖つえ。

　白リリスは肩にふわりと白いケープをまとい、ハートのついた短杖を持っている。

　スカートは二人とも大胆なミニで、膝ひざ上うえストッキングとの間に真っ白い太ふと腿ももが覗いていた──吸い寄せられるように、宗司の視線は太腿を凝視している。

「因ちなみに、スカートの下にはスパッツをはいています」

「ありがとう安心した、でも僕は何も聞いていないよ」

「兄さまは、スカートの下に興きよう味み津しん々しんかと……」

　自分で言って恥ずかしかったのか、僅わずかに頰ほおを染めたリリスとリリスはスカートの裾すそを下に引っ張り足を隠す。

　つられるように宗そう司じも顔を赤くした。

「いや、その、あんまりそういうこと、しない方がいいんじゃないかな」

「大丈夫です兄さま、」

「リリスのスカートの下は兄さま以外には見せません」

「なんだ、それなら安心──より危険な気がするのは気のせいかい、僕の妹！」

　思わずソファーから立ち上がって宗司が叫んだ。

「気のせいです兄さま、」

「むしろ兄妹だからこそ安全です」

　リリスの虹にじ色いろの瞳ひとみには塵ちりほどの迷いもなかった。

「ううむ、思わず納得しそうになったが……ううむ、何な故ぜか納得しきれない」

「わかりました、ではそんな兄さまに、」

「リリスが魔法をかけてあげます」

「魔法？」

「はい、黒魔法使いリリスの魔法です、」

「はい、白魔法使いリリスの魔法です」

　どう見ても魔法少女なフリルとミニスカート姿のリリスとリリスが星とハートのステッキを宗司の鼻先に向けてくるくる回す。

「兄さまはもっとリリスのことを好きになーる、」

「兄さまはもっとリリスのことを好きになーる」

「オッケー、お兄ちゃんはいつだってリリスのことが大好きさ！」

　無む闇やみに爽さわやかな笑顔と共にサムズアップ。

　相も変わらずこの兄、妹に心底甘い。

　しかも、ステッキをくるくる回すリリスの照れた顔が可愛かわいかったので二倍に甘くなる。

「兄さま大好き！」

「兄さま愛してる！」

　リリスとリリスがステッキを放ほうり投げて宗司に抱きつこうと──

「危ない、そうじ」

　横からかっさらうように、膝ひざまでの赤毛を揺らしてフェルが体当たりをかました。

「うおっああああ」

　ほぼ体当たりに近い抱きつきで宗司が倒れる──フェルに押し倒される。

　リリスは宗司に抱きつこうとして両腕を広げた体勢で硬直する。

「危ないところだった、そうじが魔女の魔法で魅了されるところだった？」

「疑問系のくせに行動は全く躊ちゆう躇ちよがないのが凄すごいね」

「まー、細かいことだぜー」

「全く細かくない、むしろ大きい部分だが……で、おまえも魔法使いか？」

「のんのん、ぷりーすと、もしくはしすたー、くれりっくとか、そんなのー」

「なるほど僧そう侶りよ…………いや、滅め茶ちや苦く茶ちや魔法少女っぽいぞ、おまえも」

　無理もない。腹の上に馬乗りになっているフェルの衣装は、大分リリスに被かぶっていた。

　ベースは制服だし、スカートはミニだし、長手袋にニーソックスで、肩にケープだ。

　一応、ケープの留め金は十字架型で、手にした長いステッキの先端も十字架だった。

「それは、そうじが魔女の魔法にやられているからさー」

　あくまで僧侶と言い張るらしいフェルが、長い杖つえで宗そう司じをぺしぺしと叩たたき、炎のような赤毛の上のネコミミをぴこぴこ揺らす。

「あくりょーたいさん、とけろまほー」

　悪霊退散じゃ巫み女こだろ──と、ツッコミを入れることすら宗司は忘れていた。

　馬乗りのフェルが上下にステッキを振ると一緒に──彼女の豊穣なる胸部膨張体が一緒にぽよんぽよんと柔らかくも大きく揺れていたのだ！

「……なんて、ダイナミックな動きだ」

　思わず見み惚とれる宗司は、視線を胸の揺れに合わせて上へ下へ。

「うな、フェルは忘れていた」

　ぴたり、フェルが動きを止める、胸の揺れが止まる。

　ステッキを放ほうり投げると、フェルはケープの奥に手を入れ胸元のボタンを──

「待て待て待て待て待て待てえええええええええい！」

　慌てて宗司がその手を抑えた。

「何をするつもりだ、何を」

　硝子がらす球の瞳ひとみは無表情に、僧侶服（魔法少女にしか見えないが）の背中を流れて床に着くほど長い赤毛の上でネコミミがぴっこり傾く。

「フェルは下着を、つけ忘れて、いたー」

「なるほど、やたらダイナミックに揺れたのはそれが理由かって、そうじゃねえよ、リリス、こいつに下着貸してや、ああ。サイズ合わないか…………て……あの…………」

　宗司は何気なくリリスを見て、絶句した。

「……、」ごごごごごごごご──

「……」ごごごごごごごごご──

　表情に乏しいリリスのこめかみが、怒りにひくひく震えている。

　虹にじ色いろの瞳は涙目でぷるぷる震えている。

「リ、リリス？」

　その渇いた声を合図に、リリスがフェルを突き飛ばした。

「わーおー、びっくりー」

　突き飛ばされたフェルはさして慌てた風もなくネコミミをぴこぴこ動かす。

　フェルの代わりにリリスが宗そう司じの上に乗り、虹にじ色いろの瞳ひとみでフェルを睨にらむ。

「お兄ちゃんを誘惑するな、このネコミミ！」

「ちっちゃいくせに胸だけ多いマニア向けのくせに、バカ！」

　怒りの余り、軽く幼児化しているようだ。

「お、落ち着けリリス、大丈夫、お兄ちゃんはリリスのお兄ちゃんだよー、ほーら、見て見てお兄ちゃんスマーイル」

　フェルは幼児化したリリスとそれを必死に宥なだめて胡う散さん臭くさく爽さわやかな笑みを浮かべる宗司とを眺め、ネコミミをぴっこり大きく動かし悪い顔をした。

「にやり、あんど、だーいぶ」

　ぴょこん、長い赤毛を揺らしてフェルが宗司に飛びついた。

「あ、こら、お兄ちゃんの上に乗るな！」

「そうじの上は、みんなのものだー？」

「違うの、リリスのなの、お兄ちゃんの上も下も右も左もリリスのなの！」

「痛い痛い痛い痛いって、やめて、おれの上で暴れないで、ちょ、マジで痛い！」

　ぎゃーすかぎゃーすか、ぴーちくぱーちく。

　リリスとフェルが宗司の上で取っ組み合い、土台は悲鳴を上げる。

　一いち乃のとキリカが布団干しと洗濯物干しを終えてリビングに姿を見せる。

「あら……なにやら修しゆ羅ら場ばのようね。止めてあげる？」

「無理っぽいし、諦あきらめて朝ごはんでも作ってようよ、サンドイッチとかっ！」

「いいわね、卵を茹ゆでてツナ缶も開けましょう」

「諦めるのが早すぎるだろ！　止めてくれよ頼むから」

　宗司の叫びが白しろ崎さき家に虚むなしくこだました……




　修羅場が収まり、朝食が終わるまで一時間かかった。

「あの、兄さま、大丈夫ですか？」

「……うん、お兄ちゃん大丈夫」

　食後のお茶の席で約一名、よれよれになっているが……まあ、いつものことだ。

「そうじ、紅茶を飲むが良いー、今日はフェルが淹いれた」

「おまえ、何かいつのまにか溶け込んでるな」

　言いながら、宗司は紅茶を飲んだ。無茶苦茶苦い。

「あれ、やたらと苦いけど……これはこれで結構いいな」

「しょぼーん、にやり出来なかった」ネコミミがぺたりと萎しおれた。

「宗そう司じ、あなた疲れてるのよ」

「誰だれのせいだと思ってやがる」

「夏休みだからって、ダラダラしてるばっかりだと余計に疲れちゃうよ？」

「良識溢あふれるアドバイスをありがとうよ」

　溜ため息いきを吐ついて、もう一口苦い紅茶を飲み、改めて周囲を見る。

　黒いドレスと甲かつ冑ちゆうを組み合わせて着た女騎士の一いち乃の。

　ボディースーツの上にライトグリーンのスカートとマントを羽織るエルフのキリカ。

　フリルとリボンで華きや奢しやな体を飾ってミニスカートをはいた魔法少女……もとい、黒魔法使いと白魔法使いのリリス。

　やっぱり魔法少女な雰ふん囲い気きだが、僧そう侶りよと言い張るフェル。

「逆に、シャツとジーンズのおれが浮いて見えるな」

「剣と魔法と冒険の世界に突如召喚された一般人ということにでもしておきなさい」

「男なら一度は夢見る設定だな」

「見事ドラゴンを退治したソージにはお姫さまをあげるよっ」

「男なら一度は夢見る設定だな」

「実は、魔王は兄さまの父親です」

「男なら一度は夢見る設定だな」

「パーティー全員女の子、みんな、そうじが大好き、はーれむ結成」

「男なら一度は夢見てたまるか！」

「うなー、さすがは現実にはーれむを持つ男だー」

「誰の事を言ってるんだ」

「あなたよ」

「ソージだよ」

「兄さまです」

「そうじ」

「こんなときだけ一致団結ですか！」

　赤に青に虹にじ色いろに硝子がらす球。

　女騎士がエルフが黒白魔法使いに僧侶がじっと宗司を見詰めてくる。

　何な故ぜだか責められているような気分になった宗司は居心地悪げに視線を逸そらす。

「ああー、ええと、ちょっと、おれ、トイレ」

「ふふっ……無事にトイレに辿たどり着つけるといいわね」

「たかがトイレに行くのになにがあるってんだよ」

　妙に不吉な言葉を背中に受けて、宗そう司じはトイレへと旅立った。

　リビングのドアを開けて、廊下へ出る。

『ふははははは、ここから先へ行きたければ暗黒四天王が一人、《野菜大好き》アスモデウスを倒して行くが良いうさー』

　……と、いう看板を背負った苺いちご大福の如ごとく真ん丸な赤いウサギが立ち塞ふさがった。

「何とかファンタジーにしようとした努力だけは認める！　だが、前振りなく出てくるなよ暗黒四天王！　《野菜大好き》という称号に疑問はないのか暗黒四天王！　喋しやべれないのはわかるが看板で会話って無理があるだろ、そもそも何がしたいんだ暗黒四天王！」

『さあ来い、別に勇者でも何でもない宗司よ、実は私は四天王最弱の嚙かませ犬ならぬ嚙ませウサギうさ』

「そんな悲しい台詞せりふはやめろ！　そして、いつ看板を書き換えた！」

「ぺーん」ひょっこり現れた赤いペンギンが素早い動作でウサギの看板を取替える。

「またツッコミどころが増えたああああ！　何してんだペンギン、おまえは黒子か。その看板どっから出した、おまえ手じゃなくて羽だろ、看板持てないだろ、もっと文面考えてやれよ可哀かわい想そうだろ！　ああもう、いくつツッコミを入れればいいんだ！　なんだ貴様ら、おれをツッコミ死（ツッコミのしすぎで死ぬ）させるつもりか！」

『ククク、ツッコミ神の血を引く己おのれを恨むが良いうさ、おまえはここでトイレにも行けず、惨めに朽ち果てると見せかけて、ハーレムでストレス死するうさ』

「不吉な未来予想をしてんじゃねえ！　ああもういい、おれはトイレに行きたいんだ。そこをどいてもらうぞ！」

『かかってこいうさ、我が秘奥おう義ぎ《色の濃い野菜もちゃんと食べなさい》をもって貴様を健康体にしてやるうさー』

「おまえはおれの母親かああああああああああ！」

　さっきから叫びっぱなしで若干喉のどが痛い宗司は最後まで律りち儀ぎにツッコミ叫び、赤い大福ウサギをぺったんとひっくり返し──ウサギが起き上がれず足をパタパタさせている隙すきに──先へ進んだ。

『ふははははは、ここから先へ行きたければ暗黒四天王が一人、《ほねっこ大神官》マモンを倒して行くが良いわん』

「ウサギどかしてから三歩も進んでねえのに出すぎだろうが暗黒四天王！」

『我こそが真の四天王最弱、文字通り嚙ませ犬の我が力に恐れおののくが良いわん』

「どんだけ嚙ませ犬揃ぞろいなんだよ暗黒四天王」

　とりあえず、赤い子犬の頰ほおを思い切り引っ張って涙目にして追い払った。

「ああ……リビングからトイレに行くだけで、なんでこんなに疲れるんだ」

　ぐったりしながら、やっとこさトイレのドアを開ける。

『水を下さいサカナ』

「語尾に無理があんぞこらあああああああああああ！」

　便器の蓋ふたの上で赤いマンボウことサカナ四号が横たわり……痙けい攣れんしていた。

『我輩は偉大なる魔王ヴェルフェゴール、特に何でもない宗そう司じよ、よくぞここまで辿たどり着ついた褒めてやろう、しかしエラ呼吸の我輩はそろそろ限界サカナ』

「そりゃそうだよ、っていうか明らかなミスキャストだろうが誰だれか止めろよ」

『この夏休みが終われば水着を着る機会も減り、我輩の出番がなくなることはわかっているサカナ、だからせめて、最期に、見せ場が欲しかっ……た…………サカナッ』

　がくり。

「しっかりしろマンボウ！　大丈夫だ、出番はこれからもきっとあるから希望を持て！」

　動かないマンボウを抱え、宗司は男泣きに泣いて叫ぶ。

「マンボウゥウウウウウウウウウ！　温泉とか風ふ呂ろとかそういうシーンで出てくればいいじゃないかぁああああああ！」

「ぺーんっ！」

　その発想はなかったと言わんばかりに、さっきから律りち儀ぎに看板取り替えていたペンギンが掌てのひらを……両の羽をぽんと打った。

「……個人的に、四天王が二匹で終わったのが凄すごく気になったぞ」

「ぺーん」

「ああ、獣の数が足りないのか……じゃあ、まあ、仕方ないな」

「ぺんぺん」

「ふぅん、一応、後三匹いるのか、一いち乃のの中に引きこもってるだけで……」

「ぺんっ！」

　敬礼でもするように、びしりと羽を額の高さに掲げるとペンギンは動かないマンボウを抱えてトイレから出て行った。

　ぱたん、と、静かにトイレのドアが閉まる。

　とりあえず、宗司は用を足した。




　そしてリビングに戻って来る。

「短時間にアホみたいにツッコミ入れたせいで喉のどが痛いです」

「あなたの悲鳴を聞きながら飲むお茶は最高だったわ」

「どっかのマリーアントワネットより高慢な台詞せりふだな」

「そうじに、ささやかなぷれぜんと、退屈な日常にぴりり、すぱいす」

「スパイスも過ぎると毒だぞ」

「アハハハ、でも面白くなかった？」

「ツッコミを連発する兄さまは、とてもイキイキしているように思えました」

「お気遣いありがとう……なあ、ふと思ったんだけどよ」

　宗そう司じは順繰りに、彼女たちの顔を眺め問うた。

「おまえら、ひょっとして退屈か？」

「何な故ぜ？」

「前に南の島行って以来、ずっと家にいるだろ。それで退屈すぎてはじけてんのかと」

「ふふっ、あなたは気の遣い方も下手ね」

「ハッハッハッ、どうもヘタレで気を遣うのが下手で妹に家事任せきりの駄目人間です」

「分かり辛づらい拗すね方ね……私は結構、楽しんでいるわよ」

「キリカさんも、これはこれで意外に楽しかったりするよっ」

「はい、日常には日常の楽しみ方があるのです」

「……ふぅん、そういうもんか」

「そういうものよ」

「そんじゃ、まあ、今日も明日も、のんびりしますか」

　かくて、今日も特にやる事もなくだらだらと夏休みの一日が過ぎて行く。

「……にやり」

　フェルはネコミミをぴっこり揺らして、何かを企たくらむ。






日誌　十　フェル






「そうじ、海が見える」

「ああ、海だな」

「人がいっぱい」

「夏休みだからなあ」

　がたんごとん、揺れる電車の中に宗司とフェルがいた。

『今日も明日も、のんびりしますか』──などと言った翌日の外出だ。

　海沿いを走る電車、乗客の入りは七割程度だろうか。時間の割には混んでいる。

　フェルは子どものように靴を脱いで座席に乗り、白いニーソックスに包まれた足を上下にぱたぱた揺らしながら外を眺めていた。

　当たり前だがネコミミは収納し、膝ひざまである長い赤毛の上には何もない。華きや奢しやな体に似つかわしくない大きな胸を包むのは見慣れた黒いセーラー服。いつまで経っても着慣れないのか、胸元のタイは盛大に斜めを向いている。

「なんだ、おまえ、海に行きたかったのか？」

「ちがう、惜しいけどちがう、フェルはあんまり海行きたくない」

　抑揚なく言いながらも、フェルは硝子がらす球の瞳ひとみで海を眺めている。

　夏休みの日中、エアコンの効いた車内は涼しく。

　窓の外では地獄のように強い陽光が砂浜を焼いている。

「ふぅん、まあ、おれは別にどこでもいいけどな」

　首を曲げてちらと隣に座るフェルの横顔を見た。

　可愛かわいらしい顔立ちが勿もつ体たい無ないほど表情はなく、ネコミミがない現状では感情が全く読めない。海を眺めて何を思うのかわからない。

　何の為ために、宗そう司じを外に連れ出したのかわからない。

「ところでフェル……」

　宗司はこちらをちらちらと見て来る他の乗客の視線に耐えかね言う。

「いい加減、この鎖を解ほどいてくれませんかね！」

「そうじ、鎖、似合ってる」

「ありがとう、嬉うれしくないよ。つうか目が覚めたら電車の中とか勘弁しろ」

　皮肉を言う宗司は見事なまでに太い鎖でがちがちのぐるぐる巻きにされていた。

「フェル、そうじが喜んでくれて、うれしいーなー？」

「……問題。電車は混んでるけど何な故ぜか僕たちの周りには誰だれもいません、何故でしょう」

「らぶらぶかっぽーに、遠慮している」

「ラブラブカッポーは片割れを鎖で縛ったりしません！」

　がるるる、宗司が怒りに任せて威い嚇かくするように唸うなる。

　当事者のフェルは涼しい顔（無表情）で、

「らいおんの真ま似ね？」

　などと首を傾かしげる。

　むしろ他の乗客──二人が気になるけど、直接声をかけるような勇気はない善良な方々が怯おびえて一斉に視線を逸そらした。

「あああああああああああああああああああ！　もういやだああああ、こんなんばっかりだ、おれの周りの女はこんなんばっかりだ、プリーズギブミー普通の女の子！」

「そうじ、それは無理」

「ですよねー」

　鎖に縛られた宗司が溜ため息いきを吐つく。じゃらりじゃらり、鎖が重たい音を立て揺れる。

「フェルは言い忘れていた、次の駅で降りる」

「やっと目的地か」

「次は、ばす」

「まだ続くんですかこの羞しゆう恥ちプレイ」

「えろてぃしずむ満載」

「欠片かけらもねえよ」

「新しい快感に目覚める」

「目覚めてたまるか」

「フェルが」

「おまえかよ！」

「心臓どきどきー？」

「疑問系で言うなああああ、不安になるだろうが！」

　ひとしきり叫ぶと宗そう司じは諦あきらめたように首を振った。周囲の視線が痛かった。

「ったく、突然連れ出しやがって」

「だいじょーぶ、いちのたちには話を通してあるーぜー」

「……出来れば、おれにも話を通してて欲しかったな」

　宗司が嘆息する。フェルはまた窓の外へ、青く輝く海に硝子がらす球の瞳ひとみを向けた。




　朝っぱらから（鎖に縛られ）電車に揺られ、さらにバスに乗って長時間。

　辿たどり着ついたのは、家から遠く離れた山の中。

　温泉だった。

　厳密には湯とう治じ場ばと呼ぶべきだろう、逗留用の古びた小屋の一つに──小型温泉（源泉からパイプで流している）と寝床に自炊所がくっついている──フェルと宗司はいた。

　小さいながらも露天風ぶ呂ろで、周囲は板塀に囲まれている。

　多少距離をとりながら同様の小屋が数箇所、地元住人用の大露天温泉もある。

　一昔前なら、隠れ家的な何やらと雑誌で紹介されることもあったかもしれない。

「……やっと解放された。何時間だよつうか」

　五人も入ればいっぱいになる小型の露天温泉で宗司が痛む体を大きく伸ばす。

　白く濁った湯に、波紋が立ちすぐに収まる。

　周囲は粗末な板塀で囲まれているので、宗司は空を見上げた。

「昼間に入る温泉か……贅ぜい沢たくなもんだな」

　空は高く、周囲は静寂に包まれ、衣きぬ擦ずれの音さえも聞こえる。

　衣擦れ？　宗司が疑問に思うと同時に、がらりと音を立て小屋へ続くガラス戸が開く。

　反射的に宗司はそちらを見る。

「フェルも温泉はいる」

　膝ひざまである長い、燃えるような赤毛の上にちょこんとネコミミ、宗司の肩までしかない小柄な体、肌はミルクを零こぼしたように真っ白で、手も足も肩も首も華きや奢しやで細く、マシュマロのように大きく柔らかそうな胸はつんと張りがあり──要するに全裸だ。バスタオルすら巻いてない。

「服を着ろやあああああああああああああああああああああ！」

「お風ふ呂ろは裸で入るもの」

「……そりゃそうだ」

「そうじも納得、フェルだーいぶ」

「だからちょっと待ってえええええ！」

　全く無視して、ぴょーいとフェルが跳んだ。

　反射的に宗そう司じは立ち上がり、手を伸ばし受け止めようとする。

　ドッボーン。

　その手をすり抜け、周囲の静けさを打ち破るようにフェルが白濁した温泉の中に沈む。

「フェ、フェル？」

　ぶくぶくぶくと、水面に立つ泡。

　ぷかり、ネコミミが水面に出てぴっこぴっこと機嫌良さそうに揺れる。

　ネコミミに続いて、フェルの顔が口の上まで水面に出た。

「危ねえことすんなよ、ったく」

　ほっとしたように、宗司は溜ため息いきを吐ついた。

　ぶくぶくぶくと、フェルは白濁した湯に吐息で泡を立て硝子がらす球の瞳ひとみでじっと宗司を見詰めている。

「なんだよ？」

　怪け訝げんそうに、宗司は首を傾かしげた。

「ぶくぶくぶくぶくぶく」何か喋しやべってるらしいが、お湯が泡立つだけで声になってない。

「いや、何言ってるのかわからねえからな」

　フェルがもう顔だけ完全に水面に出し、改めて言った。

「そうじ、お風呂は裸で入るもの」

「はい？　……っ！　てめえ！」

　宗司は立ち上がっていて、当たり前だが全裸だ。

　ずぼん、宗司が一気に体を落として湯に浸つかる。

「にやり、あーんど、ごちそうさまー」

「やめろ！」

　叫んだ宗司の顔が赤いのは、温泉だけが理由でもない。

「結構、いい体？」

「セクハラで訴えますよお嬢さん！」

「……フェルと混浴、悲鳴をあげれば、そうじアウト」

「その悲鳴が他ほかの小屋まで届けばな……いや、届きそうだな。静かだから音が響くし」

　ここは逗留者用の小屋に隣接する小型露天風ぶ呂ろ。他の小屋とはそれなりに距離があるが、殆ほとんど物音のしない山中では小さな音も遠くまで響く。

「そうじ、フェルを襲う？」

　ぴっこりと、不思議そうに湿った赤毛の上でネコミミが傾く。

「襲わんよ。何が悲しくて自分で自分の人生をゴミ箱にインしなきゃならんのだ」

「ならフェルは安心、温泉を満喫」

　ばしゃばしゃ、ネコミミを揺らしてフェルは犬いぬ搔かき……猫搔き？　で泳ぎだした。

　白濁した湯が泡立ち、宗そう司じの顔にも飛ぶ。

「子どもかおまえは」

　毒気を抜かれた宗司が呆あきれ顔で呟つぶやき、改めて温泉の中で体を伸ばした。

「じゃぶじゃぶー」

　相変わらず顔にも硝子がらす球の瞳ひとみにも表情はないが、手足の動きに合わせて元気良くネコミミがぴっこぴっこと動いていた。

「……楽しそうだな」

「楽しい、そうじ、泳ぐ？」

「いや、やめとく」

「フェルの裸に、えっちぃ気分？」

「ねえよ、つうか、見えねえ」

　お湯が白濁している上に、フェルが犬搔きでばしゃばしゃして体を隠していた。

　おかげで、安心して風呂に浸つかっていられる。

「うなー、安心安心」

　果たしてどういう反応が欲しかったのか、フェルはばしゃばしゃと温泉で泳いでいる。

　宗司は何となく目でそれを追い、慌てて視線を逸そらした。

　犬搔きのばしゃばしゃはフェルの体を隠すが、完全ではない。

　要するに、お湯の隙すき間まから見えちゃったわけだ。

「……ったく、無防備過ぎるだろうが。子供かあいつは」

　子供と思うには。若干、発育が良すぎるかもしれない。

　急にばしゃばしゃが止まる。

　宗司もいつまでもそっぽを向いているわけにもいかない。

　恐る恐る視線を戻すと、温泉にフェルの姿はなかった。

「フェル、また潜ったのかっ、いってえ！」

　がぶりと、指先に痛み思わず叫び、腕を引き上げる。

　ぷらん、魚のように宗司の手に嚙かみ付いたフェルを釣り上げた。

　膝ひざまである長い赤毛がフェルの体にぴったりと張り付き、その上で湿ったネコミミがぴっこり不思議そうに動いた。

「まふぃはへた」

　宗そう司じが静かにフェルを水の中に戻した。

「行動が読めねえ……何を考えて生きてるのかわからねえ」

「フェルは、間違えた、と言いたかった」

　宗司の手から口を離し、フェルが顔を出す。

「やべえ、何をどう間違えたのか聞くのが凄すごく怖い」

「ほんとうは、なめなめするつもりだった」

「おれは何も聞いてないぞ、何も聞いてないからな。何を舐なめるんですかとか、何ど処こを舐めるんですかと絶対に聞かないからな」

「そうじ、お詫びに背中を流してあげる」

「わあマイペース、っておい、手を引っ張るな」

「そうじ、早く、フェルの気が変わる前に」

「微妙におかしくないかその言い回し！」

　結局宗司は押し切られて、露天風ぶ呂ろから上がり傍そばの小さな洗い場──鏡と風呂椅い子す、桶おけがあるだけだ──で腰を下ろす。

　フェルは宗司の背後に立つと、桶にお湯を汲む。

「ついでに、頭も洗う」

「……まあ、いいか、頼むわ」

「おうよー」

　台詞せりふだけは元気良く、声は見事に淡々と平板に答えてフェルは宗司の頭を濡らし、掌てのひらでシャンプーを泡立てる。

「かゆいところは、ございませんかー？」

　泡立てたシャンプーを宗司の髪に絡からませ、細い指先で頭を撫なでるように洗っていく。

「あー、耳の後ろ辺りがちょっと痒かゆい」

「そうですかー」

　わしゃわしゃと、頭の天辺あたりをフェルは洗っている。

「聞いただけかっあっ、ってああ目、目が、目が染みるぅううう！」

「シャンプーしてるときに、暴れるから」

　フェルがお湯で宗司の目の辺りを流した。さすがにこりたのか、宗司は大人しく目を閉じて頭を洗うフェルに身を委ゆだねた。

「きれいきれい、してあげる」

　指の動きは柔やわく、洗うと言うよりマッサージのようで心地よい。宗司の閉じた目が心地よさ気に垂れ、ほうと息を吐く。

「うぁー、気持ちいい……」

「うむーり、フェル、気持ちよくしてあげる」

　宗そう司じには見えなかったが、フェルの赤毛の上でネコミミが元気良くぴこぴこぴこ左右に揺れていた。多分、褒められたのが嬉うれしかったのだろう。

　丁寧に宗司の頭を洗って、最後に桶おけで湯をかけ泡を洗い落とす。

「次は背中ー」

「あー、頼む」

　すっかりリラックスした宗司が、気の抜けた声で頷うなずいた。

「フェルに任せろー」

　泡に包まれた柔らかいものが宗司の背中に当たる。

　ふにふにと柔らかく、ぐにぐにと押し付けられ、ごしごしと擦こする。

「そうじ気持ちいい？」

「うん、気持ちいい」

「フェルの特製スポンジ、天然素材」

「へー、特製かー」

　心地よさに緩んだ宗司の頭が、ふと違和感を覚える。

「……特製スポンジ？」

　背中を擦るこの柔らかさを宗司は何な故ぜか知っているような気がした。

　意識を集中してみれば、そのスポンジは吸い付くように柔らかく、二つあり、ごく近い距離に並んでいて……

　何故か、大胆なビキニを着てえっへんとばかりに胸を張るキリカが浮かんだ。

「っておいこら、ちょっと待てー！」

　びっくりした宗司が振り返る。

「うなー、どしたの、そうじ」

　いつもの無表情で、硝子がらす球の瞳ひとみが宗司を見上げて小首を傾かしげる。

　フェルの両手に、丸い、スポンジが一つずつあった。

「……何それ？」

「特製スポンジ」

「ごめん、おれ、何かひどく邪よこしまな勘違いをしていたようだ」

「フェルは気にしない」

「何かすまん、邪魔しちまって」

「そうじ、フェルは、特製スポンジで洗っているとは、言ってない」

　振り返った瞬間からスポンジに意識が行っていて気付かなかったが、フェルの体が泡だらけだった。

　特に、キリカも顔負けサイズの胸にはたっぷりと泡が乗っている。

　まるで、スポンジの代わりに使ったように……

「にやり」

「ちょ、ちょっと待って、どっちだ！　どっちを使ったんだ！」

「ひーみーつー？」

「秘密っておまっ、え、ああああああ！」

　かあ、と宗そう司じの顔が赤くなる。色々想像力を逞たくましく働かせた上に、一緒に風ふ呂ろなんて入っていたせいで感覚が麻ま痺ひしていたのだろうが──全身泡塗まみれのフェルの姿は、小さい子に悪戯いたずらでもしているような危ない気分にさせる。

　叫んだ宗司は慌てて背中を向け、やたらと激しく鳴る心臓を抑えた。

「落ち着け、落ち着けおれ、おれはロリコンじゃない、クールになれ、こいつは特にやばい、一いち乃のたち以上に洒落しやれにならん」

「ごーしごーし、フェルが背中をー、流してあーげーるー」

「ああああ、怖い、この新感覚な柔らかさが怖い、気持ちいいはずなのに凄すごく怖い！」

「特製スポンジなのかー、そうじゃないのかー、ひーみーつー」

「おれをこんなにも不安にさせる歌は始めてだよ」

「そうじ、前も洗うー？」

「僕を犯罪者にしないでくださいお嬢さん、ノウサンキュー犯罪者だよ」

「おーけい、フェル、いいことを思いついた」

　ぺたり、フェルが宗司の背中に密着する。否いや応おうなく背中に押し付けられる柔らかい泡だらけの膨らみ二つ──特製スポンジの感触に酷似している。

「な、なにをする」

「こうやって、後ろから、前を洗えばおーけー」

　そして特製スポンジを持った手を、宗司の前に回してきた。

「何一つオーケイじゃねえだろこれああああああああああああ！」

　宗司の悲痛な叫びが板塀を越えて、静かな山中に響き渡った。




　容赦なく体を洗われた宗司は、ぐったりして再び温泉の中に身を浸ひたす。

　フェルもやっぱり温泉に浸つかり、宗司の正面に腰を下ろしていた。

「そうじ、フェルはそろそろ、いなくなろうと思う」

「そうか、残念だな、結構楽しかったのに」

「一いつ旦たん、報告に戻る」

「報告？　ああ、ああ、親父おやじにか……ハーレム調査員とか言ってたな」

「うそ、だけどなー」

「わあ、今更の新情報」

「わりとどうでもいい、しんじょーほー」

　肩をすくめるフェル、一緒に濡ぬれた赤毛の上でネコミミがぴっこり前後する。

「いなくなる前に、そうじと二人きりで話がしたかった」

「……もしかして、それでこんな山の中の温泉まで来たのか？」

「ぴんぽーん。ここなら、いちのたちも追い掛けて来れない」

「まあ……さすがにあいつらでも無理だろうな」

「ぺんぎんたちにも遠慮してもらった」

「すっかりあの動物どもを手て懐なずけたな……あれ、一応、一いち乃ののなんだぜ」

「まんぼう、凄すごく無念そうだった」

「くっ……なんて可哀かわい想そうなマンボウ。温泉なんて数少ないあいつの出番じゃないか！」

「うなー……せつない顔をしていた」

「今度また、改めて温泉行くよ」

「そうしてあげて欲しい」

「ああ、それで、話ってのは」

「フェルは、そうじの昔の知り合いを調べた」

　硝子がらす球の瞳ひとみが、じっと、見詰める。

　水に濡れながらもなお炎のような長い赤毛の上のネコミミは動かず、レーダーのようにぴんと立っている。

「みんなそうじを『いい人』と、言ってた」

「はあ……まあ、ありがたいことだな」

「『助けてもらった』、『相談に乗ってくれた』、『感謝してる』、そんな言葉沢山」

　でも、と彼女は続ける。

「そこで終わり、バイバイ、フェードアウト」

　チョッキン、ハサミで何かを切る仕草。

「それの、何が問題なんだ？」

　不思議そうに宗そう司じは首を傾かしげるが、フェルは答えない。

「必要なかったから、バイバイ？」

　宗司は沈黙した。

「鈍感のふり、気付かないふり、答えださずに、傍そばに置いてるのは」

　硝子球の瞳は、人の心の奥底を覗のぞくように、鋭い光を宿す。

「もくてき、あるから」

「……いい所だな、この温泉。静かで落ち着くよ」

「そうじ、誤魔化した」

　抑揚のない声、硝子がらす球の瞳ひとみは逸それない。

　見詰められて宗そう司じは、少し悲しげに笑った。

「おれはね、彼女たちのことが好きだよ。好きであるはずだ。好きだと理解している」

「たにんのこと、語ってるみたい」

　悲しげに笑う宗司、表情のないフェル。

　どちらも、本心を見せないという意味では同じだ。

「契けい約やくとか、目的とか、そんなの抜きにして、おれは彼女たちのことが好きだよ」

　だけど──と、彼は、いつもどおりの声で、当たり前のように続ける。

「なあ、それに、何の意味があるんだ？」

「……フェルは、そうじを、好きにならない」

　フェルが細い指を伸ばして、宗司の頰ほおに触れた。

「そう言わないと、フェルは、そうじを好きになりそうだった」

　ずっと温泉に浸つかっていたフェルの指は温かく、宗司の頰は、ひどく冷たい。

　静寂の山、二人きりの温泉、触れた指先から伝わる互いの温度。

　何一つ分かり合えない。

「そうじが、怖い、だから、惹ひかれる」

　淡々としたフェルの声、真っ白な湯ゆ気げに混ざって空へ消えていく。

「『零白夜ラスト・エレメント』が、怖い、闇やみより暗い、真っ白、そうじは、同じ？」

「そこにあるものは、そこにあるものだ──おれには、それしか言えねえ」

「その言葉、あいじょう？　それとも、むかんしん？」

　問いかけと同時に、耳障りなベルの音がした。

「携帯電話、鳴ってる」

「ああ……電話、出ないとな」

　宗司は露天風ぶ呂ろを出て、小屋に続くガラス戸を開ける。

　戸のすぐ傍そばに置いた籐とうの編みカゴの中、着替えの上に置いた自分の携帯電話を取る。

「もしもし」

『ようバカ息子。悪かったな、電話くれたんだって』

「そういや随分前に電話した……無事だったんだな」

『ああ、逃げ回って、機嫌直してもらうためにデートしてプレゼントして、夜のスポーツ大会を実施して、まあ、今に至るってところだ』

「……ツッコミは入れねえぞ、大変だったみたいだが自業自得だし」

『カッカッカッ、自分で選んだ道よ──で、何の用事だったんだ。ハーレムの作り方か？　ハーレムの維持方法か？　ハーレムの中で修しゆ羅ら場ばった時に生き残るコツか？』

「どれでもねえよ！　つうかもういいよ、帰るって言ってるし」

『は？　何の話だ？』

「だから、フェルだよ」

『フェルって、誰だれだ？』

「……ふざけている、わけじゃ、なさそうだな」

　低い声で宗そう司じが呟つぶやいた。

　そのまま父親と通話したが、フェルのことを向こうは知らないようだ。

　母親（宗司父の妻的存在）にも確認を取ったがやはり同様。

　宗司は通話を終えると、改めてガラス戸を潜くぐり温泉に戻った。

　誰もいなかった。

　幻だったように、フェルは、消えた。

「フェル……おれ、帰り道、知らねえんだけどさ」

　呟くが答えはなく、宗司は続ける。

「……呼んどいて良かったぜ。なあ、キリカ」

「まったくだねっ、メールでここに呼び出されたときは困ったけどさ」

　道中、鎖で縛られていた宗司がどうやってキリカにメールをしたのか。

　白い湯ゆ気げが漂う温泉の縁、声と同時に、体にバスタオルを巻き輝くような銀髪をアップにまとめたキリカの姿が浮かぶ。












　彼女の異能『道化師の栄光バツドジヨーク』の力、風景に溶け込み姿を隠す光学迷彩もどき。

「キリカさんも、温泉入ろっと」

　ちゃぷん、キリカが白濁した湯に肩まで浸つかると気持ち良さそうに息を吐く。

「ふにゃー、極楽だねー」

　口元と目元を緩ませた、日向ひなたぼっこをする猫のような顔だった。

「やれやれ、で、フェルは何をしたんだ？」

　宗そう司じも湯船に浸かる。平静を装っているのか、キリカをきちんと見ている。

「さっぱり、いきなり小さな炎になったかと思ったらそのまま消えたよ」

「肉体を炎に──エネルギーに変換か　やっぱり、炎使いとしては一いち乃のの数段上だな」

「何者なのかは、わかんなかったね」

「そうだな、ま、そのうちわかるさ」

　温泉に浸かりながら、二人は夕食のメニューを語るような気楽さで会話する。

　柔らかく白いキリカの肌が、仄ほのかに桃色を帯びて艶なまめかしく染まっていた。

「ねえソージ、なんでわたしだけ呼んだの。一乃とリリスも一緒に呼べば、フェルを逃がさなかったかもよ」

「そりゃおまえ、適正の問題だよ。一乃と、おまえと、リリス。共犯者を一人選ぶなら、おまえを選ぶ。一番冷静で、適度に冷酷で、何より、噓うそがうまい」

「それに、一年経ったら全部忘れちゃうからね」

　皮肉の色を隠しもせず、キリカは唇を吊つり上あげて冷たく答えた。

「そうだな」

　あっさりと宗司は認めた。キリカはぷうと拗すねたように頰ほおを膨らませ唇を尖とがらせる。

「ソージ、正直すぎ。キリカさん怒るよ」

「心にもない慰なぐさめを言う方が、おまえ、嫌がるだろ」

「そうだね……うん、温泉気持ちいいから、許してあげる」

　キリカが優しく微笑ほほえむ──慈母のような、聖女のような、包み込むような微笑み。

　聖母のようなその笑みを見て、宗司は悲しげな顔をした。

「なあ、知ってるか」

　何か──恐らくは良心と呼ばれるものの痛みに耐えかねたように、キリカの微笑みから視線を逸そらし、宗司は空を見上げる。

「この世界は、全部、噓なんだぜ」

　高く、青く、空は何ど処こまでも遠く、真実のように澄み渡っていた。




　同時刻、白しろ崎さき家のリビングで、一乃はソファーに座り数枚の写真を見ていた。

　写真はフェルが一いち乃のに渡したものだ──宗そう司じの制服のポケットに入っていたらしい。

　夏休み、制服を着ることは滅多にない、隠し場所としては気が利いている。

　だがそれを言うならばそもそも焼くなり何なりして処分すればいいのだ。

　それをしなかったということは、それを見られても、見られなくても、どちらでも同じだと──一乃はそこで一度思考を打ち切った。

　改めて写真を見る。

　やや端が変色した写真──宗司と共に行った南の島で見つけ、宗司が隠した写真だ。

　一枚目の写真は十年前のもので、端が僅わずかに変色している。

　冬色の森を背景に一乃の見知らぬ男と美しい女の写真──この写真だけは一乃たちも見ている。

　宗司が隠し、一乃たちに見せなかった、二枚目以降の写真は全すべて同じだった。

　全て同じ冬色の森を背景に、切り株に腰を掛ける七、八歳程度の少年を写している。

　髪は氷のように白く、瞳ひとみは闇やみのように黒く、そしてどこか透明。

　人間の形をしていながら、人間ではないような、そんな遠さを感じさせた。

　同じ場所、同じ少年を写した数枚の写真には小さな差異がある。

　写真の端に刻印されていた撮影年月日だ。

　二枚目の写真は一枚目と同じく十年前、三枚目さらに十年の昔、四枚目はさらに過去へ遡り……五枚目はさらに──同じ場所、同じ少年を写し、時間だけが違う。

「まるで、あなたの周りだけ、時間が止まっているようね」

　一乃は写真の少年に呼びかける。

　髪の色は違い、まとう空気も違うが、それでも少年には面影があった。

「……宗司」

　呟つぶやくが、答えはない。

　写真の中の少年は、何も答えてはくれない。






日誌　十一　『　　』──彼女だけの「エピローグ」






　黒のセーラー服を纏まとった一いち乃のが、道を歩いていた。

　長い黒髪を、制服のスカートを僅わずかになびかせ揺らす急ぎ足。

　赤い瞳ひとみはちらちらとポケットを気にするように──そのポケットには数枚の写真。

　冬色の森で切り株に腰掛ける、白髪黒眼の少年の写真。

　写真を持った彼女は、自分の家へと向かっていた。

　通う荒あら谷や学園の麓ふもとに程近いマンション、辿たどり着いた一乃はエレベーターを待つことすらもどかしげに階段を登り自分の部屋のドアを開ける。

　誰もいない、彼女の部屋。

　ドアを開けた瞬間、締め切られていた部屋特有のむわりとした熱気に赤い瞳を細めた。

　窓の向こうから差し込む夕陽が、長い黒髪を、黒いセーラー服を、彼女の部屋を赤く染めていた。

　もう夕方になっていたのだと、一乃は今更のように気付き、赤い唇は自然に呟つぶやく。

「まるで地獄ね」

　呟きは赤い部屋で、炎に焼かれたように消え失せる。

　ドアを入ってすぐの四畳のキッチンを通り抜け、彼女は続きの部屋に入る。

　部屋には白い小さなテーブル、その上にはいつも置いてあるノートパソコン。

　そして、もう一つ──銀色のジッポライター。

「ここに、あったのね……」

　細い指がジッポライターを摑つかみ、目の高さまで持ち上げる。

「ここ数日見かけないと思ったら、部屋に忘れていたなんて」

　ジッポライターの金属面に、いびつに歪ゆがんだ彼女の顔が映っていた。

「ほんの数ヶ月前では、これを手放せなかった私が……忘れる、か、変われば変わるものね、我ながら」

　静かに、一乃が首を振る。長い黒髪がふわりと揺れる。

「『零白夜ラスト・エレメント』白しろ崎さき宗そう司じ」

　赤い瞳を悲しげに細め、いびつに歪んだ顔を見詰めてその名前を呼ぶ。

　ほんの数ヶ月前、その男に出会い、秘密を知られ、一乃は変わった。

「あなたは、普通で、私を助けたいと言ってくれて、おままごとのような契約をした」

　ポケットから、数枚の写真を取り出す。

「あなたは、私に、何を……」

　嘆きにも似た、低い声。

　カチャン──ジッポライターの蓋ふたを開け、流れるような動作で点火する。

　灯ともる小さな炎。

　見詰める赤い瞳。

　写真を炎に近づける。




「──いちの」




　誰だれもいないはずの部屋でした声、静かに揺らぐ炎が消えた。

「誰！」

　叫びながらも、その声には聞き覚えがあった。

　この写真を一いち乃のに渡した少女、──膝ひざまである長い、燃えるような赤毛、一乃と同じで少しだけ違うタイの曲がった黒いセーラー服、小柄な体とそれに不釣合いな大きな胸。

　何より特徴的な──人にあらざる証あかし──ネコミミ。

　夕焼けを浴び、赤しやつ光こうに染まるその姿。

「フェル」

　いつの間にか、彼女がベランダに続く窓の傍そばに立っていた。

　ベランダから入ってきたのか？　いや、窓の鍵かぎは締まっている。

「フェルのあげた写真、誰にも見せなかったんだね」

「ええ、見せなかったわ」

「どうして？」

　一乃は答えず、唇を強く閉じる。

　そして一乃の心をそのまま語るように、フェルが答えた。

「知りたいと願った、知りすぎることを恐れた。

　彼は秘密を持っている、彼は噓うそを吐ついている。

　いちのは、迷っている。

　真実と安寧の狭はざ間まで迷って動けなくなっている。

　いちのは、恐れている。

　孤独ないちのが手に入れた、この大切な日々が壊れることを。

　彼の真実がその全すべてを壊すことを。

　彼が──」

「やめなさい」

「彼が本当は、あなたのことなんて、どうでもいいと──」

「やめろと言っているのよ！」

　刃やいばを振り回すような叫び、赤い瞳ひとみに揺らぐ炎を宿し、彼女はフェルを睨にらむ。

「あなた、何者なの」

　問われ、硝子がらす球の瞳に炎が宿った。

　夕焼けの赤よりなお赤く、燃えるような赤毛よりなお赤く。

　灼しやく熱ねつの、地獄の、煉れん獄ごくの──炎のような赤で、硝子球の瞳が色づく。

　それは、一いち乃のと同じ瞳。

「未いまだ一つになれぬ半身。最も近く最も遠い理解者。あなたの願いの実現者」

　静かに、フェルが両手を広げる。

「『煉獄カサルテイリオ』第一罪──《竜クスイパスメノス》」

　まるで抱き締めるように、受け入れるように。

「あなたの願いを叶かなえた、『煉獄カサルテイリオ』は『零白夜ラスト・エレメント』白しろ崎さき宗そう司じを知った」

「何を、わけのわからない冗談を……」

「『煉獄カサルテイリオ』は問う、『煉獄カサルテイリオ』と記憶を共有し、『煉獄カサルテイリオ』が知り得た事実と導き出した推論を──あなたは、欲する？」

　一乃は、何も答えなかった。

　答えられなかったのか、それとも、答えたくなかったのか。

　夕陽の赤に染まった彼女の顔には、どうしようもない迷いがあった。

「ならば『煉獄カサルテイリオ』は決断する」

　フェルがベランダへ続く窓を開ける。




「さようなら、いちの──『煉獄カサルテイリオ』は、森もり塚つか一乃に別れを告げる」




　たっ、身を翻ひるがえし、部屋からベランダ、柵さくの上に身を乗り出し──飛んだ。

「『煉獄カサルテイリオ』は、為すべき事を為す」

　炎の翼を背中に生やして、彼女は飛んだ。

　飛び立つ直前、フェルは一瞬だけ振り返った。

　初めて、彼女は笑った──その笑みは悲しいぐらい、一乃に似ていた。

　赤い瞳以外の全すべて、顔立ちも何もかも別物なのに、ひどく、似ていたのだ。

　為す術すべもなく、一乃は遠ざかるフェルを見送る。

　赤い流れ星のように、炎の翼を背負ったフェルが空を駆けて遠ざかり。

　やがて、見えなくなった。

　同時に、一乃は、自分の中から何かがいなくなるのを感じた。

　訳もなく、ぼろぼろと赤い瞳から涙が零こぼれる。

　途方もない喪失感が、彼女を襲う。

　すがるように、一いち乃のは虚こ空くうに手を伸ばし、

「罪を焼け──」

　己おのが異能の名前を呼んだ。

「赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』」

　しかし、何も起きなかった。

「そう……そうなのね」

　彼女は自覚した。

　彼女はもう、ただの、森もり塚つか一乃だった。






新月の祈りに満ちし魂の黄昏たそがれ（別名・あとがき）






「ククク、『乳平民』に『ちちたいらみん』とルビを振りたくして仕方がなかったが自重した我こそが、嵐の夜（以下略）であるぞ」

「一ページ前のシリアスをぶち壊す最低な書き出しですね」

「フッ、まあ聞け担当編集よ。これは平民と、胸が平らであることを掛けた高尚な──」

「ギャグの解説はやめてください、で、何でまたそんな話題を？」

「囁ささやくのだよ、我輩を守護する暗き堕天使たちがな」

「ああ、あとがきのネタがなかったんですね」

「ククッ、それは暗黒の叡えい智ちを蓄積し『万魔書庫』とさえ呼ばれる我が脳髄を侮あなどりすぎだ──普通にアンケートネタであとがきを書きますよ？　ほら、担当さんが携帯アンケートに妙な質問項目増やしたでしょう、『僕の考えた異能を教えてね』みたいなの」

「いっぱい来ましたね。ネタと真面目まじめが半々ぐらいでしたけど……『紳士キング・オブ・エロス』とか『甘い一時スイートタイム』とか」

「暗黒の見えざる鎖に繫つながれし者たちは余程に戯たわむれが好きと見える。それはよいのだが担当よ、この『我輩（葉村哲）とバトルしてみたいですか』という問いはなんだ。しかも八割近くが対戦希望なのだが……死ぬぞ、我輩？」

「大人気ですね」

「ふむ、担当よ、我輩は地下に潜伏して身を隠すが気にするでないぞ」

「はい全く欠片かけらも塵ちりほども気にしません。でも締め切りは守ってくださいね」

「…………熱の入った回答が多かったのは、『登場キャラにどんなコスプレをして欲しいですか？』であったな」

「わざわざ欲望に正直に答えてくださいと注釈を入れた甲か斐いがありました」

「クックックッ、『ナース』『巫み女こ』『ゴスロリ』『裸エプロン』、『女王さま』、この辺りは割合スタンダードであるな。そのうち着せようと思っていたものも多い」

「『制服が最高に決まってんだろうが！』という無駄に力強いのもありましたね」

「個人的に最もインパクトがあったのは『裸ジャージ』か、見事な発想だった。露出度が低く野暮ったいジャージ、しかしその下は全裸というミスマッチのエロティシズムか、気に入った、褒美として三葉村ポイントを進ぜよう」

「そのポイント集めたら、何かあるんですか？」

「未定だ、恐らく永遠に！」

「思いつきで言っただけかよ！」





二〇一一年春『葉村ポイント（携帯アンケート）はこちらから』葉は村むら哲てつ→











　著者
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